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例 言

1．この報告書は、当尾地区県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。発

掘調査は、昭和58年7月11日から12月21日にかけて行った。

2．発掘調査した遺跡は、『打越遺跡』及び『八反田遺跡』である。『打越遺跡』は、「下益城

郡松橋町大字古保山字打越」に所在する。『八反田遺跡』は、「同郡同町大字古保山字八反田」

に所在する。

3．発掘調査は、村井員輝・河北毅が担当した。

4．出土遺物の整理（洗浄・接合・復元・実測）は、熊本県文化財収蔵庫に総いて行った。

5．土器及び石器の実測は、村井・河北・藤崎伸子・藤崎周太郎・岡美詠子が行った。縄文土

器の実測は、岡が主に行った。弥生土器の実測は、河北・藤崎周太郎が主に行った。歴史時

代の出土遺物の実測は、村井・藤崎伸子が主に行った。

6．本書に掲載した挿図のトレースは、村井・永田京子・木下俊恵・瀬丸伸子が行った。

7．本書に掲載した遺構の写真は、村井・河北が撮影した。遺物の写真は、吉田正一が撮影し

た。石造焼の写真は、坂口雅柳氏の提供である。

8．遺跡周辺の石造焼の調査及び報告文執筆は、坂口氏に依頼した。

9．本書の原稿執筆及び編集は、村井が行った。

10．原稿の整理・割り付け及び校正は、村井・永田・木下が行った。

一壱、－

－、蝋



I

は じめに

くまもとしもましきまつぱせこおやまうちこし

この報告書は、熊本県下益城郡松橋町大字古保山字打越に所在
きわらやまがんかいざん

する打越遺跡の発掘調査報告です。遺跡は、木原山（雁回山）の

南麓にあります。この付近一帯には、多くの遺跡が存在します。
とうのお

また、当遺跡の南前方の台地（当尾台地）には、古保山遺跡群と

呼ばれる多くの遺跡があります。

これらの遺跡のある木原山山麓及び当尾台地の圃場を整備する

計画が県耕地第一課でたてられました。この当尾地区県営圃場整

備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施して参りました。

打越遺跡の発掘調査は、昭和58年7月中旬から同年12月下旬ま

で実施しました。調査実施するに当たって、県耕地第一課・町耕

地課・地権者の皆様など、工事関係の方々の良き御理解を得るこ

とが出来ました。皆様の御努力の御蔭で無事に調査ができたこと

にたいして心から感謝致します。

当遺跡からは、縄文時代から平安時代にかけての遺物・遺構を

検出しました。この報告書が、熊本県南部の埋蔵文化財研究の一

助になれば幸いです。

昭和62年10月31日

熊本県教育長田嶋 盲
一
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第1節はじめに

第I章序

第1節はじめに

昭和58年度当初、熊本県耕地第一課から「富尾地区県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財調

査」について依頼があった。富尾地区の埋蔵文化財の踏査は、前年度までに実施した。

発掘調査実施にあたっては、県宇城事務所耕地課・松橋町役場・同町教育委員会・同町古保

山地区地権者の皆様の良き御理解と御援助があった。このことについて、心から御礼申しあげ

たい。

昭和58年度施工地区の発掘調査は、7月11日から12月21日にかけて実施し、遺物の整理はそ

れに引き続き、熊本県文化財収蔵庫において行った。

報告書の執筆は、昭和59年1月から同年7月にかけて行った後、昭和62年12月から同年10月

にかけて行った。

昭和60年4月13日河北毅氏は、急性心不全により永眠された。

故人は、当遺跡の発掘調査を情熱を持って実施された。また、同氏は縄文時代晩期及び弥生

時代後期の学究を深められておられた。その為、当遺跡から出土した突帯文土器や弥生後期の

住居杜については、自己の研究テーマとも関係が深いことから、強い関心を示していられた。

本報告書を執筆刊行するにあたり、故人の努力に感謝の意を表するとともに、冥福をいのり

たい。

また、発掘調査及び遺物整理に当った方々の努力にたいして、厚く御礼申しあげたい。

調査責任者

調査総括

米村嘉人

森一則

丸木保賢

林田茂一

佐々木正則

林田敏嗣

上野辰男

隈昭志

松本健郎

調査の組織

（昭和58～59年度・文化課課長）

（昭和59～60年度・文化課課長）

文化課課長（昭和61～本年度）

（昭和58～59年度・課長補佐）

（昭和59～60年度・課長補佐）

文化課課長補佐（昭和61～本年度）

元文化課主幹（故人）

文化課課長補佐・兼文化財調査係長

文化課参事

－1－

一℃



調査事務

発掘調査

遺物写真

周辺調査

地元協力者

整理作業

第I章序

大塚正信（昭和58年度・主幹・経理係長）

柴田和馬（昭和59～61年度・主幹・経理係長）

松崎厚生文化課主幹

花田隆二（昭和59年度・参事）

森貴史（昭和60～61年度・参事）

谷貴美子文化課主任主事

上村祐司文化課主事

村井員輝文化課文化財保護主事・発掘調査主任

河北毅元文化課嘱託（故人）

吉田正一文化課嘱託

坂口雅柳肥後考古学会員

渡辺勝美松橋町土地改良区副理事長

志垣寿男松橋町古保山区区長

大島博造松橋町海ノ平区区長

藤崎伸子文化課嘱託

永田京子・木下俊恵・瀬丸伸子・藤崎周太郎・岡美詠子（遺物実

測・原稿整理）

ニノ村映子・北野弘子・中山安子・後村幹枝・高島佳津子（遺物整理）
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第2節遺跡の歴史的・地理的環境

はったんだ うちこししもましきぐんまつぱせこおやま

八反田遺跡．打越遺跡ともに、下益城郡松橋町大字古保山に属する。遺跡が位置する集落
かいのひら

（ムラ）の区分からすると、八反田遺跡は海ノ平に、打越遺跡は古保山に属する。
うとはなぞのさんち

両遺跡とも、宇土市花園町字三日に隣接した位置にある。特に、打越遺跡の発掘地点から北

側の畑を’枚隔てた所が、宇土市と松橋町の境界である。また、八反田遺跡から東に，Km未
じようなん

満で城南町と松橋町との境界に達する。
きわらやまがんかいざん

両遺跡の背面には、北風を遮るかのように、木原山（雁回山）が舞える。木原山は、熊本平
やつしろ

野と八代平野の問に誉える山（標高314m）である。山の斜面の傾きは急であり、狭くて深い

谷がいく筋もみられる。そのため平野から見る木原山は、標高のわりには険しい山並である◎
はくあれきがん

山体を形成している岩石は、白亜期の操岩であり、表面は風化が進み崩れやすい状態である。

両遺跡が存在する付近では、山の南斜面の傾斜が急に緩やかになる。

八反田遺跡は、海ノ平の集落から南方に人差し指を突き出したような幅の狭い微高地上（海

抜40m未満）に存在する。この微高地の広さは、幅約30m・長さ約70m程である。微高地の三

方（東・南・西）は水田である。発掘調査地の主要な部分は採土されており、発掘調査の成果

はほとんど望めない状態であった。

打越遺跡は、八反田遺跡の西側に位置する。当遺跡の存在する微高地（海抜35m未満）は、
うちこしつづみ

盾状を呈し、南方へ緩やかに傾斜する。東側の谷は農業用貯水池（打越堤）となり、西側は
さこだたばこしようがりく

迫田になっている。遺跡と推定される一帯は良好な畑地であり、牧草．煙草．生美．麦．陸
とう

稲等を栽培していると聞く。調査対象地区内は、あまり重機による削平が為されていないよう
とど

であり、良く|日状を止めている。

八反田遺跡及び打越遺跡は、先に述べたように、宇土市・城南町・松橋町の境界近くに位

置する。この一市二町には多数の遺跡が分布することは、従来から良く知られている。

各時代の主な遺跡について旧営尾村（第1●2図に示した地域）を中心にして次に例示した

い◎

まがの

先土器時代の遺跡としては、近年発掘調査された曲野遺跡が著名である。
しずめみやのしようとどろき

縄文時代の遺跡としては、木原山を取り囲むように、沈目遺跡・宮の庄貝塚（墨貝塚）・
そぱたあだかごりょう

曽畑貝塚・阿高貝塚・御領貝塚がある。これ等の遺跡は、縄文時代の指標となるべき遺跡で
とうのお おしがたもん

ある。その他に、多くの遺物包蔵地がある。特に、富尾原（富尾台地）からは、押型文土器や
こぐしよくまけん

黒色磨研系の土器が多数出土していた。しかし、残念なことに、採土によって、営尾台地の

遺跡のおおかたは消滅した。八反田遺跡・打越遺跡からは、少ないながら縄文時代の遺構・遺

物を検出した。
うとじようさんのまるしずめたてやま

弥生前期の遺跡としては、宇土城三の丸遣跡（宇土市）・沈目立山遺跡（城南町）がある。
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第1図旧営尾村附近の地形図
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第2節遺跡の歴史的・地理的環境

うえのはらさかいめ

弥生中期の遺跡としては、上の原遺跡（城南町）．境目遺跡（宇土市）等がある。境目遺
でまち

跡・宇土城跡・出町遺跡（不知火町）等からは、カメ棺が出土している。しかし、松橋町の中
おおのがわ

央部を流れる大野川以南の地からの出土例は、現在のところ聞いていない。
しもましきお

弥生後期の遺跡としては、宇土城跡・出町遺跡が良く知られている。この外に、下益城郡小
がわ おのべた

川町（旧小野部田村）に紗いて、県文化課が近年調査した注目される遺跡がある。

古墳時代の遺跡については、第2図のとおり、その数の多いことは周知のことである。しか

し、当報告の打越遺跡及び八反田遺跡からは、古墳時代の遺構は検出されなかったので、ここ

では割愛する。
はぎおのおおためいけ

奈良時代から平安時代にかけての遺跡としては、まず、窯跡（萩尾大溜池窯跡．びわだ窯
とうのおこおやまじようすいじ

跡・当尾小学校東窯跡）があげられる。寺院杜としては、古保山廃寺跡（松橋町)．浄水寺跡

(豊野村）がある。先土器時代のところで取り上げた曲野遺跡からは、方，町に廻ると推定さ

れる大規模な溝遺構が検出された。溝で取り囲まれた部分から、多数の掘建柱建物遺構群が発
てらお どぱかたい

掘されている。また、曲野遺跡のある台地と同一の台地に所在する寺尾遺跡から、土馬や鍔帯

が出土している。
なるたきがわ

八反田遺跡・打越遺跡の南面には水田が広がり、その中央部を鳴瀧川が流れる。その先には
かいのひら<ぐ

富尾台地（海抜40m未満）が広がる。この台地を斜めに切る形で、海ノ平から久具の方へ延び
さつまがいどうさつまおうかんだいどうくるまじ

る古道（薩摩街道又は薩摩往還）がある。この古道の付近に、大道．車路等の字名が残る。
こおやままがのうらかわうち

この薩摩街道付近が古保山・曲野・浦川内の字界となっていることは、重視する必要がある。
とよだとよふく

荘園制の時代には、曲野庄・古保山庄・豊田庄があり、その南には、八代郡豊福庄が存在し
うとましきやつしろ

た。古代や中世に紗ける宇土郡・益城郡・八代郡の境界となっていたものは、何であったので

あろうか。

以上、松橋町大字古保山を中心とした、主な遺跡の分布について述べた。各遺跡の位置につ

いては、第2図を参照されたい。
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図中
番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

遺跡名

八反田遺跡

打越遺跡

塚原古墳群

上の原遺跡

御領貝塚

阿蒲陀尾横穴群

飛の尾横穴

一 位田横穴

ウシクビ横穴

一 尾横穴

星野屋敷遺跡

寺村遺跡

浄水寺跡

萩尾大溜池窯跡

花立遺跡

東谷遺跡

夫婦塚古墳群

山口古墳群

川床窯跡

如来寺跡

夫婦塚古墳

びわだ窯跡

富尾小学校東窯跡

寺尾遺跡

囲遺跡

曲野遺跡

上久具貝塚

安国寺跡

楢崎古墳

潤野古墳

曽畑貝塚

古保里貝塚

第2節遺跡の歴史的・地理的環境

第1表旧営尾村周辺の遺跡名一覧

所在地名

松橋町古保山字八反田
(海の平）

松橋町古保山字打越

城南町塚原

城南町塚原字上の原

城南町東阿高字八ツ尾

城南町阿高字影熊･山口

城南町東阿高字南飛尾

城南町東阿高字一位田

城南町東阿高字一位田

城南町東阿高字一尾

城南町藤山字上柿田

豊野村下郷字清水寺

豊野村下郷字清水寺

松橋町萩尾

松橋町古保山字花立

松橋町古保山字東谷

松橋町古保山字大道

松橋町萩尾字竹の下

松橋町浦川内字川床

宇土市花園字大門

松橋町古保山

松橋町曲野字琵琶田

松橋町曲野字塔尾

松橋町曲野字寺尾

松橋町曲野(囲）

松橋町曲野字長谷川

松橋町久具字堂前

宇土市花園町字佐野

宇土市花園町字楢崎

宇土市立岡町潤野

宇土市岩古曽字北原･前田

宇土市古保里字居屋敷･行田
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備 考

今回調査､縄文後期･晩期､消滅(S,58年）

今回調査､縄文･弥生･奈良平安時代の住居杜

『県文化財報告第16集』

『県文化財報告第58.64.73集』

｢国指定遺跡｣御領式土器の指標遺跡
『城南町史』

須恵器･亀甲･人骨等出土

須恵器出土

須恵器出土

須恵器出土

須恵器出土

縄文早期･晩期の土器出土

縄文晩期､土師器･須恵器出土

『県文化財報告第3集』『熊本史学第6号』
布目瓦･礎石･土師器･須恵器出土

『県文化財報告第48集」7基存在？､奈良時代

縄文後期･晩期の土器出土

押型文土器出土

S、61年度に一部を発掘調査
4基の円墳群から成る

2基の円墳群から成る

須恵器

寺院杜

前方後円墳

須恵器

須恵器

須恵器･土馬･鍔帯出土
｢県文化財報告第61集』

遺物散布地

|日石器･縄文･奈良･平安時代の遺跡
『県文化財報告第61.65.75集』

縄文晩期の土器出土

寺院跡

『熊本県史跡名勝天然記念物』
家型石棺･石著十2塘

'県文化財報告第68集』『京大報告3』
熊本の装飾古墳･熊日」『熊史53.54』

曽畑式土器の指標貝塚

縄文土器出土



図中
番号

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

遺跡名

善導寺跡

境目遺跡

畑中遺跡

茶臼山古墳

向野田古墳

御手水古墳

宇賀獄古墳

上野原遺跡

大野遺跡

松橋大野貝塚

松橋貝塚

松橋前田遺跡

大塚古墳

出町遺跡
ツイゴメ

築篭貝塚

石の瀬遺跡

宇土城跡

馬場遺跡

西岡城跡

宮の庄貝塚
(識貝塚）

迫の上古墳

城の越古墳

鬼塚古墳

柏原古墳

柏原遺跡

仁王塚古墳

南請遺跡

十五社箱式石棺群

塚原古墳群

鴨寵古墳
(城の越古墳）

国越古墳

弁天山古墳

沈目立山遺跡

第I章序

所在地名

宇土市境目字西原

宇土市境目字西原

宇土市松山町字樋底

宇土市松山町字南山内

宇土市松山町字向野田

宇土市松山町字御手水

松橋町松橋字岩谷

松橋町松橋字上野原

松橋町大野字前田

松橋町大野字前田

松橋町松橋字大道

松橋町松橋字前田

松橋町松橋字前田

不知火町御領(出町）

宇土市馬の瀬字築篭

宇土市石小路字石の瀬

宇土市古城町字古城

宇土市神合字馬場下

宇土市神馬字千畳敷

宇土市宮の庄字居屋敷

宇土市神合字水谷

宇土市栗崎字城の越

不知火町小曽部字北園

不知火町柏原字野田

不知火町柏原字野田

不知火町小曽部(仁王塚）

不知火町小曽部字南請

不知火町高良字神の元

不知火町高良字坊の平

不知火町長崎字坊の越

不知火町長崎字国越

不知火町長崎字弁天山

城南町沈目字立山
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備 考

中世寺院跡

弥生の大型カメ棺･箱式石棺群

遺物散布地

鏡他出土､消滅

苅方後円墳､出土遺物は国指定
｢向野田古墳』

前方後円墳

県指定､横穴式石室､『京大報告3』
『熊本の装飾古墳･熊日」『県文化財報告第68集』

遺物散布地

遺物散布地

御領式土器･三万田式土器出土

土師器･須恵器出土

遺物散布地

前方後円墳

弥生土器出土

遺物散布地

小西行長在城慶長年仁
丸より弥生前期の遺樟

｡清正により落城､三の
f出土『宇土城三の丸』

縄文式土器･須恵器出土

中世城跡･名和氏居城･国指定
『宇土城跡』

轟式土器指標遺跡

前方後円墳

直刀出土

縄文晩期､土師器･須恵器出土

前方後円墳

蔵骨器出土

箱式石棺3基

『日本考古学年報14』『県文化財報告第68集」
1号墳に装飾あり

肥後上代文化史』『不知火町史』
熊本史学53』『県文化財報告第68集』

『昭和41年度埋蔵文化財緊急調査概報』『県
文化財報告第68集』

前方後円墳

弥生前期､『県文化財報告第26集』



第1節遺跡の概要

第II章調査の概要

第1節遺跡の概要

第1章に砂いても少し述べたように、打越遺跡の地形は、南北方向へ延びた舌状の微高地で

あり、その断面は盾状を呈する。

この微高地の北側は、木原山（雁回山）へ連なり、東側と西側は、小さな谷で切り取られた

状態である。南側もまた、低湿地状の水田によって台地が切れる。

打越遺跡は従来から研究者に知られていた遺跡（周知の遺跡）ではなく、県営圃場整備事業

のための事前の踏査及び試掘によって存在が明らかになった遺跡である。

遺跡が存在する台地の全面に土器片（主に土師器・須恵器）が散布していた。しかし、西側

の2枚の畑（230－1．230－2番地）は、耕作によって遺構は消滅しており、発掘調査の成果

は望めない状態であることが、試掘によって確認された。また、台地の南端部の畑（231．232

番地）も重機によって、強く削平されていることが確認された。

上記の試掘結果から、発掘作業を実施する畑は、左記の9筆（235．236．237．1682．1683

－1．1684．1686－1．1686-2.1687番地）とした。

ところで、打越遺跡の広がりは発掘調査の成果と遺跡周辺の地形から類推すると、237.

1687番地の東側の畑（1689～1695番地）の方に広がると思われる。

発掘調査を実施する部分は、「圃場整備による工事によって、遺構が削平される部分とす

る｡」と言う従来からの文化課の方針に従って、第4図に示した区域を発掘調査した。

検出した遺構は、竪穴式住居杜6基・掘建柱建物遺構4棟・住居状遺構7基・縄文時代の炉

祉1基・土塘30基・溝状遺構31本・その他（ピット等）である。

上述の遺構の中で、住居状遺構と記した遺構は、発掘当初、住居杜と推定して発掘作業を進

めたが、完掘した遺構の形状から、住居h上と考えるよりも、貯蔵を目的とした遺構と推定され

る遺構である。

土塘と記した遺構は、墓塘と言う意味よりも、単に土の穴と言う意味で使用しているので、

縄文時代から現代迄の遺構を含んでおり、貯蔵穴・炭焼窯跡・風倒木痕跡等と推定される。

溝状遺構と記した遺構は、溝遺構と道路遺構である。これ等の遺構の年代は、江戸時代又は

明治時代初期・平安時代又はそれ以後・平安時代又は奈良時代以前の3期に土色から分けられ

る。

土の重なり方を土色から見ると、耕作土（第1層）の下に、褐色土に黒色土が混じり合った

－9－
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第II章調査の概要

土（第1I層）が見られる。この土（第1I層）を切るような形で遺構（例、3号土壌・6号住居

状遺構・29号溝状遺構等）を検出した。この土（第1I層）を剥ぎ取ると、明褐色の土（第ⅡI

層）が現れる。この土層（第ⅡI層）には、縄文後期～晩期の土器片を含んでいる。この土層

(第Ⅲ層）を切る形で検出した遺構の代表例が、1号住居状遺構と1号掘建柱建物遺構である。

弥生時代の住居跡を発掘した地区（237番地）からは、褐色土に黒色土が混じり合った土

(第1I層）は検出されなかった。

第2節調査の経過

昭和58年度当初、耕地第一課から富尾地区県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の依

頼があった。調査開始日は、葉煙草の収穫後の7月11日とした。それから約半年後の12月21日

に、発掘調査を終了した。

この間の発掘調査の経過について詳細に述べるのは、紙数の関係で不可能であるので、方便

として、ここに発掘調査日誌抄を掲載する。

7月11日（月）先週土曜日に予め建設しておいた仮設小屋に、発掘及び測量器材を搬入す

る。発掘作業員が揃ったところで、作業の趣旨説明・作業の安全についての諸注意を行う。

7月12日（火）アドバルーンを揚げて上空から、打越遺跡及び八反田遺跡の烏撤写真を撮

影する。

7月13日（水）八反田遺跡（海の平地区）にブルドーザーとバックフォーをいれて、表土

剥ぎを行う。

7月20日（水）八反田遺跡の発掘調査を終了する。打越遺跡の遺構検出作業を行う。

7月25日（月）打越236番地の遺構検出作業を行う。長頚壷（免田式土器）の肩部の破片

を採取する。器面の色及び文様があざやかである。236番地の畑から出土する土器片は、縄文

晩期・弥生後期・奈良時代から平安時代にかけての土師器と須恵器である。梅雨明けの夏のう

だるような暑さに、作業員一同、口数も少なく、黙々と作業を行う。

7月27日（水）下井手前田遺跡（荒尾市下井手字前田）の発掘調査の応援を求める依頼が

河北にあった。そのため、本日より当遺跡の調査は、暫く村井一人で行うこととなった。

8月1日（月）打越237番地の中央部付近から住居杜（貯蔵穴とも考えられる｡）のような

遺構を検出する。その平面形は、長方形を呈する。

高木恭二氏（宇土市教育委員会勤務）の来訪あり。打越237番地検出の弥生後期の住居跡に

ついて、いたく関心を示される。

8月5日（金）打越1683-3番地と1682番地の境界付近から検出した溝（1号溝）の発掘

－12－



第2節調査の経過

を完了する。溝の底部に密着した状態で緑色の紬薬のかかった磁器（嬉野焼）が出土する。

耕地第一課から文化課に、「打越遺跡発掘調査の現状及び今後の作業行程」について、8月

17日に宇城事務所に鯵いて話し合いを持ちたいとの提案あり。

8月13日（土）本日から16日（火）まで、発掘作業を休止（盆休み）する。

8月17日（水）県耕地第一課・宇城事務所耕地課・建設業者（中村建設所）・松橋町産

業課・県文化課の関係5者が宇城事務所会議室に会し、「打越遺跡の発掘調査の進め方」につ

いて話し合う。この席上、「本年11月中に調査を終了するように」との強い要望が文化課に対

してあった。

8月18日（木）河北、打越遣跡の発掘調査に復帰する。

8月25日（木）グリッドの杭打ち作業が終了する。1682－2番地の遺構検出作業を行う。

言いようも無い程の蒸し暑い日である。その上、遺跡周辺では、伐採した草木を焼却している。

9月7日（水）弥生後期の住居杜（237番地）を発掘する。8月分の賃金を支払う。業者

から、仮設小屋の前面部（1682.1683-1番地）と235番地を明け渡すようにとの要望あり。

9月22日（木）弥生後期の住居杜（237番地）の写真撮影と実測に追われる。

9月28日（水）台風が接近しつつあり、急遼、作業員を帰宅させる。村井・河北は、天候

が許す限り遺構検出作業を続行する。午前11時頃から雨が降り始め、だんだんと風が強くなる。

10月5日（水）住居杜と推定される遺構（236番地と1684番地検出）の床の中央部に、楕

円形の土塘を持つ事が明らかとなった。このことから、何かを貯蔵するための家屋ではないか

と推定される。

10月24日（水）弥生後期の住居杜（237番地検出）の調査を終了する。237．1684番地出土

の遺物取り上げを急ぐ、。1683－1．1682．235番地の畑は、重機により削平される。

11月8日（火）これまでの出土遺物を収蔵庫へ搬送する。1687番地の発掘作業が急がれる。

11月20日（日）1687番地の第1I層を剥ぎ取る。その下面から、掘建柱建物遺構の柱穴群を

検出する。

11月30日（水）1686－1番地の遺構検出作業を行う。佐藤伸二氏（国立八代工業高等専門

学校助教授）の来訪あり。27号溝状遺構（1687番地）出土遺物に大変関心を示される。

12月6日（火）1687番地の調査を終了する。今後、1686－1．2番地の調査に専念するこ

とが出来るようになる。

12月8日（木）竪穴式住居杜のカマド（1686-2番地）から、煙道が確認された。

12月20日（火）1686－2番地検出の炉吐（縄文時代）の調査を終了する。本日を以て、打

越遺跡の発掘調査を終了する。

12月21日（水）作業小屋の撤収作業を行う。

以上
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第2節調査の経過
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第2節調査の経過

第2表打越遺跡遺構一覧表

I住居杜

II住居状遺構

Ⅲ掘建柱建物遺構

－19－

遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

弥生3号住居杜

弥生2号住居杜

弥生5号住居杜

弥生4号住居杜

7号住居杜

9号住居杜

祉
吐
吐
杜
杜
杜

居
居
居
居
居
居

住
住
住
住
住
住

号
号
号
号
号
号

１
２
３
４
５
６

237番地

237番地

237番地

237番地

1686-2番地

1686-1番地

弥生時代

弥生時代

弥生時代

弥生時代

奈良・平安

奈良時代

７
７

27，28

27，28

42，43

46

９
９
９
９
９
９

23

23

７
７
９
９

24～26，40

29，30，32
33，40

15，31～40

44，45

47

遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

祉
杜
祉
吐
祉
祉
吐

居
居
居
居
居
居
居

住
住
住
住
住
住
住

号
号
号
号
号
号
号

１
２
３
４
５
６
８

構
構
構
構
構
構
構

遺
遣
遺
遺
遺
遣
遣

状
状
状
状
状
状
状

居
居
居
居
居
居
居

住
住
住
住
住
住
住

ロ
百
口
弓
ロ
呑
口
言
ロ
言
ロ
呑
口
言

１
２
３
４
５
６
７

236番地

235番地

235番地

235番地

1683-1番地

1684番地

1686-2番地

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

52

52

52

９
９
９

８
１
１
１
６
６
２

４
５
５
５
５
６
４

９
９
９
９
９
９
９

６
５
５
５
６
７
９

68，

49，50

53

53

54，55

57～65

16，67
88，89

69，70

遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

1号掘建柱建物

2号掘建柱建物

3号掘建柱建物

4号掘建柱建物

1号掘建柱建物

2号掘建柱建物

3号掘建柱建物

4号掘建柱建物

1687番地

1687番地

1686-1番地

1686-1番地

奈良時代

奈良時代

平安時代

平安時代

71，95

72

73

46

り
，
９
９

８
８
９
９

17，86



第II章調査の概要

1V土塘

－20－

遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘

土
土
土
土
士
土
士
土
士
土
土
土
土
士
士
土
土
土
土
土
土
土
土
土
士
土
土

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

１
２
３
４
５
６
７
８
過
皿
、
’
昭
一
賜
肥
－
１
２
３
一
一
一
一
一
一
一

塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘
塘

土
土
士
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
士
士
土
土
士
土
士
士
土
土

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
刑
Ⅱ
皿
過
皿
明
陥
Ⅳ
肥
岨
別
皿
躯
路
別
妬
茄
”

地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地
地

番
番
番
番
番
番
番
番
番
番
番
番
番
番

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
1686-1番地

1686-1番地

1686-1番地

236番地

236番地

236番地

236番地

1683-1番地

1683－1番地

1683-1番地

1682番地

237番地

237番地

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

縄文時代

縄文・弥生

不明

縄文時代

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

不明

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

現代

奈良・平安

奈良・平安

江戸時代末

明治時代

縄文？不明

奈良・平安

52

83

83

９

，
９

別
別
別
別
別
乃
布
団
塊
馳
祁
祁
祁
祁
刀
万
刀
湖
沼
門
沼
湖
沼
５
５
門
刃

９
９
９
９
９
９
９
９
７
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
，
？

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
９
９
９
６
６
６
６
５
５
４
４
７
７

81

81

81

？

９

１

１
４
９
０
１
１
３
６

２
１
１
８
８
８
５
８



第2節調査の経過

V炉祉

VI溝状遺構
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遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

－ 号土塘

2号土塘

－

－

号 土塘

号土塘

塘
塘
塘
塘

土
土
土
土

ロ
百
口
呑
口
百
口
言

８
９
０
１

２
２
３
３

237番地

237番地

237番地

1684番地

奈良・平安

弥生時代

縄文時代

7，79

7，23

7，10

78

15，25，40

11

遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

1号炉吐

2号炉祉

祉
吐
炉
炉
号
号
１
２

1686-2番地

1686-2番地

縄文時代

縄文時代

9

12

ツ 12

遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
路
溝
溝
溝

道

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

号

１
２
３
４
５

一

６
４
１

｜
’
一

構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構

遺
遣
遣
遣
遣
遺
遣
遣
遣
遣
遺
遣

状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状

溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
刑
Ⅱ
皿

地
地
地
地
地
地
地
地

番
番
番
番
番
番
番
番

５
５
５
５
５
５
５
５

３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
1683-1番地

1683-1番地

1682番地

1682番地

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

江戸・明治

江戸・明治

84

84

９
９

５
５
５
５
５
３
３

７
７
７
７
７
８
８

９
９
？
９
９
９
９

５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
５
５

21

81

９
９

14，80

14，19
81

80，81

19，21

82



第II章調査の概要
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遺構名

発掘調査時の名称 報告書中の名称

遺構検出位置

地番

遺構の

推定年代

図版番号

遺構 遺物

溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
路
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝

道

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

ロ
言

’
一
一

１
２

－

－

一

一

一

1

－

■■■■■■■■■

５
４
１
２
３

■■■■■■■■■

構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構

遺
遺
遺
遺
遣
遣
遺
遺
遺
遣
遣
遺
遺
遺
遺
遺
遣
遣
遣

状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状
状

溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝
溝

号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号
号

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

1682番地

1682番地

1682番地

1686-1番地

1686-1番地

1684番地

地
地
地
地
地
地
地

番
番
番
番
番
番
番

７
７
７
７
７
７
７

３
３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
1687番地

1687番地

1687番地

1687番地

1687番地

1687番地

奈良・平安

江戸・明治

江戸・明治

江戸・明治

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

奈良・平安

江戸時代

江戸時代

江戸時代

不明

江戸時代

奈良時代

奈良・平安

平安時代

奈良時代

奈良・平安

5，83，84

5，83，84

5，83，84

９
９
７
７
７
７
７
７
７
７

ツ

ツ

79

79

8，92，93

8ツ 92～95

8，92，93
開
８
冊
ツ 92，93

8，92，93

8

90，91

15，90，91

90

107

96～100

102,103

101

106
ツ 104



第1節土壌

第III章縄文時代の遺構及び遺物

当遺跡から検出した縄文時代の遺構は、10号土塘・13号土壌・30号土塘・1号及び2号炉杜

である。その他、11号土塘は弥生時代の遺構とも縄文時代の遺構とも推定される。26号土壌は

縄文時代の遺構と思われるが、明確ではない。

遺物としては、表面採集遺物ではあるが、マイクロブレードが最古の遺物である。次は、1

号及び2号炉吐から検出した撚り糸文土器である。しかし当遺物は、保管の関係で実物を手に

することが出来なくなってしまった。

縄文時代の遺物の多くは、遺構から出土した遺物ではない。土器・石器の大部分は、縄文時

代後期～晩期の遺物である。特に注目される遺物としては、土偶がある。

以上羅列した遺構・遺物について、この章で述べる。

第1節土壌

1．10号土塘

a10号土壌（第52図参照）の遺構

発掘調査時の仮の名称は14号土壌である。9号土塘の西側・235番地の調査区の西端から検

出した。遺構の平面形は、歪んだ円形である。底面の断面形は弧を描く。遺構の最大径1.6

m・遺構検出面から底面までの深さ0.4m未満を測る。

覆土は明褐色土であり、締まりに富む土である。当遺構の覆土は、1号～7号土塘や8号。

9号土塘の覆土とは明確に異なる。遺構内出土遺物は、縄文土器片（黒色磨研系の土器片）で

ある。これ等のことから、当遺構は縄文時代後期～晩期の遺構と推定される。

2．11号土塘

all号土壌（第76図参照）の遺構

遺構検出作業中に、小判形の遺構を検出した。遺構と思われるものの覆土は、237番地検出

の弥生時代の住居祉の覆土と極めて類似する。この遺構に11号土塘と名付けて発掘作業を行っ

た。遺構検出面から底面（確定しにくい）までの深さ0.6mを測る。覆土中から、黒色磨研系

の土器片（縄文時代後期～晩期）が出土した。覆土及び出土遺物から遺構の年代を推定すると、

縄文時代又は弥生時代と考えられるが確定し難い。

覆土を排除していく途中で、土塘の北半分の所で基盤となっている土と思われる貝灰色の土

－23－



第III章縄文時代の遺構及び遺物

が出土した。ところが、この貝灰色の土の下から明褐色の土（縄文時代の土器を包含する土）

が潜り込む様な状態で確認された。このことから、この部分では明らかに土層の順序が逆転し

ていると判断される。

以上のことから、当遺構は風倒木の痕跡と推定される。

3．13号土壌

a13号土壌（第76図参照）の遺構

発掘調査時の仮の名称も13号土塘である。遺跡の中央を通る農道の西側に隣接する位置（12

号土塘の北側）から検出した。遺構の平面形は小判型を呈する。遺構の長径2.4m・短径1.9

m・遺構検出面から底面までの深さ0.1～0.2mである。

覆土は明褐色土であり、黒色磨研系の土器片（縄文時代後期～晩期）を少量含む。覆土の色

は10号土塘の覆土と類似することから、当遺構は縄文時代後期又は晩期の遺構であろう。

4．26号土塘

a26号土塘（第79図参照）の遺構

3号・4号住居杜（弥生時代の竪穴式住居杜）の南側から検出した遺構である。当遺構と27

号土塘とは切り合う。両遺構の切り合いの状態及び覆土の色から、当遺構の方が年代的に先行

することは明らかである。

遺構の平面形は円形である。直径1.4～1.6m・遺構検出面から底面までの深さ0.4mを測る。

遺構の上面はほとんど27号土塘によって切り取られている。

覆土は黄褐色土であり、粘性に富む。覆土の色から推定すると、縄文時代の遺構の可能性が

強いが、遺物が出土していないので遺構の年代は断定しがたい。

5．30号土塘

a30号土塘（第10図参照）の遺構

237番地の西側の縁部（西側の谷に落ち込む所）近くから検出した。耕作土（第1層）を排

除して表れた土層を当遺構は切っている。この土居の上面は、当遺構を検出した付近に紗いて、

西側へ強く傾斜している。

遺構の平面形は楕円形であり、長径0.9m・短径0.7m・遺構検出面から底面までの深さ0．3

mを測る。覆土は黄褐色土である。出土遺物は縄文時代晩期の深鉢1個体分（突帯文土器片約

50点）である。遺物の出土位置は土塘の底面からかなり浮き上がった位置である。出土した土

器片は深鉢の口縁部の破片を主体とし、底部及び胴部の下部の多くの部分を失っている。

上記の様子から当遺構に紗ける遺物の置かれていた旧状を推定すると、深鉢が何かに蓋をす

－24－



第1節土塘
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第2節炉祉

るような形で、土塘内に臥せた状態にあったと推定される。

遺構の年代は、無論、遺構内から検出した深鉢の示す年代（縄文時代晩期）である。

b－1第11図30号土塘出土遺物

1（a)器種･･･縄文土器・突帯文土器の深鉢（b)出土遺構…30号土塘（c)大きさ…復元口径

34.3cm・復元器高約36cm・最大径35.3cm（｡)色調…黄色がかった燈色から鈍い褐色（e)胎土…

繊密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から肩部にかけて

ハケ状の工具で調整を施した後、ナデ調整を施す。胴部の下部には、縦方向又は斜め方向の粗

いハケ調整を施す。口縁部と肩部に突帯が廻る。突帯の幅は0.8～1.0cmである。突帯の上には

幅4m程の刻み目がへラ状工具によって底部の方から口縁部の方へ刻まれている。口縁部の突

帯は口唇部より少し下がった位置に張り付けられている。（内器面）口縁部から肩部にかけて

はハケ状工具により横方向の粗い調整が施される。調整痕は重複している。口縁部には部分的

にへう状工具によると思われる削りの痕跡が見られる。胴部の下部にはハケ状工具による調整

の後、へラ状工具による研磨が施される。研磨は全面には施されていないので、初めに施され

た調整痕が残る部分がある。ハケ状工具による調整の方向と研磨の方向は同じである。研磨の

幅は2m程である。（h)その他…図上で復元じた器高はもっと高くなる可能性がある。

第2節炉吐

1．1号・2号炉祉

a1号・2号炉祉（第12図参照）の遺構

今回発掘調査した中で最上段の畑（1686-2番地）を1.5m程度掘り下げたところ、当遺構

を検出した。この畑の土層の層序は第13図に示す。

当遺構の切り込み面は、第II－b層の下面又は第II－b層の中間付近と思われる。当遺構は

2基の炉祉（1号炉・2号炉）が切り合った状態で検出された。

1号炉の覆土（第12図の第1層）は、極めて暗い褐色土である。多量の黒色土粒をベースと

し、焼土粒や炭素粒を含み、粘性や締まりに欠ける。

2号炉の覆土（第12図の第1I層）は、黒色土であり、色調は第1層より暗い。第1I層の土は、

一見、ニガシロ状の土（第13図の第1V層）に類似する。多量の黒色土粒をベースとし、炭素粒

や焼土粒を含み、粘'性や締まりに富む。

2号炉祉の底面に穿かれた穴の中の土（第12図の第1II層）は、黒い茶褐色土である。多量の

黒色土に粘性の強い土が混る。粘性や締まりに富み、含水性が強い。
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第2節炉吐
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第III章縄文時代の遺構及び遺物

1号・2号炉吐の中から焼けた操が多く出土し、その並び方から、両遺構とも石囲い炉と推

定される。操の間から撚糸文土器の破片が出土した。

出土遺物及び遺構の切り込み面から推定して、1号・2号炉吐は縄文時代早期の遺構と思わ

れる。

第3節一括採集の遺物

1．一括採集の縄文土器

a遺構不明又は縄文時代以外の遺構出土の土器

縄文時代の遺構から出土した土器ではなく、他の時代の遺構や表面採集の遺物である。土器

片の多くは、縄文時代後期～晩期にかけての遺物である。

b－1第14図打越236.235番地出土の縄文土器

1（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…復元口径21.5

cm・器高不明（d)色調…（外器面）褐色がかった灰色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密・気

泡を少し含む。小さな白色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも丁寧に

研磨を施す。口唇部を区分するかのように、内外器面にそれぞれ一条の沈線を施す。（h)その

他…頚部に粘土の接合痕が残る。肩部は強く張ると推定される。

2（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（｡)色調…淡い燈色（e)胎土…織密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも研磨を施す。

(h)その他…口縁部の破片である。

3（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…236番地・2号土壌（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…褐色（e)胎土…徹密。小さい白色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…内外器面とも研磨を施す。研磨痕の幅は1m程である。（h)その他…口縁部の破片である。

4（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…236番地・一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…淡い黄燈（e)胎土…繊密。少し気泡を含む。砂粒や黒色の造岩鉱物を少量含む。（f）

焼成…良好(9)調整…内外器面とも研磨を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

5（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…繊密・微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…内外器面とも研磨を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

6（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…（外器面）淡い黄燈色。（内器面）灰色がかった黄褐色（e)胎土…やや粗い。
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第3節一括採集の遺物

微細な砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも研磨を施す。（h)その他…口縁部

の破片である。

7（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…やや織密・微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…内外器面とも研磨を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

8（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…やや撤密・微細な砂粒を少量含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）研磨を施す。約3m間隔程の条痕が横方向に走る。一般に、リボンと呼ば

れる浅鉢の口縁部の突起である。リボンの直下に内面から外面方向に一つの穴を穿孔する。

（内器面）へラ状工具で整形した後、横ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

9（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…236番地・一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…（外器面）鈍い赤褐色。（内器面）鈍い褐色（e)胎土…直径0.1～3m程の微細な砂

粒や小操を多くを含む。（f)焼成…不良(9)調整…内外器面とも指による横ナデを施す｡.外器

面の調整が内器面よりも丁寧である。口縁部には二条の刺突文・頚部にも一条の刺突文を施す。

口縁部の二条の刺突文と頚部の一条の刺突文の間に二条の押し引き文を施す。（h)その他…口

縁部の破片である。

10（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・一括（c)大きさ…口径及び器高不明・

復元底径5.3cm（d)色調…（外器面）淡い黄燈色。（内器面）灰色がかった黄褐色（e)胎土…

繊密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…やや良好(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。

(h)その他…底部の破片である。

11（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径6.4cm（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）黒色（e)胎土…撤密・白色及び黒

色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。（h)その他･･･

底部の破片である。

12（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径8.0cm（d)色調…赤燈色（e)胎土…やや粗い。白色及び黒色の造岩鉱物を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも研磨を施す。内器面の磨滅が激しい。（h)その他…底部

の破片である。

13（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径7.8cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ハケ状の工具？によると思われる調整痕が見られる。（内器面）ナデ調整

を施す。（h)その他…底部の破片である。

14（a)器種･･･縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不
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第3節一括採集の遺物

明・復元底径10.6cm（d)色調…赤澄色（e)胎土…やや粗い。砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片である。

15（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ･･･口径及び器高不

明・復元底径9.6cm（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…織密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。内器面の磨滅が激しい。（h)その他…底部の破片である。

16（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径10.4cm（d)色調…（外器面）淡い黄燈色。（内器面）褐色がかった灰色（e)胎土

…繊密・微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。内器面の磨滅が

激しい。（h)その他…外器面に赤色顔料を化粧掛けする。底部の破片である

17（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径10.2cm（d)色調…鈍い黄燈色（e)胎土…やや粗い。砂粒や造岩鉱物を含む。（f）

焼成…良好(9)調整…粗いナデ調整を施す。（h)その他…粗製の深鉢の底部と推定される。

18（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…235番地・3号溝状遺構Nnll（c)大きさ…口径及

び器高不明・復元底径10.8cm（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…繊密・砂粒や造岩鉱物を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…粗製の深鉢の底部と推定される。

19（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…235番地・1号溝状遺構Nn2（c)大きさ…口径

及び器高不明・復元底径8.8cm（d)色調…（外器面）黄燈色．（内器面）灰白色（e)胎土…繊

密・砂粒や造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…粗製の

深鉢の底部と推定される。

b－2第15図打越237番地出土の縄文土器

1（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…29号土塘・I層（c)大きさ…復元口径25.0cm・器

高不明（d)色調…（外器面）鈍い燈色。（内器面）淡い燈色（e)胎土…繊密・小さな造岩鉱物

を含む。（f)焼成…良好(9)調整…丁寧に研磨を施す。口縁部に三条の凹線を施す。（h)その

他…口縁部から頚部にかけての破片である。口縁部の1/6周を残す。

2（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…4号住居杜I層（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…明るい灰色がかった褐色（e)胎土…やや粗い。造岩鉱物を多く含む。（f)焼成…良好

(9)調整…磨滅が激しい。口縁部に凹線を施す。（h)その他…口縁部の破片である｡

3（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…4号住居杜一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…（外器面）黒褐色。（内器面）黄燈色（e)胎土…級密・造岩鉱物を含む。（f)焼成…

良好(9)調整…研磨を施す。口縁部に凹線を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

4（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…237番地一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…研磨を施す。口

縁部に三条の凹線を施す。（h)その他…口縁部の破片である。
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5（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…237番地一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…研磨を施す。口縁部に浅

い三条の凹線を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

6（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…23号溝状遺構（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…鈍い黄燈色（e)胎土…撤密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…研磨

を施す。口縁部に三条の凹線を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

7（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…237番地一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…鈍い黄燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

器面の荒れが激しい。（h)その他…口縁部の破片である。

8（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…4号住居杜一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…研磨を施す。

9（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…237番地一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…（外器面）燈色。（内器面）褐色（e)胎土…織密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

b－3第16図打越1684番地出土の縄文土器

1（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…Pit検出面・一括（c)大きさ…復元口径39.3

cm・器高不明（d)色調…（外器面）淡い燈色。（内器面）鈍い燈色（e)胎土…繊密・造岩鉱物

を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）研磨が施されており、頚部以下にナデ調整がみ

られる。（内器面）横方向にナデ調整を施した可能性がある。

2（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…淡い黄燈色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

右上がりや左上がりに指によるナデ調整を施す。（内器面）横方向に指によるナデ調整を施す。

3（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調
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第16図打越1684番地出土の縄文土器

…淡い黄燈色（e)胎土…繊密・直径2～3m程の砂粒や黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…内外器面とも研磨を施す。

4（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…燈色（e)胎土…やや粗い。直径1～3m程の砂粒や黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）粘土紐を輪積みして整形した時の接合痕と思われる痕跡が見られる。粗い

横方向のナデ調整を施す。（内器面）へラ状の工具によって削ったような整形痕が見られる。

5（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…6号住居状遺構NO6（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…（外器面）淡い黄燈色。（内器面）褐色がかった灰色（e)胎土…やや粗い。直径

1～2m程の砂粒や長さ1～3m程の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

条痕がみられる。口縁部にはナデ調整を施す。（内器面）ナデ調整を施す。

6（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元底

径8.8cm（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）淡い燈色（e)胎土…徹密・直径1m程の砂粒

や長さ2m程の造岩鉱物を含む。（f)焼成･･･良好(9)調整…（外器面）粗い器面調整を施す。

底面はナデ調整を施す。（内器面）研磨を施す。（h)その他…底面の約1/4周を残す。

7（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…（外器面）淡い黄燈色・底面に赤色顔料が僅かに残る。（内器面）淡い黄燈色・一部褐色が

かった灰色（e)胎土…やや粗い。造岩鉱物を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

研磨を施す。（内器面）器面荒れが激しい。
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第ⅡI章縄文時代の遺構及び遺物

8（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…（外器面）燈色。（内器面）淡い黄燈色（e)胎土…繊密・造岩鉱物を多く含む。（f)焼成…

良好(9)調整…不明・器面荒れが激しい。

9（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…（外器面）鈍い燈色。（内器面）淡い黄燈色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物を多く含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。（内器面）調整痕不明・器面荒

れが激しい。

10（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…6号住居状遺構の北側（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…鈍い赤褐色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒を多く含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）撚り糸文を施文の後、横一列に貝殻腹縁による押圧を施す。（内器面）調

整痕不明・器面荒れが激しい。

b－4第17図打越1686-1番地出土の縄文土器

1（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…

(外器面)褐色であるが、黒褐色の斑がある。（内器面）鈍い黄燈色（e)胎土…徽密・砂粒を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）条痕が残る。同心円状に沈線を施す。（内器面）ナ

デ調整を施す。（h)その他…外器面にススが付着する。口縁部は山形を呈する。

2（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…3号掘建柱建物遺構・Pit9一括（c)大きさ…口径
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第17図打越1686-1番地出土の縄文土器
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第3節一括採集の遺物

及び器高不明（d)色調…鈍い黄燈色（e)胎土…織密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…（外器面）条痕が残る。（内器面）条痕を施す。（h)その他…外器面にススが付

着する。

3（a)器種…縄文土器・鉢（a)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…（外器面）褐色。（内器面）鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）条痕が残る。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他…外器面の

頚部付近ににススが付着する。

4（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…淡

い黄燈色（e)胎土…撤密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その

他…外器面の口縁部に沈線を廻らす。

5（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…明るい赤褐色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

口縁部が肥厚する。その肥厚部に凹線を施す。（h)その他…外器面の口唇部にススが付着する。

6（a)器種…縄文土器・器種不明（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…燈色（e)胎土…撤密．砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。外器面の

口唇部の下部に一条の沈線を施す。（h)その他…外器面に赤色顔料を化粧掛けする。

7（a)器種…縄文土器・器種不明（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。外器面に

貝殻腹縁による押圧文を施す。

8（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…鈍

い燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他

…山形の口縁となる。内外器面とも一部にススが付着する。

9（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…（外器面）黒色。（内器面）鈍い黄褐色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…ナデ調整を施す。（h)その他…黒色磨研系の土器の口縁部の一部である。所謂リボン状

の突起である。外器面にススが付着する。

10（a)器種…縄文土器・深鉢（b)出土遺構･･･一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…

（外器面）鈍い燈色。（内器面）褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…(外器面)上半分はへう状の工具による調整の後、粗くナデ調整

を施す。下部は縦方向にへう状の工具の痕が残る。(内器面)横方向のナデ調整を施す。（h)そ

の他…外器面にススが付着する。胴部の破片である。

11（a)器種…縄文土器．深鉢（b)出土遺構...縄文時代の遺物遺構検出の為のグリッド（c)大

きさ…口径及び器高不明・復元底径18.6cm（d)色調…褐色がかった灰色・磨滅した部分は灰白
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第III章縄文時代の遺構及び遺物

色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…手で叩き締めた後、ナデるように

して整形を施す。

12（a)器種…縄文土器・深鉢（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…

鈍い燈色（e)胎土…織密．砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…目の大きなハケ状の工具の

ような物で調整を施したように見える。

b－5第18図打越1687番地出土及び表面採集の縄文土器

1（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…Pit2（c)大きさ…復元口径14.0cm・器高不明（d）

色調…暗褐色（e)胎土…繊密．砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面に条痕が残

る。（h)その他…外器面にススが付着する。

2（a)器種…縄文土器・浅鉢（b)出土遺構…表土一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…（外器面）黄檀色。（内器面）鈍い燈色（e)胎土…繊密・白色及び黒色の造岩鉱物を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。（h)その他…粗製の浅鉢である。

3（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…表土一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…（外器面）黄樟色．（内器面）鈍い燈色（e)胎土…繊密・白色の造岩鉱物を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。調整痕の末端部では粘土が僅かながら盛り上がる。（h）

その他…粗製の深鉢である。

4（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…表土一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…（外器面）黒褐色。（内器面）燈色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…横ナデ調整を施す。（h)その他…粗製の深鉢である。口縁部の1/16周を残す。

5（a)器種…縄文土器・鉢（b)出土遺構…表土一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…黒褐色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）へ

ラ状工具による削り？を施す。（内器面）口縁部は横ナデ調整、頚部以下には横又は斜め方向

の削りを施す。（h)その他…粗製の鉢である。口縁部の破片である。
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第18図打越1687番地出土及び表面採集の縄文土器
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第3節一括採集の遺物

2．一括採集の石器

a遺構不明又は縄文時代以外の遺構出土の石器

前述の縄文土器と同様に縄文時代の遺構から出土した石器ではなく、他の時代の遺構や表面

採集の遺物である。石器の多くは、前述の土器の示す時代の利器と推定される。

b－1第19図打越遺跡出土の打製石斧

1（a)器種…安山岩・打製石斧（b)出土遺構…235番地・3号溝状遺構NO1（c)大きさ･･･長

さ不明・幅3.8cm・厚さ1.5cm（d)色調…灰色（h)その他…安山岩の板状節理が発達した岩石を

利用する。斑晶が極めて小さい。基部は擦れている。図中でスクリーントーンをかけて示した

部分は焼けて赤変している。基部のみ残存する。

2（a)器種…頁岩・打製石斧（b)出土遺構･･･235番地・3号土塘の西側NO2（c)大きさ…長

さ不明・幅4.3cm・厚さ1.1cm（d)色調…黒色（h)その他…基部のみ残存する。

3（a)器種…安山岩・打製石斧（b)出土遺構…235番地・5号溝状遺構の西側NO2（c)大き

さ…長さ不明・幅5.6cm・厚さ2.9cm（d)色調…灰色（h)その他…硬い安山岩製であり、器表は

余り風化が進んでいない。片面に自然の操面が残る。刃部を欠失する。

4（a)器種…操岩・打製石斧（b)出土遺構…1684番地・’1層上面一括（c)大きさ…長さ不

明・幅5.6cm・厚さ1.6cm（d)色調…灰色（h)その他…片面に自然の操面が残る。刃部を欠失す

る。

5（a)器種…砂岩・打製石斧（b)出土遺構…1686-2番地・一括（c)大きさ…長さ不明・幅

7.2cm・厚さ0.9cm（d)色調…白色がかった褐色（h)その他…非常に板状に剥離し易い。基部及

び一側面を欠失する。刃部は使用により傷む。

6（a)器種…安山岩・打製石斧（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…長さ9.6cm・

幅4.6cm・厚さ1.6cm（d)色調…灰色（h)その他…器表は強く風化する。刃部は丸く磨滅する。

7（a)器種…砂岩・打製石斧（b)出土遺構…235番地・5号溝状遺構北側（c)大きさ…長さ

14.0cm・幅5.2cm・厚さ2.5cm（d)色調…灰色（h)その他…片面には自然の篠面が良く残る。母

岩から横剥ぎによって得られた石材を使用して石斧を造り出したと推定される。

8（a)器種…安山岩・打製石斧（b)出土遺構…235番地・II層一括（c)大きさ…長さ10.6

cm・幅4.8cm・厚さ1.8cm（d)色調…灰色（h)その他…片面には磨滅の痕跡が良く残る。刃部の

一部を欠損する。

9（a)器種…頁岩・打製石斧（b)出土遺構…1686-1番地・試掘溝内一括（c)大きさ…長さ

不明・幅5.7cm・厚さ1.3cm（d)色調…黒色（h)その他…刃部は良く磨滅しており、かなり使用

されたと推定される。基部を欠失する。
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第3節一括採集の遺物

b－2第20図打越遺跡出土の石器

1（a)器種…砂岩・石皿又は砥石（b)出土遺構…236番地・II層一括（c)大きさ…長さ不

明・幅16.3cm・厚さ5.2cm（｡)色調…褐色（h)その他…両面を使用している。天草砥石層の砂

岩に類似しているように思われる。

2（a)器種…安山岩・敵打石（b)出土遺構…237番地・II層一括（c)大きさ…長径14.9cm・

短径10.9cm・厚さ4.6cm（d)色調…灰色（h)その他…皿状火山弾に類似した形状を呈する。
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第20図打越遺跡出土の石器
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第III章縄文時代の遺構及び遺物

3（a)器種…安山岩・敵打石又は磨石（b)出土遺構…235番地・II層一括（c)大きさ…長径

10.1cm・短径7.8cm・厚さ3.8cm（d)色調…灰色（h)その他…両面は擦れている。側面に敵打痕

が残る。

4（a)器種…安山岩・敵打石（b)出土遺構…237番地・一括（c)大きさ…長径5.3cm・短径

4.0cm・厚さ4.2cm（d)色調…淡い褐色がかった灰色（h)その他…器表は風化している。球状を

呈する。器面に敵打痕が残る。敵打石以外に投弾の可能性がある。

5（a)器種…砂岩・使用痕のある篠（b)出土遺構…1684番地。11層上面一括（c)大きさ…長

径4.3cm・短径4.0cm・厚さ0.6cm（d)色調…褐色がかった灰色（h)その他…器表は風化してい

る。薄い煎餅状の自然操の一端に細い紐の擦り傷が残る。

b－3第21図打越遺跡出土の石器

1（a)器種…蛇紋岩・磨製石斧（b)出土遺構…1684番地NO1（c)大きさ…長さ22.6cm・幅

7.1.cm・厚さ2.0cm（h)その他…完形である。大変良く研磨された石斧であり、器表に研磨痕

が良く残る。一見、未使用の石斧のように見える。

2（a)器種…蛇紋岩・磨製石斧（b)出土遺構…235番地3号溝状遺構の東側NO24（c)大きさ

…長さ6.8cm・幅2.5.cm・厚さ0.9cm（h)その他…完形である。大変良く研磨された石斧であり、

器表に研磨痕が良く残る。

3（a)器種…砂岩・磨製石斧の刃部（b)出土遺構…1687番地一括（c)大きさ…長さ及び幅不

明・厚さ1.9cm

4（a)器種…砂岩・局部磨製石斧の刃部（b)出土遺構…1687番地一括（c)大きさ…長さ不

明・幅6.7cm・厚さ1.1cm（h)その他…上半分(基部)を欠失する。側縁部は剥離調整を施す。刃

部が非常に良く研磨されている。

5（a)器種…安山岩・打製石斧の刃部（b)出土遺構…235番地1号土塘西側NO2（c)大きさ

…長さ不明・幅8.5cm・厚さ1.3cm（h)その他…上半分(基部)を欠失する。側縁部は剥離調整を

施す。刃部が丸く磨滅している。

6（a)器種…砂岩・円板状石器？（b)出土遺構…1687番地一括（c)大きさ…幅6.4cm・厚さ

1.7cm（h)その他…両面に自然面あり。刃部が摩滅している部分あり。

7（a)器種…片岩・円板状石器（b)出土遺構…237番地一括（c)大きさ…直径9.61cm・厚さ

1.4cm（h)その他…片面は自然面が残る。金色に光る造岩鉱物が観察されることから雲母片岩

の可能性がある。

8（a)器種…安山岩・円板状石器の未製品？（b)出土遺構…235番地5号溝状遺構NO3（c）

大きさ…長さ12.0cm・幅7.7cm・厚さ2.4cm（h)その他…溝状遺構の東側半分の位置から出土す

る。

9（a)器種…安山岩・スクレイパー（b)出土遺構･･･235番地11層一括（c)大きさ…縦5.1cm。
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第III章縄文時代の遺構及び遺物

幅5.5cm・厚さ1.3cm（h)その他…サヌカイト状の岩石である。刃部には使用痕が残る。

10（a)器種…チャート・剥片（b)出土遺構…237番地一括（c)大きさ…縦5.9cm・幅6.9cm・

厚さ2.0cm（h)その他…強く風化している。

3．土偶

a遺構不明

表土排除中に耕作土中より検出した遺物であり、遺構不明の一括資料である。

b－1第22図打越236番地出土の土偶

1（a)器種…縄文・土偶（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…残存高6.1cm・肩幅5.2cm・腰

幅2.9cm・厚さ1.8～2.2cm・股下0.4cm（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…繊密・長さ1～2mm

程の黒色の造岩鉱物を含む。黒色磨研系の土器の胎土に類似する。（f)焼成…良好(9)調整…

粘土の塊を手握により胴部を造り、それに頭部・腕・足部・乳房を取り付けたと思われる。脇

部は右手の親指と人差し指で強く撮んで整形している。人の背部に見られる背筋の窪み・肩部

の肩甲骨の部分・脅部の膨らみ等を写し撮ったように指によるナデ調整によって緩やかに凹凸

を造りだしている。足の長さは短く、粘土の小さな塊を胴部に押しつけたようにして整形して

いる。（h)その他…頭部及び左右の腕部を欠失する。左の乳房の多くの部分を欠失する。右の

乳房の一部も傷付いているが乳頭部は残る。形の上からは胴長短足であるが、良く妊婦の姿を

表現している。耕作土層からの出土遺物である。胎土及び形状から黒色磨研系の土器の時代の

終わり頃の遺物であろうと推定される。

■■

■■l■■■■■
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第22図打越236番地出土の土偶
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

第IV章弥生時代の遺構及び遺物

当遺跡から検出した弥生時代の代表的遺構は、1号～4号住居杜及び29号土塘である。

1号・2号住居杜及び29号土塘は、237番地の南西の隅近くから検出した。これら3基の遺

構は互いに切り合っており、先行する順序に列記すると、1号住居吐→2号住居杜→29号土塘

の順である。

3号住居杜と4号住居杜も切り合っており、3号住居杜の方が先行する。

上記の遺構の他に、11号土塘は先にも記したように弥生時代又は縄文時代の遺構である。

以下、弥生時代の遺構と遺物を切り合いの順序に従って述べる。

第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

1．1号住居杜の遺構及び遺物

a1号住居祉の遺構（第23図参照）

発掘調査時の仮の名称は、弥生3号住居杜である。2号住居杜に切られていて、東側の壁と

北側の壁の一部を残すのみである。遺構確認面から床面までの深さは、7cm程度である。

床面の硬化は、さほど進んでいない。このことは、検出した部分が、住居牡の壁面近くであ

ることによると考えられる。

1号住居杜を切る柱穴群（P－6～11）は、いずれも当遺構に伴う遺構ではない。これらの

柱穴群は、当遺構より新しい遺構と推定される。1号住居杜に伴う柱穴は、確認することが出

来なかった。

東側の壁（長さ2.2m）は、東方へ三味胴状に張り出している。1号住居吐の完全な平面形

を推定する手掛かりは無いが、2号住居牡や4号住居杜の平面形がおおよそ方形であることか

ら、1辺の長さが2.2m前後の方形であろうと推定される。

2．2号住居杜の遺構及び遺物

a2号住居杜の遺構（第23図参照）

発掘調査時の仮の名称は、弥生2号住居杜である。当遺構は、1号住居杜を切り、29号土塘

によって切られている。多量の土器片が埋土中から出土することから、遺構の存在については、

遺構検出当初から気付いていた。
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2号住居杜 29号土塘 P－2

三＝Ⅵl畠

第1層：暗黄褐色土

第1I層：黒褐色土

第111層：黄褐色土

第Ⅳ層：暗黄褐色土

第V層：黄褐色土

極若干のカーボン粒子を含む。しまりに富む。
黄褐色土中に多量のカーボン粒子をベースとし、
粘性に富むがしまりに欠ける。

多璽の黄褐色土粘子をベースとし、若干のカーボ
ン粒子混入。粘性が強い。

若干のカーボン粒子を含み、粘性としまりに富
む。色調は第1層より暗い。

多量の黄色土粒子をベースとし、黒色土粒子を混
入する。若干のカーボン粒子を含む。粘性としま
りに富む。色調は111厨より暗い。

第23図29号土塘及び1号・2号住居杜
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第VI層：暗黄褐色土

第Ⅵl層：暗黄褐色土

第Ⅷ層：極暗黄褐色土

第1X層：黄褐色土

■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■

0 50100cm
－

黄色土粒子をベースとし、しまりに富む。色調
は、VI層より若干暗い。

多量の黄色土粒子をベースとし、黒色土粒子が混
入する。若干のカーボン粒子を含む。粘性が強
い。

黄色土粒子中に多趣の暗褐色土粒子が混入する。
しまりに富む。

遺栂外の土に比較して褐色が強く、カーボン粒子
を含む。



第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物
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第IV章弥生時代の遺構及び遺物

住居杜の平面形は、ほぼ方形を呈する。壁の長さを北から右廻りに列記すると3．2，．3．1

，．3．2m（推定）・2.8m（推定）である。遺構検出面から床面までの深さ12cmを測る。南側

の欠落部は、近世の溝遺構によって切り取られた部分である。遺構内の土（覆土）は、2層に

分かれる。第23図の第V層は黄褐色土であり、遺構以外の周辺部の土色とよく類似する。し

かし、若干炭素粒子を含むこと・粘性と締まりに富む事・黒色の土粒が混入している点で異な

る。第VI層は暗黄褐色土であり、周辺部の土が遺構内に崩れて流れ込んだ土と推定される。

当遺構に伴う柱穴と推定される遺構は、P－1．2．5．9があげられる。しかし、2号住

居社の柱の跡かどうか、対応する位置関係が明らかに出来ないので、断定しがたい。

床面は硬化しており、遺物が床面上に張り付いた状態で検出される。床の中央部は、29号土

塘で切られている。

遺物の出土量は多く、29号土壌出土の遺物とも接合するので2号住居杜の遺物が29号土塘に

よって撹乱を受けたと推定される。

b－1第24図2号住居杜出土遺物

1（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…2号住居杜NO2（c)大きさ…口径及び器高不

明・裾部径11.6cm（d)色調…淡い褐色（e)胎土…細かな砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）ハケ調整及びナデ調整を施す。（内器面）ハケ状工具による斜め方向の調整の後、

ナデ調整を施す。（h)その他…胴部下部から脚部を残す。

2（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…2号住居社I層NO1（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…（外器面）鈍い燈色。（内器面）鈍い褐色（e)胎土…繊密・砂粒と造岩鉱物を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも指によるナデ調整を施す。（h)その他…脚部と

胴部との接合部から剥離している。

3（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…2号住居杜I層NO3（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…黄燈色から澄色（e)胎土…織密・砂粒と造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）斜め及び横方向にハケ状工具による調整の後、

ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

4（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…2号住居杜I層NO30（c)大きさ…口径及び器高

不明・最大胴部径27.9cm（d)色調…黄燈色から燈色（e)胎土…繊密。締まっている。（f)焼成

…良好(9)調整…内外器面ともハケ状工具による調整の後、ナデ調整を施す。（h)その他…胴

部の破片である。内外器面ともに黒く変色した部分がある。

b－2第25図2号住居杜及び29号土塘出土遺物

1（a)器種…弥生土器，カメ（b)出土遺構…29号土塘一括・2号住居杜I層N07．13．22．

23．30（c)大きさ…口径15.7cm・器高不明（d)色調…鈍い黄燈色から黄褐色（e)胎土…撤密・

砂粒及び造岩鉱物を含む。締まっている。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部はナデ
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物
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第IV章弥生時代の遺構及び遺物

調整によって整形する。口縁部から胴部にかけては斜め及び縦方向にハケ状工具による調整を

施す。その後、口縁部には丁寧に指による横方向のナデ調整を施す。胴部にはハケ調整の痕が

良く残る。（内器面）口縁部は斜め及び横方向にハケ状工具による調整を施した後、指による

ナデ調整を施す。頚部以下は縦方向にハケ状工具による調整を施す。（h)その他…外器面には

黒斑が見られる。

2（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…2号住居杜N09．12．19．20（c)大きさ…口径

19.8cm・器高40.9cm・最大胴部径20.8cm・脚部裾部径13.7cm（d)色調…黒褐色（e)胎土…繊

密・小さな砂粒を少し含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部はナデ調整によって

整形する。頚部より上方はハケ状工具による調整を施した後、丁寧に指による横方向のナデ調

整を施す。頚部から最大胴部の間は、平行なタタキを施した後、ハケ状工具による調整を施す。

それより以下にはハケ状工具による調整の痕が残る。脚部の裾部はナデ調整を施す。（内器

面）口縁部は斜め及び横方向にハケ状工具による調整を施した後、指によるナデ調整を施す。

頚部以下は斜め及び縦方向にハケ状工具による調整を施す。（h)その他…外器面にはススが付

着する。

3（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…2号住居社I層N､5．7．8．16（c)大きさ…

口径21.2cm・器高45.1cm・最大胴部径21.2cm・脚部裾部径14.2cm（d)色調…黄燈色から燈色

(e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を少し含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部は

ナデ調整によって整形する。頚部より上方はハケ状工具による調整を施した後、丁寧に指によ

る横方向のナデ調整を施す。頚部より少し下位は斜め方向にハケ状工具による調整の後、横方

向にナデ調整を施す。胴部の中央部は横方向の平行なタタキによる整形の後、縦方向にハケ状

工具による調整を施す。胴部の下位から脚部の付け根にかけては縦方向のハケ状工具による調

整の後、ナデ調整を施す。脚部は縦方向のハケ状工具による調整の後、指によるナデ調整を施

す。脚部の裾部はナデ調整を施す。（内器面）口縁部は斜め及び横方向にハケ状工具による調

整を施した後、指によるナデ調整を施す。頚部の少し上は斜め方向にハケ状工具による調整を

施す。胴部は斜め及び横方向のハケ状工具による調整を施す。部分的には調整痕をナデ消す。

底部近くになるとナデ調整が良く施されているためハケ調整の痕は残らない。脚部の上部はナ

デ調整を施す。脚部の裾部にはハケ状工具による斜め方向の調整を施す。（h)その他…完形で

ある。

4（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…2号住居社N07．18．23（c)大きさ…復元口径

15.8cm・器高不明（d)色調…暗く淡い茶褐色（e)胎土…細かい砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面)口縁部はナデ調整を施す。頚部以下は縦方向にハケ状工具による調整を施

す。（内器面）口縁部は斜め及び横方向にハケ状工具による調整を施す。頚部以下は斜め及び

縦方向にハケ状工具による調整を施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

－50－



第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

b－3第26図2号住居杜及び29号土壌出土遺物

1（a)器種…弥生土器・複合口縁の壷（b)出土遺構…2号住居杜N010．12（c)大きさ…口径

18.0cm・器高不明（d)色調…淡い茶褐色（e)胎土･･･細かな砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…横方向のナデ調整及びハケ状工具による調整痕が残る。（h)その他…口縁部のみの小破片

である。

2（a)器種…弥生土器・壷（b)出土遺構…2号住居杜N08．9．23（c)大きさ…口径13.7

cm・器高21.1cm・胴部最大径19.0cm（d)色調…赤褐色（e)胎土…細かな砂粒を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部はハケ状工具による調整

の後、ナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。ハケ状工具による調整

痕が良く残る。（h)その他…全体の2/3周を残す。

3（a)器種…弥生土器・壷（b)出土遺構…2号住居杜N011．12．19．21．22．27（c)大きさ

…口径16.1cm・器高16.7cm・胴部最大径19.1cm（d)色調…淡い褐色（e)胎土…細かな砂粒を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部の下半部に

ハケ状工具による調整痕が残る。全面にナデ調整を施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)そ

の他…完形である。

4（a)器種…弥生土器・壷（b)出土遺構…2号住居杜I層NO29（c)大きさ…口径12.8cm・器

高13.2cm・胴部最大径14.0cm（d)色調…淡い茶褐色・外器面は焼成良好で赤褐色の部分あり。

(e)胎土…細かな砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は横方向のナデ調整

を施す。胴部の上半部にハケ状工具による調整痕が残る。全面にナデ調整を施す。（内器面）

ナデ調整を施す。（h)その他…完形である。

5（a)器種…弥生土器・鉢（b)出土遺構…29号土塘N012．19（c)大きさ･･･口径18.4cm・復元

器高9.6cm（d)色調…淡い褐色（e)胎土…細かな砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整･･･（外

器面）口縁部から頚部にかけてはナデ調整を施す。胴部上半部にはハケ状工具による調整痕が

残る。胴部下半部以下は粗いハケ状工具による調整の後、ナデ調整を施す。（内器面）丁寧に

ナデ調整を施す。（h)その他…胴部の屈曲は少し角張る。

6（a)器種･･･弥生土器・鉢（b)出土遺構…29号土塘N02．10．18．19（c)大きさ…口径20.9

cm・器高不明（d)色調…淡い褐色（e)胎土…細かな砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）口縁部から頚部にかけてはナデ調整を施す。胴部上半部には縦方向のハケ状工具に

よる調整痕が残る。胴部の中位には横方向のハケ状工具による調整を施す。胴部下半部以下は

粗いハケ状工具による調整の後、ナデ調整を施す。（内器面）丁寧にナデ調整を施す。底面に

は指で押圧を加えて整形した後、ナデ調整を施したことがわかる。（h)その他…胴部の屈曲は

少し角張る。全体の1/2周を残す。

7（a)器種…弥生土器・脚付鉢（b)出土遺構…2号住居杜I層（c)大きさ…口径20.7cm・器
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

高15.1cm・脚部裾部径10.0cm（d)色調…茶褐色（e)胎土…細かな砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施す。脚部には縦方向のハケ状工具による調整痕が残る。

（内器面）口縁部から胴部上半部にかけては横及び斜め方向にハケ状工具による調整を施す。

胴部下半部にはナデ調整を施したと推定されるが、器面荒れが激しいので調整痕が明瞭でない。

脚部にはハケ状工具による調整痕が残る。（h)その他…鉢部の1/2周を欠失する。

3．29号土塘の遺構及び遺物

a29号土塘の遺構（第23図参照）

発掘時の仮の名称は、2号土塘である。当遺構は、2号住居社の中央部を掘り抜く。2号

住居杜の覆土にも、29号土塘にも多数の遺物が包含されている。しかも、それ等は、類似して

いることから、同一の遺構ではないかとも考えた事もあったが、覆土の層序が若干異なること

から、2号住居杜を切る遺構であると判断した。

29号土塘は、5つの層に分かれる。特に、第,,層中に多数の遺物が包含される。

当遺構の平面形は楕円形状を呈し、長径2.0m・短径1.6m・遺構検出面から底面までの深さ

0.3mを測る。

29号土壌と2号住居社を完掘した状態は、一見1号住居状遺構（打越236番地より検出．奈

良時代頃の遺構）と類似しているが、2つの遺構が重なってそのように見えるのであろう。当

遺構から出土する土器と2号住居杜から出土する土器は互いに接合出来る物がある。

4．3号住居杜の遺構及び遺物

a3号住居祉の遺構（第27．28図参照）

3号・4号住居杜は、打越237番地の中央付近から検出した。両者は、切り合っており、3

号住居杜が先行する。また、両遺構の北側には、柵列と思われる柱穴群が存在する。この柱穴

群が、両遺構の何方かに伴うであろうと推定することは、検出位置や覆土が類似することから

可能であるかもしれない。

3号住居杜の発掘調査時における仮の名称は、弥生5号住居杜である。当住居杜の中央部は

4号住居杜によって切られている。そのため、3号住居杜の遺構は「U」字状に残存するのみ

である。幸いにも、住居杜の四隅の部分が残存することから、平面形がほぼ方形を呈する竪穴

式住居杜であることは明らかである。

壁の長さを北から右廻りに列挙すると、4．5，．4．3，．4．4m・4.5mを測る。遺構検出面か

ら床面までの深さは15～25cmである。床面はほぼ水平であり、4号住居杜の床面より5cm程高

い。

3号住居杜の柱穴と思われる掘り方を検出することはできなかった。
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第27図3号・4号住居杜平面図

南西側の隅付近から石包丁、南東側の隅から鉄片が出土する。これ等は床や壁面に張り付い

た状態で出土しており、特に注目される遺物である。

3号・4号住居杜の北西側の隅から、「L」字状の掘り方を検出した。この遺構は、3号住

居牡を構築する以前の遺構である。この掘り方から弥生後期の土器片が少量出土する。第27図

を見て、この掘り方を3号住居杜の周溝の一部であろうとの誤解がないように、此処に記して

おく。

b－1第29図3号住居吐出土遺物（石包丁）

1（a)器種…粘板岩・石包丁（b)出土遺構…237番地・3号住居杜I層NO1（c)大きさ…刃
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第Ⅳ章弥生時代の遺構及び遺物

部の長さ8.9cm・刀背部の長さ7.9cm・幅4.3cm・厚さ0.5cm（d)色調…黒色（h)その他…研磨に

より両面とも光沢がある。刃部は外脅しており、船底状を呈する。刃部の中央付近には刃穀が

見られる。刃の形は両刃である。刀背部は平らに擦り切ったようになっており、4箇所の打ち

傷が残る。左右の両側面には紐をかける為のV字形の切り込みを持つ。このV字形の切り込み

も刃部と同様に両面から削り込む。当遺物を造り出す為の石材の素形は台形状を呈していたと

思われる。

●■■■■■■■■■■■■■

0 5cm

II
ロロロロ

第29図3号住居杜出土遺物（石包丁）

b－2第30図3号住居杜出土遺物（鉄器）

1（a)器種…鉄器・鉄針（b)出土遺構…237番地・3号住居杜N､9．10．床面直上から検出。

(c)大きさ…残存する長さ3.2cm・直径0.1cm（h)その他…やっと形状を確認出来る状態で検出す

る。赤く錆びており脆い。一端が少し曲がっていることから、糸通しの穴(針の目)の一部とも

考えられる。

2（a)器種…鉄器・手鎌？（b)出土遺構…237番地・3号住居杜NO28（c)大きさ…残存する

長さ1.9cm・幅1.5.cm・厚さ0.4cm（h)その他…錆びて脹れ上がった鉄片である。手鎌の可能性

が強い。保存状態は良くない。

5．4号住居杜の検出状況及び遺物

a4号住居杜の検出状況（第27.28図参照）

発掘調査時における仮の名称は弥生4号住居杜である。当遺構と3号住居社との関係は先に

述べたように、当遺構は3号住居社を切っている。

遺構内からは多量の弥生土器が出土する。覆土を何層かに区分しようと試みたが、これとい
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う決め手がないので、区分出来なかった。

平面形はほぼ方形である。壁の長さを北側から右廻りに列挙すると、3．4，．4．1，．3．6

，．3．9mである。東側の壁は、三味胴状に外側へ少し張り出す。遺構検出面から床面までの

深さは、23～28cmである。

床面はほぼ平坦であり、硬化はさほど進んではいない。

柱穴を8基検出した。各柱穴の直径は20～35cm・床面からの深さは15～25cmを測る。P－8

はP－7によって切られていることから、柱の建て替えが行われたと推定される。

住居杜のほぼ中央部に、平面の形は楕円形・断面の形はフライパン状を呈する窪みが存在す

る。窪みの大きさは、長径94cm・短径70cm・床面からの深さ5～10cmを測る。この窪みの検出

位置は、炉杜と推定される所であるが、焼土は出土しない。そのため、この窪みがどのような

遺構であるかは明らかでない。

床面にほぼ密着した状態で、巨喋（砂岩・第39図）が一点出土した。この巨操は台石と推定

され、元の状態を保っている可能'性がある。
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b－1第31図4号住居吐出土遺物

1（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…鈍い燈色から黄燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び黒色の造岩鉱物を少し含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部及び頚部はナデ調整を施す。胴部はハケ状工具によ

る調整を施した後、指によるナデ調整を施す。（内器面）ハケ状工具による斜め方向の調整の

後、指によるナデ調整を施す。（h)その他…器面荒れが激しい。胴部の一端にススが付着する。

口縁部から胴部の一部の破片である。

2（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…（外器面）赤色がかった黒色。（外器面）灰色がかった褐色（e)胎土…やや粗

い。気泡が多く見られる。（f)焼成…良好(9)調整…ハケ状工具による調整を施す。（h)その

他…口縁部の破片である。

3（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…徽密・直径1～2m程の砂粒と直径1m程の造岩鉱物を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…ハケ状工具による調整を施す。（h)その他…口縁部の破片であ

る。

4（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…横方向のナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部外器面にススが付着する。口縁部から胴部の一部にかけての破片である。

5（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層Nql3（c)大きさ…復元口径22.0

cm・器高不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部

はハケ状工具の目が大きい工具を用いて調整を施す。胴部は目の小さい工具を用いて調整を施

す。（内器面）口縁部は外器面と類似する。胴部はナデ調整を施すが、上部にはハケ状工具に

よる調整痕が残る。（h)その他…全面にうっすらとススが付着する。口縁部から胴部にかけて

の破片である。

6（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層N､17．28（c)大きさ…復元口径

16.2cm・器高不明（d)色調…黄燈色から燈色（e)胎土…撤密・黒色の造岩鉱物を含む。締まっ

ているがやや軽い感じを受ける。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から肩部にかけ

ては丁寧にナデ調整を施す。肩部以下には縦方向にハケ状工具を用いて調整を施す。部分的に

はその後にナデ調整を施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけ

ての破片である。口唇部を欠失する。

7（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層（c)大きさ…復元口径25.7cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

ハケ状工具を用いて調整を施す。部分的にハケ調整の痕が途切れる。胴部の下方に行くに従っ
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第IV章弥生時代の遺構及び遺物

て調整痕が粗くなる。（内器面）丁寧にハケ調整を施す。（h)その他…胴部の下部にはススが

付着する。口縁部から胴部にかけての破片である。

8（a)器種･･･弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層N028．12（c)大きさ…復元口径

30.0cm・器高不明（d)色調…黄燈色から燈色（e)胎土…繊密・黒色と白色の造岩鉱物を含む。

締まっている。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部は横方向にハケ状工具を用いて調

整を施す。口縁部は斜め方向にハケ状工具による調整を施した後、横方向に指によるナデ調整

を施す。胴部は横方向にハケ状工具による調整の後、左上から右下へ同様の調整を施す。（内

器面）口縁部は横方向にハケ状工具による調整を施す。胴部は斜め方向にハケ状工具による調

整を施す。胴部の下位はハケ状工具による調整痕をナデ消している。（h)その他…口縁部から

胴部にかけての破片である。

b－2第32図3号・4号住居杜出土遺物

1（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居杜I層NO10（c)大きさ…裾部径

10.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び石英を少し含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）ハケ状工具によって下から上へ調整した後、同工具によって横方向へ調整を施す。

脚部の下方の3分の1程の所で粘土を継ぎ足したらしく、調整方向が異なる。（内器面）脚部

の内面は横及び斜め方向のハケ調整を施した後、指によるナデ調整を施す。カメの底面は下か

ら上へハケ調整を施した後、指によるナデ調整を施す。（h)その他…脚部を残す。

2（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居杜I層N､24．28（c)大きさ…裾

部径12.8cm（d)色調…燈色から明るい燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び白色の造岩鉱物を含む。

締まっていて重い。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも縦・横・斜め方向のハケ調整を施

した後、指によるナデ調整を施す。（h)その他…脚部及びカメの底部を残す。

3（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居社一括（c)大きさ…裾部径13.6

cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・白色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）上部はハケ状工具によって下から上へ縦方向の調整を施す。裾部はハケ状工具によって左

上から右下へ調整を施した後、同工具によって横方向に調整を施す。裾部はハケ状工具によっ

て横方向にナデて整形を行う。（内器面）裾部にはハケ調整の痕が残る。天井部付近はハケ調

整の後、指によるナデ調整を丁寧に行う。カメの部にもハケ調整の痕が残る。（h)その他…脚

部を残す。

4（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居杜I層NOl6（c)大きさ…裾部径

11.8cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径1～8mの砂粒・小篠及び白色の造岩鉱物を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともに器面荒れが激しく、調整痕の観察が困難である。

脚部内面には砂粒が付着した痕跡が見られる。（h)その他…脚部を残す。

5（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜Ⅲ6．7．30（c)大きさ…口径15.6
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

cm・器高不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…撤密・白色の微粒子を含む。締まっている。（f）

焼成…良好(9)調整…（外器面）胴部はハケ状工具によって縦方向の粗い調整を施す。部分的

にはナデ調整を施した所も見られる。口縁部はハケ状工具による調整の後、横方向に丁寧にナ

デ調整を行う。（内器面）胴部には縦あるいは横方向にハケ調整の痕が残る。部分的にはナデ

調整を施す。口縁部は外器面と同様である。（h)その他…外器面には使用時に付着したと思わ

れる黒色の付着物が残る。底部を欠失する。

6（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括（c)大きさ…口径19.0cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・白色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

内外器面とも胴部はハケ状工具によって横方向の調整を施す。部分的には斜め方向の調整も見

られる。口縁部は横方向にナデ調整を行う。（h)その他…外器面にはススが付着した部分が見

られる。口縁部の破片である。

7（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも胴部はハ,ケ状

工具によって調整を施す。口縁部は横方向にナデ調整を行う。（h)その他…口縁部の外器面に

はススが付着した部分が見られる。口縁部から胴部にかけての破片である。

8（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括（c)大きさ…口径23.3cm・

器高不明（d)色調…黄燈色から燈色（e)胎土…徹密・白色及び黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）口唇部はナデ調整を施す。口縁部はハケ状工具によって縦方向

の調整を施す。頚部にはハケ状工具による調整の痕が残る。口縁部から頚部にかけてハケ調整

の痕をナデ消す。胴部には斜め及び縦方向にハケ状工具による調整痕が残る。調整痕はかなり

重複しており、部分的には調整痕をナデによって消す。底部に近くなるに従って調整痕が薄く

なる。（内器面）頚部から胴部にかけては横あるいは斜め方向にハケ状工具による調整痕が残

る。口縁部には右下から左上方向にハケ状工具による調整を施した後、ナデ調整を施す。（h）

その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

9（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構･･･4号住居杜一括・3号住居吐I層NO33（c)大き

さ…復元口径26.6cm・器高不明（d)色調…（外器面）灰色がかった褐色。（内器面）淡い黄燈

色（e)胎土…やや粗い。砂粒を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横方向のナデ

調整を施す。（内器面）横及び縦方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

口縁部の1/5周を残す。

10（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構･･･4号住居杜I層一括（c)大きさ…復元口径27.0

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径2m程の砂粒及び白色の造岩鉱物を多く含

む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部はナデ調整を施す。それ以外の部分はハケ状

工具による調整を施す。（内器面）へラ状工具による研磨を施す。（h)その他…口縁部の破片
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

である。口縁部の1/5周を残す。

b－3第33図3号・4号住居杜出土遺物

1（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居吐床面NO3（c)大きさ…口径及

び器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を少し含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）縦方向にハケ状工具による調整を施した後､，ナデ調整を施す。（内器面）

ハケ状工具による調整痕を丁寧にナデ消す。（h)その他…脚部の付け根付近を残す。

2（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居杜I層NO12（c)大きさ…口径及

び器高不明（d)色調…黄色がかった燈色（e)胎土･･･繊密・造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）縦方向にハケ状工具による調整を施した後､，ナデ調整を施す。（内器面）

ハケ状工具による調整痕を丁寧にナデ消している。（h)その他…内器面は褐色に変色している。

脚部の付け根付近を残す。

3（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居杜I層Nn6（c)大きさ…復元裾

部径8.4cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外

器面）縦方向にハケ状工具による調整を施す。裾部においては同工具によって横方向にナデを

施す。（内器面）縦及び横方向のハケ状工具による調整痕を丁寧にナデ消す。（h)その他…脚

部の破片である。

4（a)器種…弥生土器・カメの底部（b)出土遺構…4号住居杜I層N023．24（c)大きさ…口

径及び器高不明（d)色調…明るい橿色（e)胎土…織密・造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）縦方向にハケ状工具による調整を施した後、指によるナデを施す。（内器

面）外器面よりも丁寧にハケ状工具による調整痕をナデ消す。（h)その他…カメの底部のみを

残す。

5（a)器種…弥生土器・カメの脚部（b)出土遺構…4号住居杜I層NO21（c)大きさ…裾部径

12.3cm（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・砂粒を含む。やや軽く感ずる。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）横方向にハケ状工具による調整を施す。（内器面）斜め方向にハケ状工具によ

る調整を施した後、横方向に調整を施す。（h)その他…脚部の裾部の破片である。

6（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居杜I層一括・3号住居杜一括（c)大き

さ…口径21.1cm（d)色調…燈色から黄樟色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物を含む。やや軽く

感ずる。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には横方向にハケ状工具による調整の後、

指による横方向のナデ調整を施す。胴部は斜め及び横方向にハケ状工具によって調整の後、指

によるナデ調整を施す。（内器面）口縁部は斜め方向にハケ状工具による調整を施す。胴部は

斜め方向にハケ状工具による調整を施す。部分的に指によるナデ調整を施す。（h)その他…底

部を欠失する。ススが器表に付着する。

7（a)器種…弥生土器・カメ（b)出土遺構…4号住居社I層一括（c)大きさ…口径23.2cm。
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

器高38.4cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・締まりが良い。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。胴部上位半分は斜め方向にハケ状工具によって調整

を施す。胴部の中位以下はハケ状工具による調整の後、ナデ調整を施す。脚部には斜め方向に

ハケ状工具による調整を施す。脚部の裾部はナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横方向にナ

デ調整を施す。胴部は斜め方向にハケ状工具による調整を施す。部分的に指によるナデ調整を

施しており、底部に近くなるに従ってナデ調整が良く施されている。脚部内面には横方向のナ

デ調整を施す。（h)その他…ススが器表に付着する。ハケ状工具は2種類使用されているらし

く、土器の表面に残る凹凸の幅が2m程のものと1m程のものがある。

b－4第34図4号住居杜出土遺物

1（a)器種…弥生土器・壷（b)出土遺構…4号住居杜（c)大きさ…口径20.8cm・器高38.2

cm・最大胴部径24.4cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・締まりが良い土と思われる。砂及び白

色の微粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部にかけてはハケ状工

具による調整の後、ナデ調整を施す。胴部の上部から中央部にかけては、縦方向もしくは横方

向にハケ状工具による調整を施す。胴部から底部にかけてはハケ状工具による調整の後、ナデ

調整を施す。（内器面）口縁部には横方向にハケ状工具による調整を施す。この部分に家屋を

思わせる紋様がへラ状の工具によって施されている。その周辺は調整痕が薄くなっている。頚

部から胴部の中央部にかけてはハケ状工具による調整を斜め方向に施した後、指によるナデ調

整を斜め方向に施す。胴部の中央部以下にはハケ状工具による調整を斜め方向に施す。（h)そ

の他･･･口縁部内面・肩部及び胴部中央部に、鋸歯状及び波状の紋様を沈線によって表す。施文

具は断面が「U」字形をした割り竹状の工具の裏と表を使って、幅2m程の平行する2条の線

と断面が「U」字形となる1条の線を描いたと思われる。口縁部はほぼ2分の1程残存する。

その内面に家屋を示すような5つの三角形と柵状の紋様が線刻されている。また、地面を示す

かのように、三角形を繋ぐように1条の線が見える。肩部の上方つまり頚部の少し下方に2条

を一対とする2本の波状の沈線が施される。胴部最大部の少し上方に2条の波状文が線刻され

ている。胴部最大部付近に1条の沈線が施される。この沈線は約15cm程水平に延びるのみであ

る。胴部最大部の他の一面には波状文が沈線で描かれる。ほぼ完形である。

b－5第35図4号住居吐出土遺物

1（a)器種…弥生土器・複合口縁の壷（b)出土遺構…237番地・4号住居社恥4．5．7．

13（c)大きさ…口径12.8cm・器高42.1cm・最大胴部径25.7cm（d)色調…明るい燈色から鈍い樟

色（e)胎土…繊密・白色の造岩鉱物を含む。締まりが良い。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部から胴部中央部にかけては目の粗いハケ状工具

による調整痕が残る。ハケ状工具の目の凸部の幅1.5m・凹部の幅2.5m程である。胴部の下位

から底部にかけてはへう削りによる整形の後、ハケ状工具による粗い調整を施した所にナデ調

－65－



第IV章弥生時代の遺構及び遺物

へ
特
堤
腫
圧
話
蝿
□
）
宛

守

、

、、、

、、、
、、

、、
､

、、

、、，
、、
、、

、､、
、1

、、1

11

tl

lI
ll

ll
lI

jl
0I

,j

Iノ

Iノ

，ノ

’ノ

，ン
ノ

ノノ

，'／
′ノ

，ノノ
グノ

ググノ
〆／

〃

巴
○
つ
「

蕊

蕊
雲

‐

・
軸
、
耐
遥
塞

鐸
鋼
Ｈ
調
君
山
坦
巾
苛
園
誌
溌

／／
ノノ

胃

願〃
ノ
ノノ
／
ノ

一

／

、ノ

||||,|’ ′〃

=が？
盃

リリ
一

（
持
堤
回
章
）

蕊鍵
薙
耀
溌
樹

灘

－66－



第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

第35図4号住居吐出土遺物

整を施す。（内器面）口唇部にはナデ調整を施す。口縁の立ち上がり部には指頭圧痕が2段に

平行に並び、その上にナデ調整を施す。頚部には横及び斜め方向にハケ状工具による調整を施

した後、ナデ調整を施す。胴部上半部には指頭圧痕が良く残り、その上にナデ調整を施す。調

整痕の様子から、胴部上半部は内面に一方の手を添えて外面を片方の手で敵いて整形したこと

が推定される。胴部の中央部はハケ状工具による調整の後、ナデ調整を施す。底面付近にはハ

ケ状工具の痕が良く残る。底面にはナデ調整を施す。（h)その他…完形である。

b－6第36図4号住居吐出土遺物

1（a)器種…弥生土器・壷（b)出土遺構…4号住居杜（c)大きさ…復元口径12.9cm・器高不

明（d)色調…淡い褐色（e)胎土…繊密．小さい砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

面ともハケ及びナデ調整を施す。（h)その他…胴部は球形を呈する。器壁の厚さは薄い。

2（a)器種…弥生土器・高坪（b)出土遺構…4号住居杜（c)大きさ…復元口径35.3cm・復元

器高28.2cm・裾部径19.4cm（d)色調…淡い褐色（e)胎土…繊密。小さい砂粒を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）ハケ状工具による調整を施す。脚の柱状部はへう状工具による研

磨を施す。（内器面）坪部の口縁部はへう状工具による調整の後、研磨を施す。坪部の見込み

部は磨滅しており、調整痕は明らかでない。脚部の内面にはハケ状工具による調整痕が良く残

る。（h)その他…坪部の中央部を欠失しており、図上で復元した。

3（a)器種…弥生土器又は土師器・高坪の脚部（b)出土遺構…4号住居杜I層Nn21（c)大き

さ…裾部径10.6cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）裾部は横方向のナデ調整を施す。柱状部にはタタキによる整形の痕が残る。（内器

面）横方向のナデ調整を施す。（h)その他…脚部のみ残す。器形から見ると、一般には土師器

と判断される可能'性が強い。

b－7第37図4号住居吐出土遺物

1（a)器種…弥生土器・脚付鉢・片口（b)出土遺構…4号住居杜I層NO3～6．30（c)大き

さ…最大口径20.5cm・最小口径18.2cm・器高12.2cm・裾部径7.6～8.3cm（d)色調…（外器面）

燈色。（内器面）鈍い燈色（e)胎土…繊密。締まっている。黒色と白色の造岩鉱物を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）手提によって制作されたと推定される。口縁部は横方向の

ナデ調整を施す。脚部及び胴部には指による整形の痕が大変良く残る。（内器面）口縁部はハ

ケ状工具による調整を施す。頚部以下はナデ調整を施す。胴部上半は器面荒れが激しい。見込

み部には指頭圧痕が良く残る。その圧痕を消すためナデ調整を施す。（h)その他…口縁部は歪

み、しかも波打っている。外器面には黒斑が見られる。

2（a)器種…弥生土器・鉢（b)出土遺構…4号住居杜I層N014．22．28（c)大きさ…口径

35.6cm・器高不明（d)色調…黄燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び黒色と白色の造岩鉱物を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部はハケ状工具による調整を横方向に施した後、指に

よるナデ調整を施す。頚部も同様な調整を施していると思われるが、指によるナデ調整により

ハケ状工具による調整痕は消えている。胴部は斜め及び縦方向のハケ状工具による調整を施し

た後、ナデ調整を施す。胴部の下部に行くに従ってハケ状工具による調整痕が良く残る。（内

器面）口唇部付近はハケ状工具による横方向の調整を施す。頚部より上方は斜め及び横方向の

調整を施す。胴部は斜め及び縦方向のハケ状工具による調整を施す。調整痕は下位に行くに

従って顕著になる。（h)その他…内器面の一部に炭化物が付着する。

3（a)器種…弥生土器・脚付鉢（b)出土遺構…4号住居杜（c)大きさ…口径20.8cm・器高

19.8cm・脚部外径13.5cm・脚部内径12.5cm（d)色調…淡い茶褐色（e)胎土…小さい砂粒及び造

岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部及び頚部はナデ調整を施す。鉢部
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第1節弥生時代の遺構及び遺構内出土遺物

の上半にはハケ状工具による調整痕が残る。鉢部の中央部から脚部の付け根にかけて、へラ状

工具による削りによって整形を行う。脚部にはハケ状工具による調整痕が残る。脚部の端部に

はナデ調整を施す。（内器面）鉢部にはナデ調整を施す。脚部にはハケ調整の痕跡が非常に良

く残る。（h)その他…完形である。

4（a)器種…弥生土器・脚付鉢（b)出土遺構…4号住居杜（c)大きさ…口径19.4cm・器高

13.9cm・脚部外径12.8cm・脚部内径12.4cm（d)色調…淡い茶褐色（e)胎土…小さい砂粒及び造

岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部・鉢部と脚部との付け根付近・脚

部の下半部にはナデ調整を施す。鉢部の胴部及び脚部上半部にはハケ状工具による調整痕が残

る。（内器面）鉢部にはナデ調整を施す。（h)その他…完形である。

b－8第38図4号住居杜出土遺物

1（a)器種…鉄器・刀子（b)出

’

0 5cm

鴛繍鴛云鯉彫-
0.9cm・刀背の厚さ0.4cm（h)その

他…一枚の鉄の板を折り曲げて鍛

造したと思われる。細身であり、

かなり研ぎ減りしている。 第38図4．

1 1

0510cm
』

’

ロﾛ■ロ

4号住居吐出土遺物

第39図4号住居杜出土遺物
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第IV章弥生時代の遺構及び遺物

b－9第39図4号住居祉出土遺物

1（a)器種…砂岩・石皿又は作業台（b)出土遺構…237番地・4号住居社・床面のほぼ直上

から検出（c)大きさ…長さ31.5cm・幅27.6cm・厚さ16.4cm・磨滅した部分の長さ30.5cm・磨滅

した部分の幅17.3cm（d)色調…緑色・表面は風化して白色がかった褐色（h)その他…同種の岩

石は、打越遺跡の西側にある採石場に露頭がある。当遺物は作業台の可能性もある。

b－10第40図打越237番地出土遺物（石器）

1（a)器種…砂岩・砥石（b)出土遺構…2号住居杜I層NO27（c)大きさ…長さ21.9cm・幅

8.9cm・厚さ3.2cm（h)その他…赤褐色を呈する砂岩である。両面を使用している。

2（a)器種…片岩・打製石斧（b)出土遺構…4号住居杜I層NO24（c)大きさ…長さ10.7cm・

幅7.5cm・厚さ2.1cm（h)その他…完形である。

’

灘 曝噸
S4

1

／I
〆／、、
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‐
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第40図打越237番地出土遺物（石器）
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第2節一括採取の弥生土器

3（a)器種…安山岩・円板状石器（b)出土遺構…29号土塘I層No.3（c)大きさ…長径8.4

cm・短径6.9cm・厚さ2.3cm（h)その他…両面に自然の操面が残る。

4（a)器種…安山岩・敵き石（b)出土遺構…4号住居杜I層NO23（c)大きさ…長径4.9cm・

短径4.2cm・厚さ1.5cm（h)その他…安山岩の自然操に敵打痕あり。

5（a)器種…砂岩。厳き石（b)出土遺構…3号住居杜I層NO3（c)大きさ…長径14.1cm・短

径9.2cm・厚さ4.3cm（h)その他…器面が擦れており、その中央部に敵打痕あり。

第2節一括採取の弥生土器

a遺構不明又は弥生時代以外の遺構出土の土器

弥生時代の遺構から出土した土器ではなく、他の時代の遺構や表面採集の遺物である。土器

片の多くは、弥生時代後期の遺物である。

b－1第41図打越遺跡出土の弥生土器

1（a)器種…弥生・カメ（b)出土遺構…1684番地I層一括（c)大きさ…復元口径14.0cm・器

高不明（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…撤密､・白色や黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）櫛状工具による調整を施す。（内器面）櫛状の工具により調整の後、下部

は横方向のナデ調整を行う。（h)その他…口縁部の破片である。口縁部の1/3周を残す。

2（a)器種…弥生・台付カメ（b)出土遺構…1684番地上層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…（外器面）淡い黄燈色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密・直径1～3mの砂粒

を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）櫛状工具による調整の後、ナデ調整を施す。

灘

T'1
010cm
ｰ－一一一一一一

第41図打越遺跡出土の弥生土器
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第IV章弥生時代の遺構及び遺物

（内器面）調整痕不明（h)その他…カメの底部（脚部欠失）の破片である。底部の1/2周を残

す。

3（a)器種…弥生・台付カメ（b)出土遺構…1687番地一括（c)大きさ…口径及び器高不明・

裾部径11．4cm（d)色調…黄燈色（e)胎土…綴密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）櫛状工具

による調整の後、ナデ調整を施す。（内器面）脚部の内面は櫛状工具による調整の後、指でナ

デていると思われる。（h)その他…カメの脚部の破片である。

4（a)器種…弥生・台付カメ（b)出土遺構…1684番地I層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・裾部径12.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…やや粗い。直径2m程の砂粒を多く含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）櫛状工具による調整の後、ナデ調整を施す。ナデの様子から見

ると回転台を使用した可能性も考えられる。（内器面）脚部の内面は櫛状工具による調整の後、

ナデ調整を施す。 (h)その他…カメの脚部の破片である。裾部の1/3周を残す。
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第1節竪穴式住居杜

第V章歴史時代の遺構及び遺物

歴史時代の遺構と推定される遺構の大部分は奈良時代又は平安時代の遺構である。それ以外

の遺構は近世末から明治初期の遺構と現代の遺構である。

奈良時代・平安時代の遺構としては、カマドを持つ竪穴式住居祉（5号・6号）・住居状遺

構（1号～7号）・掘建柱建物遺構（1号～4号）・土塘（貯蔵穴・炭焼き窯？・性格不明）・

溝状遺構（道路遺構・溝遺構）である。

カマド付の竪穴式住居杜は、奈良時代から平安時代の多くの遺跡で見られるほぼ方形のプラ

ンをもつ遺構である。

住居状遺構は、7基検出した。住居状遺構と言う名称は、遺構の名称としては適当でないと

の指摘があると思われる。本来は、貯蔵用建物遺構あるいは貯蔵穴付竪穴式建物遺構と呼ぶべ

き遺構と思われる。遺構の詳細に付いては、後述の当遺構についての説明文を参照されたい。

掘建柱建物遺構の内、1号と2号は隣接した位置から、3号は5号住居吐に隣接した位置か

ら検出した。隣接した遺構の間の関係については、明らかでない。

数多く検出した土塘の中で、内部に木炭を多量に出土する遺構が見受けられる。しかも、そ

れらの遺構の床面から焼土が検出される。また、遺構の周辺部の土には多くの炭素粒が含まれ

る。これ等の事から、炭焼き窯の遺構であろうと判断した。

溝状遺構と呼ぶ遺構は、溝遺構と道路遺構である。溝状遺構と称した理由は、遺構検出面で

は両遺構とも区別がつかず、底面或いは路面を確認して始めて溝或いは道路と確認出来るから

である。

溝状遺構の中で、27号溝状遺構からは多くの土師器・須恵器が出土しており注目される。当

遺構は溝遺構であり、遺構の切り込み面が住居状遺構（5号・6号）と異なると推定されるこ

とは土器の編年を考える上から重要と思われる。

各遺構に付いての注目すべき点を少し述べた。以下、各遺構の検出状況及び遺構の特徴・出

土遺物等について遺構毎に述べる。

第1節竪穴式住居杜

1．5号住居杜の遺構及び遺物

a5号住居杜の遺構

発掘調査時の仮の名称は7号住居社である。打越1686-2番地から検出した。この畑には、
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第V章歴史時代の遺構及び遺物
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第1節竪穴式住居杜
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I：褐色土

II：褐色土に土師器の細

片まじり

111：暗褐色土にカーボン

と土師器片まじり

1V：暗褐色土

V：褐色土

Ⅵ：褐色土に多量の焼土

がまじる

V11：暗褐色土、煙道内の
埋土
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灘 童塗
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ｰ一一

第43図5号劃住居祉のカマド

切り花用の花弁類が栽培されていた。地力は他の畑と比較すると弱いようである。耕作土の下

の土は黄褐色士であり、粘性の強い硬い土である。この土は乾燥すると亀甲状のひび割れが生

ずる。以上のことから、耕作によって上部の土がかなり強く削平されたことがわかる。

5号住居杜の東側に7号住居状遺構があり、両遺構とも上記の黄褐色土層を切って構築され

た遺構である。今回の発掘調査区域の中では、これ等の遺構が存在する畑（1686-2番地）が

最も高い部分である。

5号住居杜は、北側にカマドを持つ竪穴式住居杜である。平面形は台形である。各壁の長さ

を北側から右廻りに列挙すると、4.2m・3．0，．4．2，．3．9mである。

床面はほぼ平坦であり、遺構検出面から床面までの深さは15～20cmである。屋内から8基の

柱穴を検出した。恐らく、これ等の柱穴は当住居杜の柱の掘り方と推定されるが、互いに対応

する柱の掘り方を検出出来なかった。また、住居杜の周辺からも対応するような柱穴群を検出
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

することは出来なかった。

b－1第44図5号住居吐出±遺物

1（a)器種…土師器･坪（b)出土遺構…5号住居杜Nnl・貯蔵穴中（c)大きさ…復元口径12.6

cm・器高5.2cm（d)色調…（外器面）黒褐色から明るい赤褐色。（内器面）黒色（e)胎土…繊

密・鉱物粒を含む。細かい気泡が見られる。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）へラによる

調整が見られる。底部には指頭圧痕が見られる。（内器面）へラによる研磨が施されている。

(h)その他…口縁部の1/2周を残す。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居杜NO2（c)大きさ…復元口径16.6cm・器高

4.2cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径1皿程度の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…内外器面ともナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

3（a)器種…土師器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居杜カマド（c)大きさ…口径17.4cm・器

高2.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径1～3m程度の砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。外器面の天井部にへう削りによる調整痕が見られる。

(h)その他…完形に近い。

4（a)器種…土師器・脚付の盤（b)出土遺構…5号住居杜NO12（c)大きさ…復元口径19.8

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径3～4m程度の小喋を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…内外器面とも粗いナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/4周を残す。

5（a)器種…土師器・盤の脚部（b)出土遺構…5号住居杜Nn23（c)大きさ…裾部径11.8cm・

器高不明・残存部の高さ6.2cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。（h)その他…脚部のみを残す。

6（a)器種…土師器・盤の脚部（b)出土遺構…5号住居杜NO20（c)大きさ…裾部径及び器高

不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径1～2皿の砂粒を含む。細かい気泡を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…横方向のナデ調整を施す。（h)その他…脚部の上下の端を失う。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜上面一括（c)大きさ…復元口径19.4

cm・器高不明（d)色調…横色（e)胎土…繊密・白色の鉱物や砂粒を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）口縁部から頚部はナデ調整を施す。胴部にはハケ調整の痕が僅かに残る。

（内器面）口縁部から頚部はナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部

の破片である。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構･』･5号住居杜Nnl4（c)大きさ…復元口径18.2cm・器

高不明（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…繊密・微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）口縁部から頚部はナデ調整を施す。胴部はハケ調整の後、ナデ調整を施す。（内

器面）口縁部から頚部にかけてはナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口

縁部の1/4周を残す。
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜貯蔵穴中NO8（c)大きさ…復元口径

18.4cm・器高不明（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）淡い黄燈色（e)胎土…撤密・直径1

～2mの砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部はナデ調整を施す。

胴部はハケ調整の後、ナデ調整を施す。胴部の下部から底部はへう削りを施す。（内器面）口

縁部から頚部にかけてはナデ調整を施す。胴部にはへう削りの後ナデ調整を施す。底部にはへ

う削りを施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。底部は完全に残る。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜Nn6（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…強く磨滅しており、

器表の観察が困難である。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

11（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…（外器面）赤褐色から黒色。（内器面）褐色がかった灰色（e)胎土…やや粗い。砂粒

や鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部はハケ

調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部はへう削りを施す。（h)その他…口縁

部から胴部にかけての破片である。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜NO20（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口

縁部はナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部はへう削りを施す。（h)そ

の他…口縁部の破片である。

13（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜Ⅲ22（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ハケ調整を

施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片である。

14（a)器種…須恵器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜上面一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒や白色の鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）平行タタキを施す。（内器面）同心円紋（青海波紋）タタキを施した後ナデ調整を

施す。（h)その他…胴部の破片であるため傾きが明らかでない。

b－2第45図5号住居吐出土遺物

1（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居杜NO3（c)大きさ…復元口径23.6

cm・器高4.9cm・高台径9.1cm・高台内径9.0cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…褐色を帯びた灰色

(e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。（h)そ

の他…外器面に焼きむらが見られる。

2（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居杜Nn9（c)大きさ…復元口径13.8

cm・器高4.3cm・高台径8.8cm・高台内径8.0cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…オリーブ色がかっ

た灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。

－80－



第1節竪穴式住居杜

6

三三号≧、
7

8

ダ
タ

ダ

二二二二二Fク

忽 ー

〃

5

0 10cm 10

ー一一一一一

第45図5号住居吐出土遺物

3（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居杜NO19（c)大きさ…口径及び器高不

明・高台径9.0cm・高台内径8.4cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…灰白色（e)胎土…織密・砂粒

を含む。（f)焼成･･･良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。高台内面は不定方向のナデ調

整を施す。（内器面）ナデ調整を施す。見込み部は不定方向のナデ調整を施す。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居杜NO21（c)大きさ…復元口径15.0

cm・器高3.9cm・高台径10.5cm・高台内径9.2cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…灰色（e)胎土…

繊密・砂粒を含む。（f)焼成･･･良好(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。

5（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構･･･5号住居杜一括（c)大きさ…復元口径18.0cm・器高

不明（d)色調…灰色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともナ

デ調整を施す。（h)その他…口縁部を残す。

6（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居靴NO25（c)大きさ…復元口径約13cm・

器高約3cm（d)色調…（外器面）黒色。（内器面）灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。（h)その他･･･歪みが大きい。焼きむらがあ

－81－



第V章歴史時代の遺構及び遺物

る。

7（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居杜上面一括（c)大きさ…復元口径14.0

cm・器高2.0cm（d)色調…灰白色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内

外器面ともナデ調整を施す。

8（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居杜NO18（c)大きさ…復元口径14.8cm・

器高2.2cm（d)色調…灰色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面

ともナデ調整を施す。

9（a)器種…須恵器・カメ（b)出土遺構…5号住居杜NO9（c)大きさ…口径及び器高不明・

復元底径18.8cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）胴部にはタタキの痕跡が残る。底面の付け根及び底面の周辺部にはへうに

よる削りの痕が見られる。底面の中央部はナデを施す。（内器面）胴部にはタタキの痕跡が残

る。立ち上がり部には強くナデを施す。

10（a)器種…流紋岩・砥石（b)出土遺構…5号住居社NO27（c)大きさ…長さ不明・幅7cm・

厚さ4cm（h)その他…一部を欠失する。軟質である。灰白色の斑晶が見られる。天草陶石であ

る。

2．6号住居社の遺構及び遺物

a6号住居杜の検出状況

発掘調査時の仮の名称は9号住居杜である。打越1686-1番地の北辺のほぼ中央部から検出

した。この畑には牧草が主に栽培されていた。

土層の状態は、1684番地や1683-1番地と類似する。当遺構は耕作土を排除した直後の遺構

検出作業によって検出したことから、第1I層（黄褐色土と黒色土が混じった土）を切る遺構で

ある。第1I層を切ることから、5号住居状遺構と近い時代の遺構と推定される。

住居社の平面形は、方形（やや歪む）である。北側から右廻りに壁の長さを列挙すると3．1

，．3．1，．3．2m・3.2mである。

北側の壁のほぼ中央部にカマドを持つ。カマドの煙道は壁から外側に1.1m程残存する。煙

道の直径は15cmを測る。残存する煙道部の傾きは20度未満（カマドの付け根の部分と先端の部

分の傾きが大きくなる）と推定される。

カマドの火床の大きさは、幅0.6m・奥行き1.0m・床面からの深さ0.2m未満である。火床

の断面は円弧を描く。その中に、崩れたカマドの袖部の土や住居杜の覆土が流れ込んでいる。

住居社の中央部の床面は硬化している。特に、カマドの前面（焚き口付近）は強く硬化して

いる。

柱穴は3基（P－1．2．3）検出した。それ以外の柱穴を検出出来なかったので、対応関
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

係が掴めなかった。

遺物は、床面に張りついた状態で土師器の小片が出土した。

b－1第47図6号住居祉出土遺物

1（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…6号住居杜Nn4（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元底径7.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器

面ともにナデ調整を施す。底面にはへう切りの跡が残る。（h)その他…底部の破片である。

2（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…6号住居社一括（c)大きさ…復元口径11.0

cm・器高3.0cm・高台径8.3cm・高台内径7.6cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…（外器面）青黒

色。（内器面）灰青色（e)胎土…繊密・砂及び白色の粒を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整

…内外器面ともにナデ調整を施す。

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…6号住居杜一括（c)大きさ…復元口径13.7cm・器高

不明（d)色調…灰色（e)胎土…繊密。白い砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面と

もにナデ調整を施す。（h)その他…底部を欠失する。

4（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…6号住居杜一括（c)大きさ…口径及び器高不明・底

径8.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面と

もにナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片である。赤焼き須恵器である。

5（a)器種…土師器・盤の脚部（b)出土遺構…6号住居牡Nnl（c)大きさ…裾部径13.4cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面と

もにナデ調整を施す。裾部に2本の沈線を廻らす。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…6号住居杜NO2（c)大きさ…復元口径18.0cm・器
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第2節住居状遺構の検出状況及び遺物

高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒をかなり多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部以下はへう削りを施

す。（h)その他…口縁部の破片である。内面にはススが付着する。

第2節住居状遺構の検出状況及び遺物

「住居状遺構」と余り明瞭でない遺構名を付した理由は、発掘当初、住居杜と推定される遺

構を確認し、発掘作業を進めて行くうちに、遺構形状及び覆土から見て、住居杜であるとの確

信が持てない遺構だからである。そのような遺構を7基検出した。

遺構の外形は方形又は長方形である。その中に円形又は長方形の貯蔵穴と思われる土塘を持

つ。遺構の外形及び内部施設の様子からすると、「竪穴式住居杜状をした、貯蔵を目的とする

家屋」であろうと推定した。

遺構内から出土する土器は、須恵器・土師器である。

1．1号住居状遺構の検出状況及び遺物

a1号住居状遺構の検出状況

発掘調査時における仮の名称は1号住居杜である。当遺構は236番地から検出した。畑の耕

作土を排除したところ、黄褐色土に黒色土が混じった土（第1I層）が現われた。この土には、

奈良時代～平安時代の須恵器・土師器が含まれる。その他、弥生土器・縄文土器も含まれる。

第1I層を切るような状態で4基の土塘（18号。19号。20号。21号）を検出した。それ以外の

遺構は検出出来なかった。

そこで、第1I層（厚さ10～15cm）を人力により排除した。その後、遺構検出作業を行ったと

ころ、黄褐色土居（第1II層）上面から第48図に示すような方形の遺構と柱穴群を検出した。

1号住居状遺構を検出したことにより、撹乱を受けた土層（第1I層・黄褐色土に黒色土が混

じる土）を切る遺構とその下の層（第Ⅲ層の上面）から検出される遺構があることに気付いた。

しかし、第1I層を切る遺構と第1I層の下から検出される遺構との間に、大きな時間的隔たりが

あるようには考えられない。

1号住居状遺構の平面形は、先にも述べたようにほぼ方形である。各辺の長さを北側から右

廻りに列挙すると、2．7，．2．5，．2．6m・2.8mである。

北西側の隅と南西側の隅は、他の隅と比較すると隅丸になっている。北側の壁面と南側の壁

面は外側に張り出ており、わずかながら三味胴状を呈する。

遺構を四分割し、畦を残すようにしながら西側の区画から発掘調査を進めた。床面を確認し
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第48図1号住居状遺構

たところで、床に沿って水平方向に発掘区域を拡げたところ、第48図に示すような楕円形の窪

み（長径1.9m・短径1.5m・床面からの深さ0.4m）を検出した。

遺構内の覆土は4つの層に分けられる。楕円径の窪みの中心部ではI～Ⅳ層までみられる。

それ以外の部分（窪みの外側・方形プランの内側）は、第ⅡI層（明褐色土に炭素粒や焼土粒を

含む）によって被われている。また、楕円形の窪みの縁の部分も第Ⅲ層によって被われている。

以上述べた遺構発掘の経過及び遺構の形状から､本遺構の中央部の楕円形の窪み（土壌）は

貯蔵穴であろうと推定した。また、外側の方形の竪穴式住居杜状の遺構は、上記の貯蔵穴の覆

屋であろうと推定した。

第48図に示した柱穴群（11基）の内、P－11は1号住居状遺構を切っているので、当遺構よ

り新しい遺構である。それ以外の柱穴（P－1～10）は、竪穴式住居祉状の方形プランを取り

囲むように検出されたことから、当遺構の上屋を支える柱の掘り方と推定される。

b－1第49図打越236番地出土遺物

1（a)器種…土師器・蓋（b)出土遺構…1号住居状遺構Nn9及び同遺構内一括（c)大きさ…
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復元口径13.6cm・器高2.3cm・輪状摘みの径4.8cm（｡)色調…鈍い燈色から明るい燈色（e)胎土

…繊密であるが脆い感じを受ける。砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

外器面の胴部にハケ状工具による調整痕が見られる。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…1号住居状遺構Nnll（c)大きさ…復元口径14.7cm・

器高4.6cm・高台径11.0cm・高台内径10.2cm・高台の高さ0.9cm（d)色調…燈色（e)胎土…撤

密・締まりが良い。白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施

す。高台部の接合部には指により強く押さえてナデ調整を施す。高台の内面にはへう切りの痕
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を残す。（内器面）横ナデ調整を施す。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…1号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径17.0

cm・器高不明（d)色調…黒色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）口縁部にはナデ調整を施す。胴部にはハケ状工具による調整を施す。（内器面）口縁部に

はナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…調整及び整形ともに粗い。口縁部

に少し山形の紋様状が見られるが、小破片であるため意図的に紋様をつけたものか或いは整形

不良による傷か明らかでない。

4（a)器種…土師器・カメ又は鉢（b)出土遺構…1号住居状遺構NO15（c)大きさ…口径及び

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・締まりが良く、重たく感ずる。砂粒及び造岩鉱物を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部にはナデ調整を施す。口縁部にはナデ調整

の後、斜め方向にハケ状工具による調整を施した痕が薄く残る。頚部には指によるナデ調整を

施す。（内器面）口唇部にはナデ調整を施す。口縁部にはナデ調整の後、へラ状工具による軽

い研磨を斜め方向に施す。それ以下には横方向のへラ削りが見られる。（h)その他…口縁部の

1/16周を残す。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…1号住居状遺構恥10（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色から鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…

甘い。割れ口は褐色がかった灰色を呈する。(9)調整…（外器面）口縁部には横方向のナデ調

整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部以下にはへう削りを施す。

(h)その他…口縁部の1/12周を残す。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…1号住居状遺構NO12（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色から灰色がかった黄褐色（e)胎土…繊密であるがやや軽い感じを受ける。黒

色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は横方向のハケ状工具によ

る調整を施す。頚部以下はハケ状工具による縦方向の調整を施す。（内器面）口縁部は横方向

のハケ状工具による調整を施す。頚部以下には横方向のへラ削りを施す。（h)その他…口縁部

の1/12周を残す。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…1号住居状遺構Nnl7（c)大きさ…復元口径27.9

cm・器高不明（d)色調…橿色（e)胎土…繊密。やや重い感じを受ける。砂粒及び黒色の造岩鉱

物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は横方向のハケ状工具による調整を施

す。頚部にはハケ状工具による横方向の調整の後、斜め方向の調整を部分的に同じ工具を用い

て調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のハケ状工具による調整を施す。頚部以下には横方

向もしくは斜め方向のへラ削りを施す。（h)その他…口縁部の1/4周を残す。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…Pit-7（c)大きさ…復元口径23.6cm・器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・締まりが良い。砂粒及び黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良
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好(9)調整…（外器面）口縁部は横方向のへラ状工具による軽い研磨を施す。頚部には横方向

のナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。頚部以下にはへう削りを施

す。削りの幅は1cm程である。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…Pit-7（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…鈍い燈色（e)胎土…繊密・締まりが良い。砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。頚部

以下にはへう削りを施す。（h)その他…外器面にススが付着する。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…Pit-10（c)大きさ…復元口径26.0cm・器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・締まりが良い。造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）横方向のハケ状工具によるナデ調整の後、指によるナデ調整を施す。胴部にはハケ

状工具による縦方向の調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部にはへ

う削りを斜め方向に施す。

b－2第50図1号住居状遺構出土遺物七三三主三三了ﾝ
1（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…1号住

居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不明・高台径

10.1cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…灰白色（e)胎土…

繊密。やや軟質である。（f)焼成…良好。破れ口は赤味 01玖笹。T'~Y~'謡貝Lの旬Cuﾉ碇ノリX‘･･･兵灰丁・1奴4しuvd､グ｣､‘ﾀド5cm2

倍一一一

を帯びる。(9)調整…ロクロによるナデ調整を施す。
第50図1号住居状遺構出土遺物

(h)その他…高台部の破片である。高台部の1/4周を残す。

2（a)器種…須恵器・器種不明・脚部の破片（b)出土遺構…1号住居状遺構一括（c)大きさ

…口径及び器高不明・脚部の裾部径12.5cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・白色の微粒子を含

む。硬質である。（f)焼成…良好(9)調整…ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…脚部

の小片である。

2．2号住居状遺構の検出状況及び遺物

a2号住居状遺構の検出状況（第51.52図参照）

発掘調査時の仮の名称は2号住居杜である。打越235番地のほぼ中央部から、2号・3号．

4号住居状遺構を検出した。これ等3基の遺構は、第51図に示すように、遺構の大きさや平面

形が極めて類似する。また、本遺跡検出の住居杜と比較すると、幅が狭く・細長く・小型であ

る上に、床の硬化面を3者共確認出来なかった。以上の理由から、一般に竪穴式住居杜と判断

している遺構とは異なる遺構と考えられる。

当遺構を検出した付近の狭い地域での地形は東に緩やかに傾斜する。また、遺構検出面の下

の土は操が混じる土であるので、3基の遺構を検出した付近は排水がよいと判断される。
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以上のような観察結果から、3基の遺構は住居杜ではなく、貯蔵を目的とした遺構であろう

と考えて調査を進めた。

2号住居状遺構は、3基の遺構の中では西端の遺構である。当遺構の北西には、9号土塘が

ある。当遺構は黄褐色土層の下にある篠層の上面まで切り込まれている。遺構検出面にも所々

に篠層が現われている。

2号住居状遺構の平面形は、ほぼ南北に長い長方形である。遺構の壁の長さを北側から右廻

りに列挙すると、2.1m・3．8，．2．4，．3．8mである。遺構検出面から床面迄の深さは10cm未

満である。

床面はほぼ平坦であり、先に述べたように床の硬化は見られない。北東の隅から柱穴（最

大径34cm・深さ20cm未満）を1基検出したのみであり、上屋の構造物を支えるための柱の掘り

方は検出出来なかった。

最初に記したように、遺構の形状は住居祉状を呈しているが、住居社とは言い難い。打越遺

跡から西方約1kmの所に曲野遺跡がある。この遺跡の調査地から、大きな土塘が検出されてい

る。この土塘の平面形が当遺構と良く類似（遺構の検出面からの深さは異なる）する。

3．3号住居状遺構の検出状況及び遺物

a3号住居状遺構の検出状況（第51.52図参照）

発掘調査時の仮の名称は3号住居社である。先述の2号堅穴遺構の所で述べた3基の住居状

遺構（2号・3号・4号）の中で、中央に位置する。

平面形は長方形に近い台形であり、南北に長い。遺構の壁の長さを北側から右廻りに列挙す

ると、2．4，．4．3m・1．9，．3．8mである。遺構検出面から床面までの深さは5～20cmである。

床面はほぼ平坦である。床面全体は南方に傾斜（南端と北端とのレベル差は10cm）する。

床面の硬化は見られず、しかも、柱穴も検出されなかった。遺物は、土師器・須恵器が少量

出土した。

当遺構の形状が2号住居状遺構の内部施設の形状と類似することから、それと類似する遺構

の性格を有すると思われる。

b－1第53図打越235番地出土遺物

1（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…3号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及

び器高不明・復元高台径11.0cm・高台内径9.0cm・高台の高さ0.3cm（d)色調…灰白色（e)胎土

…織密（f)焼成…良好(9)調整…横方向のナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片である。

2（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…3号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径不明・器

高3.5cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…横方向のナデ調整を施す。

底面にはへう切りの痕が残る。
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第52図2号～4号住居状遺構及び8号・9号土壌

－92－



第2節住居状遺構の検出状況及び遺物

『W
〃〃

、＝__｣＝グ＝グ
1

』
二
一

一
一

１
１

I一
一
一
一

鯵霧
一

’

B2二J:ご全三三逗
5

0

L－－－－－－}0cⅢ 鯵 ‘
第53図打越235番地出土遺物

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…2号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径20.9

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…綴密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は横

方向のナデ調整を施す。胴部にはハケ状工具による調整を施す。（内器面）口縁部は横方向の

ナデ調整を施す。胴部には粗いナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/4周を残す。

4（a)器種…縄文土器・深鉢の底部（b)出土遺構…3号住居状遺構NO2（c)大きさ…復元底

径10.6cm（d)色調…橿色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒や黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…底面の1/4周を残す。

5（a)器種…砂岩・砥石（b)出土遺構…2号住居状遺構NM（c)大きさ…長さ10.2cm・幅

2.9cm・厚さ1.5cm（h)その他…表面が風化して剥落している。砥石の破片である。

6（a)器種…器種不明・炉壁？（b)出土遺構…15号土塘の東側Nn3（h)その他…第216図

の15によく類似する。強い火力を受けたと思われる。

4．4号住居状遺構の検出状況及び遺物

a4号住居状遺構の検出状況（第51.52図参照）

発掘調査時の仮の名称は4号住居杜である。先に述べた3号住居状遺構の東側から遺構を検

出した。前述の2号・3号住居状遺構と類似の遺構と推定される。

平面形は南北に長い長方形である。遺構の各辺の長さを北側から右廻りに列挙すると、1．9

，．4．1，．1．8m・4.2mである。遺構検出面から床面までの深さは5～15cmである。

床面はなだらかに南方へ傾斜しており、南北の床面のレベル差は約10cmある。床面及び長方

形の掘り方周辺から柱穴を検出することが出来なかった。
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覆土中から第51図に示すように、多くの土器片（土師器・須恵器）が出土した。また、小操

も多く出土した。

b－1第54図4号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・皿又は盤（b)出土遺構…4号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径

22.0cm・器高2.0cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…横方向のナ

デ調整を施す。（h)その他…口縁部から底部にかけての破片である。口縁部の1/4周を残す。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…4号住居状遺構NO12（c)大きさ…口径13.2cm・器高

4.4cm（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…撤密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。底部はへう状工具による粗い調整を施す。

(内器面）横方向のナデ調整を施す。

3（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…4号住居状遺構Nn20（c)大きさ…復元口径14.8cm・

器高4.2cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）横方向のナデ調整を施す。底部はへう状工具による粗い調整を施す。（内器面）横方向の

ナデ調整を施す。（h)その他…底面にススが付着する。口縁部の1/2周を残す。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構Nn6（c)大きさ…復元口径15．8

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒をかなり多く含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）ハケ状工具による調整の後、ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を

施す。胴部はへう削りの後、ナデ調整を施す。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構NOl5（c)大きさ…復元口径20.2

cm・器高不明（d)色調…（外器面）横色。（内器面）淡い燈色（e)胎土…繊密・直径2m程の

砂粒を含む。気泡が多く見られる。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は指によるナ

デ調整を施す。胴部はハケ状工具による丁寧な調整を施す。調整痕の幅は2m程である。（内

器面）口縁部は指による横方向のナデ調整を施す。胴部は粗いへラ削りを施す。（h)その他…

口縁部の1/3周を残す。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構NO3（c)大きさ…復元口径26.0

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…粗い。砂粒を含む。気泡が多く見られる。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）口縁部は指によるナデ調整を施す。胴部はハケ状工具による調整を

施す。（内器面）口縁部は指による横方向のナデ調整を施す。胴部は粗いへラ削りを施す。

(h)その他…口縁部の1/5周を残す。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構Nnl2（c)大きさ…復元口径25.0

cm・器高不明（d)色調…黄燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外

器面）口縁部は指による横方向のナデ調整を施す。胴部はハケ状工具による調整の後、軽くナ

デ調整を施す。（内器面）口縁部は指による横方向のナデ調整を施す。胴部は粗いへラ削りを
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施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構Nnl2（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…黄燈色（e)胎土…繊密・締まりが良い。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも

横方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/10周を残す。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構NO16（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…（外器面)赤色。（内器面)赤褐色（e)胎土…繊密・小操や砂を多く含む。小操の

大きいものは直径が8m程もある。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横方向のナデ調整を

施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。頚部以下は粗いへラ削りを施す。（h)そ

の他…口縁部の破片である。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構恥14（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…赤燈色（e)胎土…やや粗い。直径3皿程の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部はハケ状工具による調整を施す。（内器

面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部はへう削りの後、ハケ状工具による調整を施す。

(h)その他…口縁部の破片である。

11（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構NO3（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・白色の小さい粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

(外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部はへう削りを

施す。（h)その他…口縁部内器面にススが付着する。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構NO7（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…（外器面）鈍い燈色。（内器面）明るい燈色（e)胎土…練密。締まっているが、

やや軽い。砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）丁寧な横方向のナデ調整を施す。

(内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部は縦方向のナデ調整を施す。（h)その他…

口縁部内器面にススが付着する。

13（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密．やや軽い。白色の微粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）横方向のナデ調整を施す。器面が荒れている。（内器面）口縁部は横方向のナデ

調整を施す。胴部は縦方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/16周を残す。

14（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号住居状遺構NO5（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…撒密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）横方向のナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。頚部以下は斜め

方向のへラ削りを施す。（h)その他…口縁部の1/10周を残す。

b－2第55図4号住居状遺構出土遺物

1（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…4号住居状遺構Nn8（c)大きさ…復元口径
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9.8cm・器高3.3cm・高台径6.4cm・高台内径5.6cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…淡い黄燈色

(e)胎土…繊密（f)焼成…やや甘い(9)調整…内外器面とも横方向のナデ調整を施す。（h)その

他…口縁部から底部にかけての破片である。口縁部を僅かに残す。高台部の1/3周を残す。

2（a)器種…須恵器・高台付杯（b)出土遺構…4号住居状遺構N05．9（c)大きさ…復元口

径13.0cm・器高5.3cm・高台径9.5cm・高台内径8.4cm・高台の高さ0.7cm（｡)色調…（外器面）

青灰色。（内器面）オリーブ色がかった灰色（e)胎土…繊密・白色の微粒子を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。高台内面にはへう切りの痕が残

る。（h)その他…口縁部から底部にかけての破片である。口縁部の1/2周を残す。

3（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…4号住居状遺構NO18（c)大きさ…復元口径

13.9cm・器高4.6cm・高台径10.3cm・高台内径9.2cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰白色（e）

胎土…繊密（f)焼成…やや甘い(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。高台内

面は粗いナデ調整を施す。（h)その他…ほぼ完形に近い。口縁部の一部を欠失する。

4（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…4号住居状遺構NO2（c)大きさ…口径15.0cm・

器高1.6cm（d)色調…黄色がかった灰色・外器面の一部に青灰色の部分がある。（e)胎土…繊

密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。外器面の頂部はへう
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切りの後、粗いナデ調整を施す。（h)その他…かなり焼き歪みがある。

5（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…4号住居状遺構NO16（c)大きさ…復元口径16.5

cm・器高2.3cm（d)色調…灰色（e)胎土…織密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロに

よるナデ調整を施す。頂部はへう切りの痕を残す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部の1/6周を残す。

6（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…4号住居状遺構NO22（c)大きさ…復元口径16.3

cm・器高1.8cm（d)色調…（外器面）明るい黄褐色。（内器面）灰色（e)胎土･8．繊密・小操を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施すと思われるが、器面

荒れの為調整痕は不明。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/6周

を残す。

7（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…4号住居状遺構Nnl7（c)大きさ…口径9.9cm・

器高2.7cm（d)色調…灰白色（e)胎土…徹密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロに

よるナデ調整を施す。（h)その他…焼き歪みが見られる。口縁部の一部を欠失するのみで、ほ

ぼ完形に近い。

8（a)器種…砂岩・砥石（b)出土遺構…4号住居状遺構NO11（c)大きさ…長さ20.0cm・幅

15.0cm・厚さ2.3cm（h)その他…両面を砥石として使用している。右半分は二次焼成を受ける。

9（a)器種…鉄器・不明（b)出土遺構…4号住居状遺構（c)大きさ…長さ1.8cm・幅1.4.

cm・厚さ0.1～0.2cm（h)その他…ヒトの爪の形を呈する鉄片である。器種及び用途は不明であ

る。

5．5号住居状遺構の検出状況及び遺物

a5号住居状遺構の検出状況（第56図参照）

発掘調査時の仮の名称は5号住居社である。打越1683-1番地の西側の端部から検出した。

当遺構の西側で農道が西方から北方に急に屈曲する。この農道の西方には、先に述べた1号住

居状遺構が存在する。

5号住居状遺構は、表土排除後の遺構検出作業の過程で多くの遺物が出土することから、遺

構の存在に気付いた。しかし、遺構検出作業面が第1I層上面（黄褐色土に黒色土が混じった

土）であり、遺構の検出作業が困難であった。

遺構の平面形は、南北に長い長方形（主体部）に、小さな台形の張り出し部が東側に張り付

いた形状を呈する。主体部の壁の長さを北側から右廻りに列挙すると、2．9，．4．8m・2．8

，．4．9mである。張り出し部の大きさを同様に記すと、0．6，．1．0m・0．7，．1．4m（主体

部と接する部分）である。
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張り出し部の床は主体部の床より5cm程高い。遺構検出面から主体部の床面までの深さは15

cm未満である。

1号住居状遺構を発掘した時と同様に、遺構を四分割して、西側の一区画の一部を掘り下げ

て床面を確認した。その後、床面に沿って発掘を進めて立ち上がり部を確認した。床面を全体

的に露出したところ、主体部の中央にいびつな長方形状の土塘を持つことが確認された。この

土塘は北東の隅に接しており、南北に長い。南北の最大幅4.2m・東西の最大幅2.1mを測る。

主体部の床面はほぼ平坦である。内部の土塘の床面は緩やかに波打っており、全体的に西側

が10cm程深くなっている。主体部の床面と土塘の床面までの差は、28～30cmである。

柱穴は、遺構の内側からも外側からも検出出来なかった。

b－1第57図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径12.6cm・

器高3.7cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密・直径1～3mのパミス状の混入物を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から立ち上がり部にかけてはロクロによるナデ調

整・底部にはへう削りが施されていたと思われるが、風化が激しく器面調整痕は明らかでない。

（内器面）ロクロによるナデ調整が施されていたと思われる。（h)その他…口縁部の1/2周を

残す。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径12.5cm・

器高3.4cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密・直径1～2mの砂粒を僅かに含む。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）へラ削りの後、指によるナデ調整が施されていたと思われる。5条

の沈線を施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

3（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径12.0cm・

器高3.8cm（d)色調…（外器面）赤みをおびた灰色。（内器面）燈色（e)胎土…繊密（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）へラによる研磨を施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他

…口縁部の一部と底部を残す。

4（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径12.9cm・器高

4.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナ

デを施す。底部に削りの痕跡が見られる。（内器面）ナデ調整を施す。

5（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径13.0cm・

器高4.5cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）口縁部にはナデ調整を施す。胴部の一部にはへうによる丁寧な調整を施す。（内

器面）口縁部は横ナデ調整を施す。へラ状工具によって粗い調整の後、再び、へラ状工具によ

る丁寧な調整を施す。調整痕の幅は5m程である。見込み部はナデ調整を施す。調整痕の幅は

前記よりも広く8皿である。（h)その他…底部の内外器面にはススが付着する。口縁部から底部
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にかけての破片である。口縁部の1/2周を残す。

6（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径13.5cm・器高

3.1cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密・直径1m程のパミス状の混入物を僅かに含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）へラ削りの後、指によるナデ調整を施す。底面はへう切り

の後、へラによるナデ調整を施す。（内器面）指によるナデ調整を施す。（h)その他…僅かに

口縁部を欠失するのみである。

7（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径14.2cm・器高

3.9cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナ

デ調整を施す。底面に凹線が廻る。この凹線はへう切りによる痕跡と推定される。底面の調整

は粗い。（内器面）ナデ調整を施す。

8（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径14.3cm・

器高4.0cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）指による

ナデ調整を施す。底面はへう切りの後、ナデ調整を施す。（内器面）指によるナデ調整を施

す。（h)その他…口縁部の約1/3周を欠失するのみである。

9（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径15.4cm・

器高4.3cm（d)色調…淡い横色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）指による

ナデ調整を施す。底面はへう切りの後、ナデ調整を施す。（内器面）指によるナデ調整を施

す。（h)その他…口縁部の約1/2周を残す。

10（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構･･･5号住居状遺構Nn38（c)大きさ…口径13.9cm・器高

3.8cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナ

デ調整を施す。底面にはへう切りの痕が残る。（内器面）ナデ調整を施す。

11（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径15.4cm・

器高4.4cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…織密・直径2～3mのパミス状の混入物を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）指によるナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部の約1/2周を残す。

12（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NO44（c)大きさ…復元口径14.4cm・

器高3.5cm（d)色調…横色（e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面と

もにナデ調整を施す。

13（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径15.8cm・器高

3.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

内外器面ともに横ナデ調整を施す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛けする。

14（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径17.7cm・器高

4.9cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…
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第2節住居状遺構の検出状況及び遺物

内外器面ともに粗い横ナデ調整を施す。部分によってはへう状工具による調整痕が残る部分が

ある。（h)その他…整形が余り良好でない。

15（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径16.9cm・

器高6.0cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともに横ナ

デ調整を施す。（h)その他…口縁部の一部を欠失する。

16（a)器種…土師器･坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径19.0cm・器高

7.5cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともに

ナデ調整の後、粗いハケ調整を施す。（h)その他…ほぼ全面にススが付着する。

17（a)器種…土師器・高台付坪（b)出土遺構･･･5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径

11.3cm・器高4.1cm・高台径7.8cm・高台内径6.6cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…淡い燈色（e）

胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）へラによる研磨を施す。器面に光沢あり。高

台の付け根には指によるナデを施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他…全体の約1/2周

を残す。

18（a)器種…土師器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径13.8

cm・器高4.0cm・高台径9.2cm・高台内径7.6cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊

密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデを施す。（h)その他…器表の一部に赤色顔料

が見られる。

19（a)器種…土師器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NM5（c)大きさ…口径14.4

cm・器高4.7cm・高台径9.3cm・高台内径8.2cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊

密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデを施す。

20（a)器種…土師器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径16.1

cm・器高6.7cm・高台径11.7m・高台内径5.7cm・高台の高さ1.0cm（d)色調…淡い燈色（e)胎

土…織密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整の後、へラ状工具による研磨を施す。

器面には光沢あり。（内器面）指によるナデ調整を施す。（h)その他…高台部及び胴部の一部

を欠失する。

b－2第58図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径

16.3cm・器高不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密・直径1～2mのパミス状の混入物を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他･･･口縁部の約1/2周を残す。

2（a)器種…土師器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径10.4

cm・器高2.9cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…不良(9)調整…風化を受けてい

るため磨滅していて調整痕は明らかでない。（h)その他…口縁部の一部を少し欠失する。

3（a)器種…土師器・杯の蓋（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径13.8
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cm・器高2.1cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁

部はナデ調整を施す。上面はへう削りの後、ナデ調整を施す。（内器面）ナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部の1/2周を残す。

4（a)器種…土師器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径13.9cm・

器高2.2cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は

ナデ調整を施す。上面の平らな部分は不定方向のへラ削りを施す。（内器面）ナデ調整を施す。

天井部のナデ調整は粗い。（h)その他…口縁部を僅かに欠失するのみである。

5（a)器種…土師器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径14.7

cm・器高2.0cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁

部はナデ調整を施す。上面の平らな部分はへう削りを施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h）

その他…口縁部の約1/2周を残す。

6（a)器種…土師器・宝珠摘み付の蓋（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元

口径17.4cm・器高4.8cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器

面ともナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の約1/2周を残す。

7（a)器種…土師器・宝珠摘み付の蓋（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径

18.6cm・器高4.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密。細かい砂粒を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…内外器面とも丁寧なナデ調整を施す。

8（a)器種…土師器・盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径14.6cm・器高

1.4cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器

面とも横方向のナデ調整を施す。

9（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径18.6

cm・器高3.5cm・裾部径9.5cm・脚部の高さ0.8cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・白色の砂粒

を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも横方向のナデ調整を施す。（h)その他…全面

に赤色顔料を化粧掛する。

10（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径13.9cm・

器高5.1cm・裾部径8.6cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…内外器面ともナデ調整を施す。（h)その他…全面に赤色顔料を化粧掛する。

11（a)器種…土師器・盤の脚部（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器

高不明・裾部径12.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…内外器面とも横方向のナデ調整を施す。

12（a)器種…土師器・盤の脚部（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器

高不明・裾部径13.6cm（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密・直径1～2mの砂粒や茶褐色のパ

ミス状の混入物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも横方向のナデ調整を施す。
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(h)その他…脚部の1/5周を残す。

13（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径19.8

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

内外器面とも横方向のナデ調整を施す。

14（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径21.0

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器

面とも横方向のナデ調整を施す。

15（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径20.6cm・

器高7.9cm・裾部径12.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…内外器面とも横方向のナデ調整を施す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛していたと思わ

れる。

16（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径19.7cm・

器高9.4cm・裾部径11.9cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…内外器面とも横方向のナデ調整を施す。調整が粗い。（h)その他…赤色顔料を化

粧掛していたと思われる。

17（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構恥53（c)大きさ…口径21.0cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

内外器面とも横方向のナデ調整を施すと思われる。器面が磨滅しており、調整痕が明らかでな

い。（h)その他…口縁部付近に僅かにススが付着する。

18（a)器種…土師器・脚付盤？（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径

22.0cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

19（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径24.0cm・

器高3.3cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…粗

いナデ調整を施す。（h)その他…脚部を欠失する。全面に赤色顔料を化粧掛する。

b－3第59図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径21.9

cm・器高不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部

付近は丁寧な横ナデ調整を施す。屈曲部から底面にかけては回転へラ削りを施す。脚部はロク

ロによるナデ調整を丁寧に施す。（内器面）横ナデを施す。（h)その他…脚の裾部を欠失する。

2（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn25（c)大きさ…口径22.0cm・

器高9.1cm・裾部径12.2cm（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・砂粒を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）口縁部付近は丁寧な横ナデ調整を施す。屈曲部から底面にかけては回転へラ
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第59図5号住居状遺構出土遺物（土師器）
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

削りを施す。脚部はロクロによるナデ調整を丁寧に施す。（内器面）横ナデを施す。（h)その

他…完形である。

3（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構…5号住居状遺構一活（c)大きさ…口径22.3cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…(外器面)口

縁部付近は丁寧な横ナデ調整を施す。屈曲部から底面にかけては回転へラ削りを施す。脚部は

ロクロによるナデ調整を丁寧に施す。（内器面）横ナデを施す。（h)その他…脚の裾部を欠失

する。

4（a)器種…土師器・高坪（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn49（c)大きさ…復元口径22.3

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密。小さい砂を含む。（f)焼成…甘い(9)調整…

（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）器面荒れが激しい。（h)その他…底部以下を欠失する。

5（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径23.0cm・器高

6.8cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）へ

ラ状工具による丁寧な研磨を施す。研磨痕の幅は4mである。（内器面）外器面と類似の調整

を施す。見込み部は研磨の後、ナデを施す。内器面の方がへラ磨きの様子が良く観察出来る。

(h)その他…内外器面ともにススの付着が見られる。口縁部の1/3周を残す。

6（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…5号住居状遺構NO49（c)大きさ…復元口径31.2cm・

器高不明（d)色調…橿色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。それ以下はへう削りを施す。

7（a)器種…土師器・無頚壷（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径9.0cm・

器高4.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調

整を施す。器表の磨滅が激しい。整形はあまり良好でない。（h)その他…赤色顔料を化粧掛し

たと思われるふしがある。

8（a)器種…土師器・壷（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密であるが砂粒をかなり多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ

調整及びへラ調整を施す。調整及び整形が粗い。（h)その他…用途が明らかでないが、底部が

尖っている点と壷の直径が比較的に小さいことから考えると、塩壷の可能性があるのではなか

ろうか。

9（a)器種…土師器・壷の底部（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器

高不明（d)色調…黄燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）へラ状工具によ

る研磨を施す。器面に光沢がある。（内器面）ロクロ挽きの痕が残る。（h)その他…底部の破

片であり、約3/4周が残る。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn62（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内
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第2節住居状遺構の検出状況及び遺物

器面）へラ削りの後、ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

11（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・直径1m程の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外

器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部以下には細かいハケ調整を施す。（内器面）口縁部には

横方向のナデ調整を施す。頚部以下にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけ

ての破片である。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…織密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部はナデ調整

を施す。頚部以下はナデが繊密になる。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部

以下には粗いへラ削りを施す。（h)その他…口縁部の破片である。

13（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NO32（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…良好・砂粒を含む。（f)焼成…甘い(9)調整…内外器面とも器面

荒れが激しい。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

14（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径21.0

cm・器高不明（d)色調…淡い赤褐色（e)胎土･･･繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁

部はナデ調整を施す。頚部以下にはハケ調整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整

を施す。頚部以下にはへうによる調整を施した後、横方向の粗いナデ調整を施す。（h)その他

…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/6周を残す。

15（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色・一部赤みをびた灰色（e)胎土…織密・砂粒を僅かに含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部以

下は粗いへラ削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

b－4第60図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・甑（b)出土遺構…5号住居状遺構NOl6（c)大きさ…口径22.0cm・器高

不明（d)色調…燈色（e)胎土…砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…器面荒れが激しく、調

整痕の観察は困難である。（h)その他…器壁が厚ぼったくてぽってりとした感じを受ける。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径24.2cm・器

高15.2cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

ハケ調整の後、ナデ調整を施す。（内器面）横ナデ調整を施す。（h)その他…胴部に1条の沈

線が廻る。甑の下カメの可能性がある。

3（a)器種…土師器・甑（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径27.0cm・器高

不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…徹密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ハケ調整の後、

ナデ調整を施す。把手の付け根及びその周辺部は、指で強く押さえた後に縦方向にナデている。
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第2節住居状遺構の検出状況及び遺物

（内器面）口縁部から頚部にかけて横ナデ調整を施す。胴部の中部より上方は縦方向のへラ削

りの後、軽くナデ調整を施す。中部より下方は縦横にへう削りの痕が見られる。（h)その他…

口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/2周を残す。

b－5第61図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径20.4

cm・器高不明（d)色調…燈色・胴部以下は部分的に黒褐色を呈する。（e)胎土…織密（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を丁寧に施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。頚

部以下にはへう削りを施す。（h)その他…底部を欠失する。口縁部の約1/4周を残す。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NO42（c)大きさ…復元口径24.4

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密。直径5m程もある小操を少量含む。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）口縁部付近はナデ調整を施す。胴部は目の粗いハケ調整を施す。

（内器面）口縁部付近はナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口唇部を欠

失する。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径36.6

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径1～2m程の砂粒を少量含む。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部及びその少し下付近はハケ調整の後、

ナデ調整を施したと思われる。胴部はハケ調整を施す。（内器面）口縁部付近はナデ調整を施

す。胴部はかなり粗いへラ削りを施す。（h)その他…外器面の頚部および胴部の一部にススが

付着する。口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/3周を残す。

b－6第62図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径20.6

cm・器高不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒を含む。その他、パミス

状の混入物あり。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には指による横ナデ調整を丁寧

に施す。頚部以下はナデ調整の痕らしいものは確認出来るが、器表の風化により調整痕が不明

瞭である。（内器面）口縁部から頚部にかけてナデ調整を施す。胴部には縦方向のへラ削りを

施す。（h)その他…口縁部から胴部の最大部にかけての破片である。口縁部の約1/3周を残す。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NO60（c)大きさ…復元口径24.3

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・直径5m程もある小操を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）口縁部から頚部は丁寧なナデ調整を施す。頚部以下は薄くナデ調整の痕が

縦方向に残る。（内器面）口縁部から頚部にはナデ調整を施す。胴部には縦方向に削りの幅3

cmのへラ削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径23.9

cm・器高不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…織密・直径1～2m程の砂粒を含む。（f)焼成…
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部は丁寧なナデ調整を施す。胴部は縦横方向にナデ調

整を施す。器表には少し光沢がある。（内器面）口縁部から頚部には横ナデ調整を施す。胴部

はへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/3周を残

す。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径25.0

cm・器高不明（d)色調…淡い橿色（e)胎土…繊密・直径1皿前後の砂粒の他、パミス状の混入

物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部は横ナデ調整を丁寧に施す。

頚部以下は縦方向にハケ調整を施す。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部から胴部

にかけては横方向にへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口

縁部の1/5周を残す。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NM8（c)大きさ…復元口径26.0

cm・器高不明（d)色調…樟色（e)胎土…繊密・直径3m程の小操を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）口縁部から頚部は横ナデ調整を施す。頚部以下には縦方向にハケ調整の痕が

薄く残る。器面が荒れている。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。胴部には縦方向にへ

う削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

b－7第63図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径21.9

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径3m前後の小操を少し含むこともあるが、

比較的に良質である。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は指による横ナデ調整を施

す。頚部及びその少し下付近は横方向のハケ調整を施す。胴部には縦方向のハケ調整を施す。

全体的に調整が粗い。（内器面）口唇部から頚部はへう状工具による横方向の削りによる調整

とナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部の中央部にかけて

はほぼ完形である。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径30.7

cm・器高28.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は

横ナデ調整を施す。頚部には5条の凹線を施す。それより下方はへう削り後、ナデ調整を施す。

底面近くには、平行タタキによる整形の後にナデ調整を施したことが観察される。（内器面）

口唇部から頚部にかけてはナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。底面及びその近くは指

で強く押さえて整形している。

3（a)器種…土師器・カメ又は甑（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径

37.0cm・器高不明（d)色調…明るい赤褐色（e)胎土…繊密・直径1m前後の砂粒を含む。（f）

焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部にかけては横ナデ調整を施す。胴部はへう削

りの後、横ナデ調整を施したと思われる。（内器面）口縁部は横ナデ調整を施す。胴部は粗い
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へラ削りを施す。（h)その他…甑の把手部の欠落部と思われる刻み目が胴部の破損の端部に残

ることから甑の可能’性が強い。

b－8第64図5号住居状遺構出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NO29（c)大きさ…復元口径18.9

cm・器高不明（d)色調…樟色（e)胎土…織密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を

施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部には指頭の圧痕が一列に残る。胴部には上方

から下方に指先でナデ降ろした痕跡が残る。（h)その他…口縁部から胴部の中央部にかけての

破片である。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構恥38（c)大きさ…復元口径15.6

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

(外器面）器面荒れが激しく、調整痕の観察は困難である。（内器面）口縁部はナデ調整を施

す。胴部にはへう削りを施す。一つの削りの痕跡の幅は約2cm（7分程）である。（h)その他

…口縁部から胴部の中央部にかけての破片である。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径19.5

cm・器高11.7cm（d)色調…淡い黄色（e)胎土…繊密・直径3皿以下の砂や篠を含む。（f)焼成

…不良(9)調整…（外器面）器面が風化を激しく受けており、調整痕の観察は困難である。器

面は多孔質である。口縁部にはナデ調整、胴部にはへう削りの後ナデ調整を施したと思われる

が明らかでない。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他

…口縁部の約4/5周を残す。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NM5（c)大きさ…口径19.1cm・器

高15.3cm（d)色調…澄色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）丁寧なナデ調整

を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部はへう削りの後、指先で押さえるようにし

てナデによる整形をしている。（h)その他…口縁部から底部まで残す破片である。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NO21（c)大きさ…復元口径24.2

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・褐色の砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

(外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部はへう削りを施す。

(h)その他…口縁部の破片である。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構NO53（c)大きさ…復元口径21.8

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部はへう削りを施す。へラ削り

の幅が所々で異なり、へラの角が部分部分で押しつけられたようになっている。（h)その他…

口縁部から胴部にかけての破片である｡
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7（a)器種…土師器・カメ又は壷（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn20（c)大きさ…口径及び

器高不明・復元底径11.9cm（d)色調…澄色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）器面荒れが激しい。ナデ調整を施す。（内器面）ロクロ挽きの痕が残る。胴部の器壁の厚

さに比較して底部の厚さは薄い。（h)その他･･･底部1/4周が残る。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構恥38（c)大きさ…復元口径17.8

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂及び小操を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。胴部はへう削りを施す。

(h)その他…器壁が厚く、ぽってりとした感じを受ける。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径20.4

cm・器高17.3cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径1m程の砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部から底部にはナデ及びハケ調整を施す。

（内器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部は粗いへラ削りを施す。（h)その他…口縁部から底

部にかけての破片である。口縁部の1/3周を欠失する。

b－9第65図5号住居状遺構出土遺物（須恵器）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NO50（c)大きさ…復元口径10.6cm・

器高3.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…織密・微細な白い粒を僅かに含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底部はへう削りを施す。（内器面）ロクロ

によるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

2（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構Nnl5（c)大きさ…復元口径12.0cm・

器高3.5cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・微細な気泡が見られる。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底部はへう削りを施す。（内器面）ロクロによ

るナデ調整を施す。見込み部は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残

す。

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構恥39（c)大きさ…復元口径14.1cm・

器高4.5cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによ

るナデ調整を施す。底部はへう削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み

部は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の一部及び底部を残す。

4（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NQ27（c)大きさ…復元口径11.0cm・

器高3.5cm（d)色調…（外器面）青灰色。（内器面）灰白色（e)胎土…良好・気泡が見られ、

器面に小さい凹凸がある。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。

底部はへう削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の一部

及び底部を残す。

5（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NU47（c)大きさ…復元口径15.8cm。
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器高3.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密・微細な白い粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底部はへう削りを施す。（内器面）ロクロによる

ナデ調整を施す。（h)その他…器面は磨滅している。口縁部の1/4周、全体の約1/2を残す。

6（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn50（c)大きさ…復元口径16.7cm・

器高3.4cm（d)色調…（外器面）灰色からオリーブ色。（内器面）暗いオリーブ色（e)胎土…

繊密・直径1～2mの砂粒を含む。細かい気泡が見られる。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）ロクロによるナデ調整を施す。底部はへう削りを施す。（内器面）磨滅が激しく調整痕は

明らかでない。（h)その他…外器面には底面を除いて一面に自然紬がかかる。内器面は風化し

て剥落している。紬のかかりかたは場所によって異なる。

7（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn36（c)大きさ…口径及び器高不

明・底径11.3cm（d)色調…澄色（e)胎土…繊密・直径2～4mの砂及び小喋を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底部はへう削りを施す。（内器

面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部を欠失する。

8（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NM4．55（c)大きさ…復元口径16.8

cm・器高7.2cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・微細な白い粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底部はへう削りの後、横方向のナデ調整を施す。

(内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調整を施す。（h)その

他…完形である。

9（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn47（c)大きさ…口径13.2

cm・器高5.2cm・高台径8.9cm・高台内径7.8cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…暗い青灰色（e)胎

土…織密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内面にはへ

う削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調

整を施す。（h)その他…口縁部の一部を欠失する。

10（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn31（c)大きさ…復元口径

13.2cm・器高4.4cm・高台径9.6cm・高台内径7.6cm・高台の高さ0.9cm（d)色調…灰白色（e)胎

土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内面には粗

いへラ削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナ

デ調整を施す。（h)その他…口縁部のl/2周と底部を残す。

11（a)器種…須恵器・高台付杯（b)出土遺構…5号住居状遺構Nn29（c)大きさ…復元口径

12.4cm・器高4.3cm・高台径8.4cm・高台内径7.6cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…（外器面）青

灰色。（内器面）灰色がかった黄色（e)胎土…徹密。細かい気泡が見られる。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内面には粗いへラ削りの痕が残る。

(内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調整を施す。（h)その
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他…口縁部の1/2周と底部を残す。

12（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NM7（c)大きさ…口径及び器

高不明・高台径10.0cm・高台内径9.0cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…（外器面）灰白色。（内

器面）淡い黄燈色（e)胎土…撤密・砂粒や白い粒を含む。（f)焼成…やや甘い(9)調整…（外

器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内面はへう削りの後、粗いナデ調整を施す。（内器

面）粗いナデ調整を施す。（h)その他…底部のみの破片である。

13（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構N､45．53（c)大きさ…口径

14.4cm・器高4.4cm・高台径10.0cm・高台内径8.8cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…（外器面）

明るい赤褐色。（内器面）灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロに

よるナデ調整を施す。高台内面にはへう削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を

施す。見込み部は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の一部を欠失する。

14（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構NO35（c)大きさ…口径及び器

高不明・高台径11.4cm・高台内径10.6cm・高台の高さ1.0cm（d)色調…青灰色（e)胎土…徹

密。細かい砂粒や白い粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整

を施す。高台付け根付近は特に丁寧にロクロによるナデ調整を施す。（内器面）見込み部は粗

いナデ調整を施す。（h)その他…底部のみの破片である。

15（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号住居状遺構下層一括（c)大きさ…復元口

径10.0cm・器高3.5cm・高台径6.5cm・高台内径5.8cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…青灰色・高

台付近はオリーブ色がかった黒色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロ

によるナデ調整を施す。高台内面はへう削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。

見込み部は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

16（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…5号住居状遺構恥9（c)大きさ…復元口径14.2

cm・器高2.9cm（d)色調…灰色（e)胎土…撤密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロに

よるナデ調整を施す。頂部はへう削りを施す。（内器面）口縁部から屈曲部にかけてロクロに

よるナデ調整を施す。中央部（天井部）は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の

1/3周を残す。

17（a)器種…須恵器・無頚壷（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（‘)大きさ…復元口径13.4

cm・器高不明（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密。白い粒を含む。細かい気泡が見られる。（f）

焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/4

周を残す。

18（a)器種…須恵器・壷の口縁部（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径及び

器高不明（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによ

るナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の小片である。
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19（a)器種…須恵器・壷の底部（b)出土遺構…5号住居状遺構一括（c)大きさ…口径・器

高・胴部最大径不明（d)色調…（外器面）赤褐色。（内器面）淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼

成…やや甘い(9)調整…（外器面）平行タタキを施す。（内器面）車輪文タタキを施す。（h）

その他…底部の破片である。

6．6号住居状遺構の検出状況及び遺物

a6号住居状遺構の検出状況（第66図参照）

発掘調査時の仮の名称は6号住居杜である。打越1684番地の中央部から検出した。調査区の
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多堂の黄色土粒子を主体とし、若干の粘性
がある。色調は111層より暗い。
多埜の黄褐色土粒子を主体し、粘性があり
しまりに富む。色調は1V層より暗い。

粘性。しまりがかなり強い。VI層より暗
いo

パサつく層、111層より暗い。

V：暗黄褐色土層

VI：暗黄褐色土層

Ⅵl：暗黄褐色土層

Ⅷ：黄褐色土層

多蛍の黒色土粒子を主体とし、粘性、しま
りに欠ける。

多瞳の黒色土粒子を主体とし、粘性、しま
りに富む。多堂のカーボン、焼土粒子を混
入する。

多世の黄色土粒子を主体とし、パサつく層
多歎の黄色土粒子を主体とし、若干の粘性
がある。色調は111層より若干暗い。

I：黒褐色土層

11：暗褐色土層

111：黄褐色土層

1V：黄褐色土層

第66図6号住居状遺構
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東端から遺構を検出したため、調査区を少し東に拡げて遺構の全体を露出した。

6号住居状遺構の中央を南北に18号溝状遺構が切る。18号溝状遺構の覆土は黒褐色土であり、

他の遺構と対比すると平安時代もしくはそれ以後の遺構と思われる。

6号住居状遺構の掘り方は、黄褐色土に黒色土が混じった土層（第1I層）を切っている。こ

のことから、1号住居状遺構より新しく3号土塘や15号土塘と近い時代の遺構と推定される。

遺構検出開始当初は、平面形が長方形（2.8m×3.9m）の住居杜であろうと推定した。発掘

に当たっては、住居杜の発掘と同様に、十字に畦を残すように遺構を四分割した形に発掘区を

設定して、調査を進めた。

主体部（長方形状の掘り方部）を発掘した時点（第66図に示す第1I層を発掘した時点）で、

平らな床面を確認したところ、第66図に示すような土塘が検出された。土塘の東側壁は、主体

部の東側壁を外側に張り出す様な形に成っている。土塘が主体部のどちらかに接するか、又は、

主体部の壁を少し外側に張り出すような形に成っている点や土塘検出の過程が、1号住居状遺

構及び5号住居状遺構に類似する。

土塘の東西幅の3.3m・南北幅2.9m・遺構検出面からの深さ0.6m・主体部の床面と土塘の

床面との差0.5mを測る。

土塘の西端部に一つの柱穴を検出した。この柱穴（第66図参照）は、遺構内土層（第V・

V1．VⅢ層）を切っている。また、柱穴の周辺を第VⅢ層が取り囲む状態になっていることから、

何か筒状の物か柱状の物が存在し、それが無くなって空洞化した所に第1II層の土が流入したと

思われる。第ⅡI層の土（柱穴の埋土）は、第Ⅳ。V層の土と類似する。

長方形の掘り方（主体部）に付随するような硬化面を検出した。検出位置及び形状が、土塘

の縁辺部に残存するステップと推定される。このステップ状の遺構は、5号住居状遺構に付随

する張り出し部と同様の遺構と推定される。

土塘の床面は緩やかに波打っている。出土遺物は主に第Ⅵ層から出土した。出土遺物の多く

は床面より少し浮いていた。

b－1第67図6号住居状遺構出土遺物(土師器・紡垂車）

1（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明・底径6.5cm（d)色調…淡い黄色（e)胎土…織密・微細な砂粒と白色の粒を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。底面にはへう削りの後、ナデ調整を施す。

(内器面）へラ状工具による調整の後、ナデ調整を施す。一部に工具の痕が残る。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明・復元底径7.4cm（d)色調…横色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…ハケ状工具による調整の後、横方向にナデ調整を施す。器面にハケ目が僅かに残る。（h)そ

の他…赤色顔料を化粧掛する。
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第67図6号住居状遺構出土遺物（土師器・紡垂車）

3(a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径8.6cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛する。一部にススが付着する。

4（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明・復元底径7.4cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…横方向のナデ調整を施す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛する。

5（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…6号住居状遺構NM（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

口唇部から頚部にかけて横方向のナデ調整を施す。胴部はハケ状工具による横方向の調整を施

す。（内器面）口縁部にはハケ状工具による横方向のナデ調整を施す。胴部にはへう削りを

施す。（h)その他…外器面にススが付着する。

6‘(a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…復元口径25.0

cm・器高不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…織密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好
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第2節住居状遺構の検出状況及び遺物

(9)調整…（外器面）口唇部から頚部にかけて横方向のナデ調整を施す。頚部に乱れた沈線が廻

る。胴部にはハケ状工具による横方向の調整を施す。（内器面）口縁部にはハケ状工具による

横方向の調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…外器面の一部にススが付着する。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…6号住居状遺構11層一括（c)大きさ…口径及び器

高不明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径1m程の砂粒及び黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部以下にはへう状工具

による調整の後、横方向のナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。頚

部にはへう削りを施す。（h)その他…胴部の外器面にススが付着する。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…6号住居状遺構一括（c)大きさ…口径24.2cm・器

高不明（d)色調…（外器面）赤燈色。（内器面）燈色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物を多く

含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。頚部以下にはハケ状工具による

調整を施す。（内器面）粗いナデ調整を施す。（h)その他…内器面にススが付着する。口縁部

の1/4周を残す。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…復元口径

25.0cm・器高不明（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）鈍い燈色（e)胎土…撒密・直径1m

程の砂粒及び黒色の造岩鉱物を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部から頚

部にかけてはナデ調整を施す。頚部はハケ状工具による調整を施す。（内器面）口縁部から頚

部にかけてはやや粗いナデ調整を施す。胴部はへう削りを施し、上部にはナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部から胴部にかけてススが広い範囲に付着する。口縁部の1/4周を残す。

10（a)器種…土師器・紡垂車（b)出土遺構…6号住居状遺構Nq5（c)大きさ…直径5.0～5.3

cm・厚さ1.6cm（d)色調…灰色・部分的に淡い褐色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…

厚い土器片を擦り減らして円板状に加工して、中央に穴を開けたと見られる。一見、瓦質土器

と見誤るような器表の色を呈する。（h)その他…完形である。

b－2第68図6号住居状遺構出土遺物(須恵器）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径13.2cm・

器高3.9cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…へラ状工

具による調整の後、ナデ調整を施す。

2（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構1V層一括（c)大きさ…口径13.2cm・

器高4.2cm（d)色調…（外器面）口縁部から胴部の上部は褐色がかった灰色。（内器面）口縁

部は褐色がかった灰色・他の部分は灰白色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整

を施す。

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構NO7（c)大きさ…口径11.6cm・器高

4.2cm（d)色調…灰白色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整
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第68図6号住居状遺構出土遺物（須恵器）

、

を施す。

4（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…灰青色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施

す。（h)その他…底部の破片である。

5（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及

び器高不明・復元底径7.4cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰色（e)胎土…徹密・砂粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。高台内面にへう削りの痕が残る。

6（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及

び器高不明・復元底径7.0cm・高台内径5.4cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊

密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

7（a)器種…須恵器・高台付杯（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…口径及

び器高不明・復元底径11.6cm･高台の高さ0.3cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含
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む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

8（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…6号住居状遺構NO4（c)大きさ…口径及び器

高不明・復元底径11.6cm・高台内径9.4cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊

密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

7．7号住居状遺構の検出状況及び遺物

a7号住居状遺構の検出状況（第42図参照）

発掘調査時における仮の名称は8号住居杜である。打越1686-2番地検出の5号住居杜（カ

マド付竪穴式住居杜）の東側から当遺構を検出した。

遺構検出当初、隅丸の長方形状を呈する遺構ではなかろうかと想定した。床面を確認しなが

ら発掘を進めて、壁面の立ち上がり部を検出したところ、予想に反して、第42図に示すような

歪みのある楕円形の遺構であることが判った。

遺構の覆土は暗い褐色土である。長径3.7m・短径2.5m・遺構検出面から床面までの深さ

0.2mを測る。覆土中には、土師器・須恵器・石等を含む。遺物の多くは、床から少し浮いた

位置（約5cm）から出土する。床面はほぼ平坦であり、硬化面は見られない。

当遺構の形状は、5号住居状遣構内の土塘に類似していることから、遺構の主体部（上部）

が強く削平されて土塘の部分が残存したと推定される。以上の様に考えると、5号住居状遺構

と同様に貯蔵を目的とした遺構であろう。

b－1第69図7号住居状遺構出土遺物(土師器・砥石）

1（a)器種…土師器・杯（b)出土遺構…7号住居状遺構NO10（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を僅かに含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ

調整を施す。底部にはへう切りの痕が残る。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部

を欠失する。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…7号住居状遺構NO25（c)大きさ…復元口径14.1cm・

器高3.5cm（d)色調…燈色（e)胎土･･･織密・直径2～3m程の小操や微細な鉱物粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

3（a)器種…土師器・盤又は高杯の脚部（b)出土遺構…7号住居状遺構NO10（c)大きさ…裾

部径14.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・微細な鉱物粒や白い粒を多く含む。（f)焼成･･･良

好(9)調整…内外器面ともにナデ調整を施す。（h)その他…脚部の裾の1/4周を残す。

4（a)器種…土師器・盤又は高坪の脚部（b)出土遺構…7号住居状遺構NnlO（c)大きさ…脚

の付け根の部分の径5.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径1m程の砂粒や微細な鉱物粒及

び白い粒を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともに横方向のナデ調整を施す。

(h)その他…脚部の付け根のみの破片である。器表にひび割れが走る。このひび割れは粘土を接
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合した位置であることがよく判る。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…7号住居状遺構恥26（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナデ

調整を施す。（内器面）口縁部は横ナデ調整を施す。頚部以下は縦方向のナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部の破片である。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…7号住居状遺構NO11（c)大きさ…復元口径21.0

cm・器高不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・鉱物粒（白色・黒色）を含む。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施す。（内器面）口縁部は横ナデ調整を施す。頚部以

下はへう削りの後、横ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…7号住居状遺構一括（c)大きさ…復元口径25.2

cm・器高不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・直径1～2mの砂粒を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…（外器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部から胴部にかけてはハケ調整を施

す。頚部にはハケ調整の後、ナデ調整を施す。部位によっては調整痕が明らかでない所もある。

（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部以下にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部

の1/3周を残す。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…7号住居状遺構NO9（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…黄燈色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒や鉱物粒を多く含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部から胴部にかけてはハケ調整を施す。

（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部以下はへう削りの後ナデ調整を施す。（h)その

他…口縁部の破片である。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…7号住居状遺構Nq6（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径1～2m程の砂粒や鉱物粒を多く含む。（f)焼成…良

好(9)調整…（外器面）口縁部には粗いナデ調整を施す。頚部から胴部にかけてはハケ調整を

施す。（内器面）口縁部には粗いナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口

縁部の破片である。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…7号住居状遺構上面一括（c)大きさ…口径及び器

高不明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径2～3m程の小操や微細な鉱物粒を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部から胴部にかけてはハケ調

整を施した後にナデ調整を施す。（内器面）口縁部には粗いナデ調整を施す。胴部にはへう削

りを施した後に粗いナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

11（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…7号住居状遺構NO11（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・直径1～2m程の砂粒や微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施す。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。胴部
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にはへう削りを施した後に粗いナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

12（a)器種…土師器・甑の把手（b)出土遺構…7号住居状遺構Nn6（c)大きさ…口径及び器

高不明（d)色調…燈色（e)胎土…やや粗い。直径1～4m程の砂粒や操及び鉱物粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）へラ削りを施す。（h)その他

…把手の部分のみを残す。

13（a)器種…砂岩・作業台又は砥石（b)出土遺構…7号住居状遺構恥18（c)大きさ…残存す

る長さ12.9cm・幅15.5cm・厚さ2.7cm（h)その他…平たい板状の石であり、表面が滑らかであ

る。

b－20第70図7号住居状遺構出土遺物（須恵器）

1（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…7号住居状遺構Nnl2（c)大きさ…最大口径

14.0cm・最小口径12.0cm・器高4.4cm・高台径9.8cm・高台内径9.0cm・高台の高さ0.5cm（d)色

調…灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。

高台内面には回転へラ削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部に

は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…正円の口縁部の一方を押さえることにより口縁部

を歪ませて、小さな片口を造り出している。口縁部の1/3周を欠失する。

2（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…7号住居状遺構上面一括（c)大きさ…復元口

径16.0cm・器高4.2cm・高台径12,4cm・高台内径11.4cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰白色

(e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内面に
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は回転へラ削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向

のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を欠失する。

3（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…7号住居状遺構NO5（c)大きさ…復元口径14.4

cm・器高1.2cm（d)色調…黄色がかった灰色（e)胎土…織密・直径3m程度の操を僅かに含

む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。中央部は回転へラ削

りを施し、部分的にナデ調整を施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…

口縁部の1/2周を欠失する。

4（a)器種…須恵器・杯の蓋（b)出土遺構…7号住居状遺構Nnl7（c)大きさ…復元口径14.4

cm・器高2.0cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・微細な白色の粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）粗いナデ調整を施す。中央部は回転へラ削りを施し、部分的にナデ調整を

施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。中心部には不定方向のナデ調整を施す。（h)そ

の他…口縁部の1/2周を欠失する。

5（a)器種…須恵器・壷（b)出土遺構…7号住居状遺構上面一括（c)大きさ…胴部最大径

14.0cm（d)色調…（外器面）灰白色。（内器面）明るい赤褐色（e)胎土…繊密・微細な白色の

粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナデ調整を施す。（h)その

他…肩部に2条の沈線を施す。胴部の破片である。

第3節掘建柱建物遺構

当遺跡から4基の掘建柱建物遺構（1687番地から2棟・1686－1番地から2棟）を検出した。

これ等4棟の掘建柱建物遺構の検出過程は、他の遺構の検出過程と類似していることから、新

|日の2期に分けることが出来る。特に、1号掘建柱建物遺構は1687番地の第1I層を剥ぎ取るこ

とによって、遺構の存在を明らかにすることができた。このことは、236番地検出の1号住居

状遺構の検出過程と極めて類似する。

検出過程から、4基の掘建柱建物遺構の中で、1号掘建柱建物遺構が一番旧く、1号住居状

遺構の年代と近いと推定される。以下、各掘建柱建物遺構の検出状態について述べる。

1．1号掘建柱建物遺構（第71．95図参照）

31号溝状遺構（道路遺構）の東側から検出した。3間×2間の掘建柱建物遺構であり、棟の

方向は南北である。柱穴を初めて確認し、掘建柱建物遺構の存在を知るきっかけとなったのは

土層を確認する為に試掘したところ柱穴（P－4）を偶然検出したことによる。この柱穴は第

1I層よりも下の層から掘り込まれていた。そのため､急遼､第1I層を剥ぎ取り、遺構の確認作業
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を行った。この作業によって、1号掘建柱建物遺構及び2号掘建柱建物遺構を検出した。

柱穴（掘建柱の掘り方）の平面形は楕円形である。柱穴の長径1.1～0.7m・短径0.7～0.5

m・柱痕跡の径0.3～0.8m・遺構検出面から柱穴の底面までの深さ0.4～0.6mを測る。

柱穴の切り合いの様子から見て、少なくとも2回は柱穴の掘り替え（建て替え）が行われて

いると思われる。また、柱痕跡が余りに大きいのは、2つの柱痕跡が重なっているからであろ

うと思われる。柱穴P－1・P－10の柱痕跡からすると、当掘建柱建物遺構の柱の直径は30～

45cm（1尺～1尺5寸）程度と推定される。

柱と柱との間隔を調べるために柱痕跡の実測図上に1尺（30cm）の方眼を引くと、桁の方向

に7尺間隔で3間・梁の方向に6尺間隔で2間の間隔で柱痕跡が並ぶことがわかる。ところで、

先に柱の大きさ（直径）は1尺から1尺5寸と推定した。このことから、柱と柱の間隔を推定

すると、6尺3寸～6尺5寸と推定される。以上のことから当建物遺構の大きさは、南北3間

(0.3m×6.5×3）・東西2問（0.3m×6.5×2）・面積6坪と推定した。

柱穴の中の土は強く突き固められていて、その中から土師器の小片（坪）が出土した。

遺構検出過程の所で述べたように、当遺構は第1I層よりも下から検出したことから、遺構の

年代は2号掘建柱建物遺構・1号住居状遺構・27号溝状遺構等と近い年代と推定される。

2．2号掘建柱建物遺構（第72図参照）

1号掘建柱建物遺構の北側の隣接した位置から検出した。遺構の検出過程は1号掘建柱建物

遺構の所で述べたのと同様である。1号掘建柱建物遺構の棟の方向は南北であるのに対し、当

遺構の棟の方向は東西になっている。

柱穴の並び方は少し千鳥になっていて、対応する柱と柱を結ぶ線と線が直角に交わらない。

このことから、2号掘建柱建物遺構は柱・梁・桁を膳を用いてきちんと組み合わせた建物では

なく、柱・張り・桁を縄又は葛等を用いて縛りつけて建てた小屋のような建物と推定される。

柱穴は円形である。柱穴の直径0.3～0.6m・遺構検出面から底面までの深さ0.3～0.5mを測

る。柱と柱の間隔を1号掘建柱建物遺構の所で述べた同じ方法で測ると、桁の方向は6尺間隔

で3間（0.3m×6×3）・梁の方向は7尺5寸間隔で2間（15尺・0.3m×15）・面積7坪半の

建物と推定される。

先に述べたように、当遺構の構築年代は遺構検出過程から、隣接の1号掘建柱建物遺構・1

号住居状遺構・27号溝状遺構等と近いと推定される。

3．3号掘建柱建物遺構（第73図参照）

1686－1番地検出の6号住居社（カマド付竪穴式住居杜）の東側に隣接して、7基の柱穴か

らなる柱穴群を検出した。柱穴の並びを見ると、P－1とP－3の間にP－2が存在するが、
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一方P－9とP－5の間には柱穴がない。このことから、北の方（調査区域外）にもう1間程

延びると推定されるので、当遺構は南北3間（推定）・東西2間・棟の方向は南北（推定）の

掘建柱建物遺構と思われる。

柱穴の平面形はほぼ円形である。柱穴の直径0.5～0.8m・遺構検出面から底面までの深さ

0.4～0.7m・柱痕跡の直径25～60cmを測る。

柱穴の中の士（柱痕跡周辺の土）は強く突き固められている。

1号。2号掘建柱建物遺構の所で行った方法で柱と柱の間隔を推定すると、桁の方向の間隔
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は6尺・梁の方向の間隔は6尺である。柱痕跡から見た柱と柱との推定される間隔と柱痕跡の

直径及び柱穴の並び方から推定すると1間は6尺（0.3m×6）から6尺3寸（0.3m×6.3）

と思われる。以上のことから当遺構の大きさは、南北3問（0.3m×6.3×3）・東西2間（0.3

m×6．3×2）・面積6坪と推定した。

当遺構は隣接した位置から検出した6号住居杜と同じ調査過程で検出したことから、両遺構

の構築年代は互いに近いと思われる。

4．4号掘建柱建物遺構（第46図参照）

6号住居杜の周辺部から柱穴群を検出した。この柱穴群の中で互に対応する柱穴を検出出来

なかった。しかし、おそらく4号掘建柱建物遺構が存在したと推定される。

第4節土壌

調査区全域から30基を越える数の土塘を検出した。これ等の遺構は、貯蔵穴．炭焼き窯と思

われる遺構・遺構の性格が未詳の土穴（つちあな）等種々様々である。また、遺構が造られた

と推定される時代も、縄文時代から現代までである。このように、性格も時代も異なる遺構で

あるが、大地に穴（つちあな）があることを見出して、これを当調査においては「土塘」と呼

ぶこととした。本来、「土壌」と言うのは「墓穴」を指し示すと考えられる。その意味からす

ると本報告書において此処に示す遺構を「土塘」と呼ぶのは適切でないかもしれないが、適当

な言葉が思い当たらないので、単に「つちあな（土穴)」と言う意味で「どこう（土塘)」と呼

ぶこととする。

出土遺物は、第5節溝状遺構出土の遺物と取りまとめて、出土した地番ごとに第5節におい

て述べる。

1．1号土塘（第74図参照）

発掘調査時の仮の名称も同じく1号土塘である。遺構の平面形は隅丸の長方形状を呈し、左

右の中央部が把手状に対応する形で突出する。長辺の長さ1.4～1.5m・幅0.7～0.9m・遺構検

出面から床面までの深さ0.3m未満を測る。

遺構内には木炭及び木灰が充満する。床面は少し波打つ。床及び壁面は、焼けて赤変してい

る部分が見られる。遺構検出面は、第''層（黄色土に黒色土が混じった土）の上面である。当

遺構はこの層を切る。

遺構内出土遺物は、上記の木炭・木灰の他に、土師器の小片（器種不明）が出土した。
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

2．2号土壌（第74図参照）

発掘調査時の仮の名称も2号土塘である。遺構の平面形は小判状を呈し、長径1.0m・短径

0.7m・遺構検出面から床面までの深さ0.2～0.3mを測る。床面の断面形は、碗状を呈する。

遺構内には、1号土塘と同様に、多量の木炭が詰まった状態で出土する。その中から、土師

器の小片が出土する。

遺構検出状態は、1号土塘と同様に、第1I層を切る。このことから、遺構の年代も両者は近

いと推定される。

3．3号土塘（第74図参照）

発掘調査時の仮の名称も3号土塘である。遺構の平面形は船形状を呈する。長軸は、ほぼ北

西方向に延びる。

長軸方向の長さ5.3m・最大幅1.9m・遺構検出面から床面までの深さ0.2mを測る。

遺構の検出状態及び覆土は、1号・2号土塘と極めて類似する。遺構内には木炭と木灰が

ぎっしりと詰まっている。また、底面及び壁面が焼けて赤変している部分が見られる。

遺構内からの出土遺物は、木炭・木灰の他は、土師器の細片（器種不明）である。

4．4号土塘（第74図参照）

発掘調査時の仮の名称も4号土塘である。遺構の平面形はハート形状を呈する。底面は平坦

である。長軸は、ほぼ北西方向に延びる。

最大の長さ0.8m・最大の幅0.6m・遺構検出面から底面までの深さ0.1m未満を測る。遺構

内の覆土は黒色土である。遺構の検出状況は1号～3号土塘と類似する。

5．5号土壌（第74図参照）

発掘調査時の仮の名称も5号土墳である。遺構の平面形は卵形状を呈する。底面は少し傾斜

している。遺構内の覆土は黒色である。遺構の検出状態は、1号～4号土塘と類似する。

長径1.7m・短径1.1m・遺構検出面から底面までの深さ0.1m未満を測る。

遺構内出土遺物は、須恵器・縄文土器の破片が出土した。また、遺構周辺から須恵器・土師

器が出土した。

6”6号土壌（第75図参照）

発掘調査時の仮の名称も6号土塘である。遺構の平面形は、少し歪んだ船形状を呈する。遺

構の形状及び検出状況は、3号土塘に類似する。長軸は、北北東方向に延びる。

長軸の長さ3.3m・最大幅1.3m・遺構検出面から床面までの深さ0.2m未満を測る。

遺構内の覆土は、上下二層に分けられる。上層は木炭及び木灰が堆積している。特に、草本

類の炭化した物（イネ科植物？・カヤの類と思われる）が目を引く。下層は褐色土に炭素粒が

混じった土である。

遺構内出土遺物は、須恵器・土師器がある。
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

7．7号土壌（第75図参照）

発掘調査時の仮の名称も7号土墳である。遺構の平面形は不定形で細長い。遺構検出開始時

においては、東西に走る溝遺構の一部ではないかと思われたが、そうではなかった。

遺構の東西の長さ3.1m・南北の幅0.7m・遺構検出面から底面までの深さ0.1mを測る。遺

構内の覆土は黒色土である。遺構の検出状況は、1号～6号土塘と類似する。

遺構内出土遺物は、須恵器片がある。

8．8号土壌（第51図参照）

発掘調査時の仮の名称も8号土塘である。3号住居状遺構の北側から検出した。遺構の平面

形は、少し歪んだ円形である。遺構の直径1.2m・遺構検出面から底面までの深さ0.2m未満を

測る。遺構内の覆土は褐色土である。覆土の色は9号土塘と類似する。遺構中から土器は出土

しなかった。

当遺構の覆土の色が1号～7号土壌の覆土の色と明らかに異なることから、8号土塘と1号

～7号土塘との間に時代的な差異があることは明らかである。ところで、遺構内から遺物を検

出出来なかったので遺構の構築の時代は明確ではないが、9号土塘と時間的に近い時代の遺構

と推定される。

9．9号土壌（第52図参照）

発掘調査時の仮の名称は15号土塘である。2号住居状遺構の北側に隣接して、当遺構を検出

した。遺構の平面形は、歪な楕円形状を呈する。底面は比較的に平坦である。

遺構の長径2.4m・短径1.7m・遺構検出面から底面までの深さ0.1m未満を測る。覆土は褐

色土である。出土遺物は、土師器・須恵器の小片が少量出土した。

10.10号土墳(第52図参照）

第Ⅲ章第1節を参照のこと。

11.12号土壌（第76図参照）

11号土塘（風倒木の痕跡）と13号土塘の間に位置する。遺構の平面形は、東西に長い歪な長

方形である。壁の長さを北側から右廻りに列挙すると、2．1，．1．1，．2．1m・1.6mを測る。

遺構検出面から底面までの深さは、0.2mである。底面はほぼ平坦である。

遺構の中心部を2基の柱穴（P－1．P－2）によって切られている。これ等の柱穴の覆土

中には須恵器を含む。12号土塘の覆土は暗褐色土である。当遺構の覆土には黒色磨研系の土器

片（縄文時代後期～晩期）を含む。

出土遺物は縄文土器片のみであることから、当遺構は縄文時代の遺構の可能性があると推定

されがちであるが、遺構内の覆土を他の遺構と比較してみると、即座にそれを肯定し難い。遺

構の時期は未詳である。

12．13号土塘
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

第1Ⅱ章第1節参照のこと。

13.14号土塘（第76図参照）

12号土塘の西側（3号土壌の北側）から検出した。遺構の平面形はほぼ円形であり、遺構の

検出面から底面までの深さは浅く、フライパン状を呈する。遺構の直径1.1m・遺構検出面か

ら床面までの深さ0.1m未満を測る。

覆土は暗褐色土である。遺構内から遺物は検出出来なかった。ところで、遺構の縁部から須

恵器が出土した。しかし、この須恵器が当遺構に伴う遺物であると云う確証はない。その訳は、

当遺構を検出した面（第二層の上面）から各時代（縄文時代～平安時代）の遺物が出土するか

らである。

14.15号土塘（第77図参照）

発掘調査時の仮の名称も15号土壌である。遺構の平面形は、草鮭状を呈する。底面は平滑で

あり、北西側が少し高くなるように傾斜する。床面から1基の小さい柱穴（直径0.1m）を検出

した。この柱穴は断面の様子から杭の痕跡と思われる。遺構の長軸はほぼ北西方向に延びる。

長軸方向の長さ4.6m・短軸方向の長さ1.6m・遺構検出面から床面までの深さ0.2mを測る。

当遺構は第1I層（黄褐色土と黒色土の混じった土）を切っている。このことは、3号土塘の

遺構検出状況と極めて類似する。

遺構内の覆土は、上下二層に分かれる。上層は暗褐色土に木炭が混じる層であり、下層は木

炭の層である。床面上からは木炭が交互に積み重ねたような状態で出土した。木炭の並びを見

ると、長軸方向に木材を並べて置き、それに交差するように木材を交互に積み重ねて置いたも

のが蒸し焼きになったと推定される状態である。木材の直径は5～15cmである。

遺構内出土遺物は、土師器の小片（器種不明）である。

遺構の検出状況及び出土遺物は3号土塘と極めて類似することから、遺構の構築年代及び使

用目的も同じと推定される。

当遺構から多量の木炭が出土する点と遺構の周辺部の土中から多量の炭素粒が出土すること

から、当遺構は炭焼き窯の跡の可能性が極めて強い。

15.16号土壌（第77図参照）

発掘調査時の仮の名称も16号土壌である。遺構の一部は他の遺構（溝遺構？・撹乱あり）に

よって切り取られている｡

床面は、西側が浅く、東側は強く掘り込まれて2段になっている。浅い方は平坦であり、遺

構検出面からの深さが0.1m未満である。深い方は、遺構検出面からの深さ0.4m未満である。

覆土は二層になっており、深い方に黒色土に明褐色土混じりの土が堆積し、その上に、黒色

土が遺構全体を被っている。この黒色土（第1I層）は、発掘調査時において、平安時代の遺構

であろうと推定した他の遺構の覆土と類似する。
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

遺構からの出土遺物は、土師器・須恵器である。

16.17号土壌（第77図参照）

6号住居社の西側から検出した。平面形は洋梨状を呈する。底面は少し波打つ。長軸は北東

方向に延びる。長軸方向の長さ2.5m・短軸方向の長さ1.6m・遺構検出面から床面までの深さ

0.3m未満を測る。

覆土は黄褐色土であり、若干粘性をもつ。遺構内からの遺物の出土は見られなかった。この

ため、遺構の時期は、未詳である。

17.18号土塘（第78図参照）

発掘調査時の仮の名称は1号土塘である。平面形は隅丸の長方形である。底面の縦断面の形

状は、洋式の浴槽状を呈する。

遺構の長さ2.9m・幅1.2m・遺構検出面から底面までの深さ0.4mを測る。

覆土は黒色土であり、その中に土師器・須恵器の小片を含む。床面の直上からも土師器片が

出土する。

18.19号土壌（第78図参照）

発掘調査時の仮の名称は2号土塘である。平面形は細長い洋梨状を呈する。底面の縦断面の

形は、隣接する'8号土塘に類似していて、洋式の浴槽状を呈する。

遺構の長さ2.8m・幅1.5m・遺構検出面から底面までの深さ0.4m強を測る。覆土は黒色土

であり、その中に須恵器片・土師器片を含む。

19.20号土塘（第78図参照）

発掘調査時の仮の名称は3号土塘である。平面形は歪んだ長方形である。底面は少し波打っ

ていて、南方へ傾斜する。東側半分は21号土塘によって切り取られていることから、遺構の幅

は明らかでない。

遺構の長さ2.3m・遺構検出面から底面までの深さ0.2mを測る。畑地の削平状況からすると、

本来の遺構の深さは0.5m以上はあったと推定される。

覆土は黒色土であり、その中に土師器片が含まれる。覆土の色及び出土遺物から、南北に並

ぶ3基の土塘（18号。19号。20号）の年代は極めて近接していると推定される。

20.21号土壌(第78図参照）

20号土塘の東半分を切っている。当遣構内からは、未だ腐敗があまり進んでいない籾殻や藁

が出土した。このことから、薩摩芋を保存するための貯蔵穴(イモ穴)であると思われる。

以上の点から、当遺構は最近の芋穴と判断した。

21.22号土塘（第78図参照）

平面形は東西に長い長方形である。底面はほぼ平坦である。遺構の東西の幅,､8m・南北の

幅1.2m・遺構検出面から底面までの深さ0.1m弱を測る。
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

遺構内には、木炭及び木灰が詰まっている。底面はうっすらと赤変していることから、火を

受けたことは明らかである。遺構検出面は第1I層（耕作土の下の層・黄褐色土に黒色土が混

じった土）であり、この層を当遺構は切っている。

遺構内出土遺物は、土師器の細片（器種不明）である。

22.23号土壌（第78図参照）

平面形は細長い長方形である。長軸は北東方向に延びる。遺構の長さ1.8m未満・幅0.6m・

遺構検出面から底面までの深さ0.1m未満を測る。

覆土は、木炭と木灰が黄褐色土に混じった状態である。出土遺物は土師器の細片が少量ある

のみである。

遺構及び遺物の検出状態が22号土塘に類似することから、両遺構の年代は互いに近いと推定

される。

23.24号土塘（第4．5図参照）

平面形は円形である。1683－1番地と1682番地の境界近くから検出した。遺構の最大径2.0

m・最小径1.8m・遺構検出面から底面までの深さ0.2～0.3mを測る。

当遺構は'1号溝状遺構と切り合っている。両者の覆土は類似する。切り合いの上下関係は明

らかではない。土壌内からの出土遺物はない。しかし、’'号溝状遺構からは江戸時代後期から

明治時代初期の磁器が出土するので、遺構の年代はそれらの遺物が示す時代と推定される。

24.25号土塘（第4．5図参照）

11号。12号溝状遺構を切る遺構を検出した。遺構の平面形は2つの円形の遺構形が切り合っ

たような形をしているが一つの遺構である。内部は少し袋状に裾が広がっている所がある。

遺構の東西幅1.4m・南北幅1.0m・遺構検出面から底面までの深さ0.7m・’2号溝状遺構の

底面から当遺構の底面までの深さ0.4mを測る。

当遺構は11号溝状遺構を切ることから、明治時代の遺構であると思われる。

25．26．27号土壌（第79図参照）

27号土塘は、26号土壌を切る遺構である。平面形は靴底状の形状を呈する。遺構の長軸は北

西方向に延びる。長軸方向の長さ4.3m・幅1.7m・遺構検出面からの深さ0.1mを測る。

覆土は黒褐色土である。覆土中に炭素粒を含み、粘性と締まりに富む。出土遺物は土師器の

細片（器種不明）が少量あるのみである。

覆土及び出土遺物を他の遺構と比較すると、打越遺跡検出の遺構の中では新しい時代の遺構

（平安時代頃）と推定される。

26号土塘は掘り込み面が27号土壌に切られている。26号土壌の底面は平坦である。平面形は、

ほぼ円形？を呈する。遺構の年代は不詳であるが、縄文時代の可能性が強い。第ⅡI章第1節を

参照されたい。
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26.28号土壌（第79図参照）

3号・4号住居杜（弥生時代の竪穴式住居靴）の南東側（21号溝状遺構の西側）から検出し

た。平面形は長楕円形状を呈する。遺構の長径1.5m・短径0.6m，遺構検出面から底面までの

深さ0.1mを測る。

覆土は黒褐色土であり、炭素粒子を含み、粘性及び締まりに富む。覆土の様子は27号土塘に

極めて類似する。遺構内から遺物は出土しなかった。しかし、遺構の北側（0.2～0.3m）から

坪（土師器）が出土した。恐らく、遺物の検出位置及び遺構と当遺物の検出面の関係を考える

と、この坪が示す年代と遺構の年代とは近いと推定される。

27.29号土壌（第Ⅳ章第1節参照）

弥生時代の住居杜との関係で第IV章第1節に示す。参照されたい。

28.31号土壌（第78図参照）

237番地と1684番地の境界となっている農道の東側から遺構を検出した。平面形は釣り鐘状

を呈する。主軸の方向はほぼ東西である。

遺構の主軸方向の長さ2.2m・幅1.5m・遺構検出面から底面までの深さ0.1mを測る。覆土

は暗褐色土である。遺構内出土遺物はない。そのため、遺構の年代は未詳である。
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第5節溝状遺構及びその周辺の出土遣物

発掘調査区域全域から帯状に延びる遺構を検出して、これを「溝状遺構」と名付けた。この

溝状遺構と名付けた遺構の大部分は、「溝遺構」であるが、その他に、「道路遺構」がある。ま

た、本来道路遺構と思われるが排水路としての機能を持っていたと推定される遺構もある。こ

れ等の遺構の数は、30本を越える。勿論、各遺構ごとに数度の掘り替えが行われている遺構も

ある。

溝状遺構が使用された時代も、奈良時代～江戸時代末（又は明治時代初め頃）まで、種々

様々である。

特に注目されるのは、1687番地の東側（1686-1番地との境界付近）から検出した「27号溝

状遺構（溝遺構)」である。この遺構から、多数の土師器・須恵器が出土した。

以下、各遺構毎に、遺構の検出状況及び出土遺物について述べる。

1.235番地検出の溝状遺構及び周辺の出土遺物

①溝状遺構の検出状況

a－11号溝状遺構

235番地の東側の農道に沿って延びる溝遺構である。発掘当初、検出位置から畑の排水路の

ように見えたが、耕作土の深さに対して溝の深さや覆土の様子からそのようには考えられない。

遺構検出面から底面までの深さ0.1m・幅0.6m未満を測る。覆土は暗褐色を呈する。出土遺

物は、土師器・須恵器・縄文土器・操等である。

遺構の年代は明らかでないが、覆土の様子からすると平安時代又はそれ以後（中世頃）であ

ろうと推定される。

a－22号溝状遺構

溝遺構である。2号溝状遺構の掘り替えをしたのが1号溝状遺構と推定される。当遺構は切

れ切れに成っており、遺構検出面から底面までの深さは0.1m以下である。幅は0.6m未満を測

る。

覆土及び出土遺物は、先述の1号溝状遺構と類似する。遺構の年代も同遺構と近い年代と推

定される。

a－33号溝状遺構

235番地の調査区の中央部を南北（4号住居状遺構と3号土塘との間）に走る溝遺構である。

溝の南端部は掘り替え（4号溝状遺構によって切られている）が行われている。

溝の幅0.4～0.8m・遺構検出面から底面までの深さ0.1m未満を測る。覆土は黒色土である。

-148-



第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

出土遺物は土師器・須恵器の小片である。

遺構検出面の様子からすると、235番地の畑は数筆の畑を合筆して一筆にしたと思われる。

もし、そうであるならば、畑の境界にある排水路の可能性が考えられる。

遺構の年代は、明らかでないが、覆土の様子から推定すると1号・2号溝状遺構より先行す

ると思われる。

a－44号溝状遺構

上述の3号溝状遺構（溝遺構）を掘り替えた溝遺構である。当遺構は、5号・6号溝状遺構

を切る。また、東西に走る8号溝状遺構と「T」字状に繋がる。このことから、8号溝状遺構

と当遺構は一連の遺構であることがわかる。

遺構検出面から底面までの深さ0.1m強・幅0.6～1.3mを測る。覆土は黒色を呈する。この

覆土は平安時代頃と推定した他の遺構の覆土に類似する。

出土遺物は土師器・須恵器である。

a－55号溝状遺構

6号・7号土塘の南側に近接する東西に走る遺構である。当遺構は6号溝状遺構を拡充する

かのように切っている。その上また、7号溝状遺構も切っている。しかし、4号溝状遺構から

は逆に切られている。

遺構検出面から底面までの深さ0.3～0.5m・幅0.6～1.0mを測る。遺物は底面から少し浮い

た状態（0.1～0.2m）で出土する例が多い。遺物は土師器・須恵器である。

覆土は2層に分けられる。上層は黒色土である。下層は褐色土であり、溝が掘られた直後に

流れ込んだと思われる薄い土層（厚さ5cm未満）である。

遺構の年代は、6号・7号土塘とさほどのひらきがないと思われる。

a－66号溝状遺構

先にも述べたように、5号溝状遺構に先行する溝遺構である。遺構検出面から底面までの深

さ0.2m・幅0.6mを測る。

覆土及び出土遺物は5号溝状遺構と類似する。

a－77号溝状遺構

5号溝状遺構の南側に沿って走る溝遺構である。当遺構は4号・8号溝状遺構（溝遺構）に

よって切られている。当遺構を掘り替えたのが8号溝状遺構と推定される。

遺構検出面から底面までの深さ0.1～0.2mを測る◎幅は狭い所で0.5mを測り、広い所は先

述の遺構によって切られているので明らかでない。

覆土は黒色である。出土遺物は土師器・須恵器である。

a－88号溝状遺構

先に述べたように、4号溝状遺構（溝遺構）と一連の遺構であり、東西に走る溝遺構である。
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遺構を検出した位置が畑の境界近くであることから、遺構の半分は縦割りにされて欠失する。

覆土及び出土遺物は4号溝状遺構と類似する。

②出土遺物

b－1第80図打越235番地出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…1号溝状遺構Nn5（c)大きさ…復元口径38.0cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・小操や砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…内外器面ともナデ調整を施す。内器面の頚部から胴部にかけては粗いナデ調整であ

る。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/6周を残す。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号溝状遺構Nn5（c)大きさ…復元口径37.0cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径1～4m程の小篠や砂粒及び微細な造岩鉱物を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部にかけてナデ調整を施す。胴部に

はナデ調整を施す。（内器面）口縁部から頚部にかけてナデ調整を施す。胴部はへう削りの後

ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/5周を残す。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号溝状遺構Nq3（c)大きさ…復元口径16.6cm・

器高不明（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）淡い黄燈色（e)胎土…やや粗い。直径1皿程

の造岩鉱物を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には横方向のナデ調整を

施す。胴部にはハケ状工具による調整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。

胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部に指頭圧痕が残る。口縁部にススが付着する。

口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/6周を残す。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号溝状遺構NO2（c)大きさ…復元口径20.5cm・

器高不明（d)色調…燈色（e)胎士…繊密・微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

(外器面）口縁部から頚部にかけて横方向のナデ調整を施す。胴部にはハケ状工具による調整

を施す。（内器面）横方向のナデ調整を施す。胴部にはやや粗いナデ調整を施す。（h)その他

…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/6周を残す。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号溝状遺構Nn9（c)大きさ…復元口径16.6cm・

器高不明（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）灰色がかった黄色（e)胎土…やや粗い。砂粒

と微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）

口縁部にはナデ調整を施す。胴部には粗いへラ削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にか

けての破片である。口縁部のl/6周を残す。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号溝状遺構NO3（c)大きさ…復元口径20.0cm・

器高不明（d)色調…（外器面）赤燈色。（内器面）暗い赤褐色（e)胎土…撤密・砂粒と造岩鉱

物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。胴部に

は粗いナデ調整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。胴部にはへう削りを
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施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/6周を残す。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…試掘溝の西側NO4（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…（外器面）燈色．頚部は淡い燈色。（内器面）橿色（e)胎土…繊密・白色の粒子を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。胴部にはハケ

状の工具による調整後、ナデ調整を施す。（内器面）口縁部には縦方向のナデ調整を施す。胴

部にはへう削りの後、縦方向のナデ調整を施す。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号土塘の東側NO9（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…鈍い黄燈色（e)胎土…織密・砂粒及び黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）口縁部には丁寧な横方向のナデ調整を施す。胴部には指による縦方向のナ

デ調整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。胴部には斜め方向のナデ調整

を施す。（h)その他…頚部付近にススが付着する。口縁部の1/5周を残す。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号土塘の東側Nn5（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…澄色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…器面の荒れが激し

い。ナデ調整が施されていたと思われる。（h)その他…内外器面に赤色顔料を化粧掛していた

と推定される。口縁部の1/6周を残す。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…5号土塘の東側Nn7（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…黄燈色（e)胎土…織密であるが、やや軽い感じを受ける。白色の微粒子を多く含

む。（f)焼成…良好(9)調整…器面の荒れが激しいので調整痕の観察が困難である。口縁部に

は丁寧なナデ調整を施したと思われる。当遺物の下端部にタタキによる整形痕らしい痕があ

る。（h)その他…内外器面に赤色顔料を化粧掛していたと推定される。口縁部の1/6周を残す。

11（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…試掘溝の西側NO1（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…（外器面）燈色。（内器面）淡い黄燈色（e)胎土…やや粗い（f)焼成…良好(9)調整

…口唇部から頚部にかけては横方向のナデ調整を施す。胴部にはハケ状の工具による調整を施

す。（内器面）口縁部から頚部には横方向のナデ調整を施す。胴部には粗いへラ削りを施す。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…4号溝状遺構NnlO（c)大きさ…復元口径21.8cm・

器高不明（d)色調…淡い樟色（e)胎土…繊密・直径1～3mほどの砂粒と微細な造岩鉱物を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…ハケ状工具による調整の後、横方向のナデ調整を施す。（h)その

他…口縁部の破片である。口縁部の1/6周を残す。

b－2第81図打越235番地出土遺物（須恵器）

1（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…3号溝状遺構の東側Nnl9（c)大きさ…口径及

び器高不明・復元高台径9.0cm・高台内径7.8cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…（外器面）黄色

がかった灰色。（内器面）灰色がかった黄色（e)胎土…やや粗い。気泡が見られる。黒色の造

岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内面
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第81図打越235番地出土遺物（須恵器）
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には回転へラ切り痕が残る。（内器面）不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…外器面には

自然粕がかかる。高台部の1/3周を残す。

2（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…5号溝状遺構の西側NQ3（c)大きさ…口径及

び器高不明・復元高台径8.5cm・高台内径7.2cm・高台の高さ0.3cln（d)色調…緑がかった灰色

(e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナデ調整を施す。高台内

面にはへう切りの痕が残る。（h)その他…見込み部に指頭圧痕が残る。高台部の1/3周を残す。

3（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径12.6cln・器高

4.8cm・高台径8.8cm・高台内径8.2cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰青色（e)胎土…良好（f）

焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナデ調整を施す。高台内面には回転へラ切

りの痕が残る。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…3号土壌の西側Nn5（c)大きさ…復元口径

12.6cm・器高4.0cm・復元高台径7.4cm・高台内径6.2cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…（外器

面）黄色がかった灰色を呈するが、高台付近はやや赤みを帯びる。。（内器面）淡い黄色（e）

胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内面には

へう切りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には指によるナデ調

整を施す。（h)その他…外器面に薄く自然紬がかかる。口縁部から底部にかけての破片である。

口縁部の一部と高台部の1/2周を残す。

5（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・高台径11.0cm・高台内径9.6cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰色がかった黄色（e)胎土…

繊密・白色の微粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を

施す。高台内面にはへう切りの痕が残る。（h)その他…高台部の1/4周を残す。

6（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…Pit-3・恥1（c)大きさ…復元口径14.6

cm・器高3.6cm・復元高台径10.6cm・高台内径9.4cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…灰白色（e）

胎土…徽密・気泡が僅かに見られる。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ

調整を施す。高台内面にはへう切りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部の1/2周を残す。

7（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・高台径9.1cm・高台内径7.2cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼

成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナデ調整を施す。高台内面にはへう切りの痕

が残る。（h)その他…内外面に自然紬がかかる。底面のみ残る。歪みが大きい。

8（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元高台径8.8cm・高台内径8.2cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰青色（e)胎土…撤密

(f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…外器面に
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自然紬がかかる。

9（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…4号溝状遺構恥6（c)大きさ…口径及び器高

不明・復元高台径12.4cm・高台内径11.2cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…（外器面）青灰色・

（内器面）灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整

を施す。高台内面にはへう切りの痕が残る。（内器面）不定方向のナデ調整を施す。（h)その

他…高台部の1/4周を残す。

10（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…3号溝状遺構肋19（c)大きさ…口径及び器高

不明・復元高台径13.8cm・高台内径12.8cm・高台の高さ0.2cm（d)色調…（外器面）暗い灰色

から黒色．（内器面）緑がかった灰色（e)胎土…繊密・白色の粒子を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ロクロによる整形痕が良く残る。高台内面にはへう切りの痕が残る。（内

器面）口縁部から胴部にかけてはロクロによるナデ調整を施す。見込み部には指による不定方

向のナデ調整を施す。（h)その他…高台部の1/4周を残す。

11（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面にロクロによる整形痕が残る。

(h)その他…外器面に自然粕がかかる。

12（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面にロクロによる整形痕が残る。

13（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…灰青色（e)胎土…織密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面にロクロによる整形痕が残

る。

14（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…13号土塘NO1（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元高台径14.9cm・高台内径14.6cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…青灰色・胎土は淡い黄

色を呈する。（e)胎土…繊密・直径1皿程の砂粒を含む。気泡もかなり見られる。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）器面が荒れている。一部にロクロによるナデ調整の痕が残る。（内

器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…内器面に盛り上がった部分がある。これは、

胎土中の空気が焼成時に膨張した為と推定される。高台部のl/6周を残す。

15（a)器種…須恵器・高坪（b)出土遺構…15号土塘Nn2（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…青灰色（e)胎土…撤密・直径1～2m程の白色の粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）指によるナデ調整の痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。

16（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…5号溝状遺構西半分一括（c)大きさ…復元口径

11.4cm・器高2.3cm（d)色調…緑灰色（e)胎土…繊密・砂粒を僅かに含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）口縁部付近にはロクロによるナデ調整を施す。上面の中央部にはへう削り

を施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…内器面の天井部には指頭圧痕
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が残る。口縁部の1/6周を残す。

17（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…復元口径16.2cm・器

高1.7cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによ

るナデ調整を施す。外器面中央部には回転へラ削りの痕が残る。

18（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…5号土塘NO3（c)大きさ…復元口径15.4cm・器高

1.7cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部にはロク

ロによるナデ調整を施す。頂部には指による粗いナデ調整を施す。（内器面）口縁部にはロク

ロによるナデ調整を施す。天井部には指による丁寧なナデ調整を施す。（h)その他…天井部は

全て残存する。口縁部の1/5周を残す。

19（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…11層上面一括（c)大きさ…口径16.3cm・器高1.1cm

(d)色調…灰青色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口

縁部はロクロによるナデ調整を施す。頂部は回転へラ削りを施す。（内器面）ロクロによるナ

デ調整を施す。（h)その他…少し歪む。

20（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…3号溝状遺構の東側Nn8（c)大きさ…復元口径15.9

cm・器高1.9cm・摘みの径5.5cm（d)色調…灰白色（e)胎土…織密・白色の粒子を僅かに含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から胴部にかけてはロクロによるナデ調整を施す。

摘み部の内面にはへう削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。天井部には

不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…摘みの内外面に自然粕がかかる。摘み部の1/2周を

残す。

21（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施

す。

22（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施

す。

23（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施

す。

24（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施

す。

25（a)器種…須恵器・無頚壷（b)出土遺構…12号土塘Nn4（c)大きさ…復元口径16.6cm・器

高不明（d)色調…（外器面）灰色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密。細かい気泡が見られ
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る。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…外

器面に自然粕がかかっているが、風化により器面がかなり剥落する。口縁部の1/5周を残す。

26（a)器種…須恵器・壷（b)出土遺構…5号土塘Nn6（c)大きさ…復元口径20.4cm・器高不

明（d)色調…（外器面）赤褐色．（内器面）赤樟色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）口縁部から頚部にかけてはロクロによるナデ調整を施す。胴部には平行タタキを施

す。頚部はタタキによる整形痕をナデている。（内器面）口縁部から頚部にかけてはロクロに

よるナデ調整を施す。胴部には青海波文タタキを施す。頚部はタタキによる整形痕をナデてい

る。（h)その他…一般に赤焼き須恵器と呼ばれる遺物である。口縁部から胴部にかけての破片

である。口縁部の1/5周を残す。

27（a)器種…須恵器・壷（b)出土遺構…II層上面（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…

赤褐色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナデ調整を施

す。（h)その他…赤焼き須恵器である。

28（a)器種…須恵器・カメ（b)出土遺構…第1層下面・第1I層上面（c)大きさ…復元口径

38.0cm・器高不明（d)色調…赤褐色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁

部にはナデ調整を施す。胴部には格子タタキを施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他

…一見、土師器状を呈する。

2．1683－1番地検出の溝状遺構及び周辺の出土遺物

①溝状遺構の検出状況

a－19号溝状遺構

道路遺構である。236番地と1683-1番地との境となっている農道の東側に沿って遺構を検

出した。当遺構の東側に隣接して5号住居状遺構が存在する。

道路遺構の幅は1.3m程である。遺構検出面と路面との差は10～15cmである。路面の硬化は

良く進んでいる。硬化した土中に土師器の細片が含まれる。

当遺構は現存する農道に先行する道路遺構と推定される。遺構の確実な年代は明らかではな

いが、江戸時代以前の道路遺構と推定される。

a－210号溝状遺構

5号住居状遺構の北側を東西に走る溝遺構である。遺構検出面から底面までの深さ0.1～0.2

m・幅0.3mを測る。

覆土は黒色土であり、須恵器を包含する。遺構検出面は5号住居状遺構と同一であることか

ら、遺構の年代もそれと近いと推定される。
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②出土遺物

b－1第82図打越1683-1番地出土遺物（須恵器・陶器）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…第1I層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元底径8.2cm（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底面にはへう削りを施す。（内器面）ロク

ロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片

である。

2（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…第1I層Nnl6（c)大きさ…復元口径14.6cm・器

高4.7cm・高台径9.8.cm・高台内径9.0cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）やや粗いロクロによるナデ調整を施す。底面にはへう削り

を施す。（内器面）やや粗いロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調整

を施す。（h)その他…口縁部の1/5周を残す。

3（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…第1I層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・高台径13.4cm・高台内径11.8cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密・白

色の細かい粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底

面にはへう削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナ

デ調整を施す。（h)その他…底部のみの破片である。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…第1I層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不

010cm
陰一一一

第82図打越1683-1番地出土遺物（須恵器・陶器）
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明（d)色調…（外器面）オリーブ色がかった黒色から黒色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密

(f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…器表には自

然粕がかかる。脚部の破片である。

5（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…第1I層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…赤みをおびた灰色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒と白い粒を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。少し手法が粗い。

6（a)器種…陶器・片口（b)出土遺構…11号溝状遺構（1683-1番地と1682番地の境界付

近）（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…素地は赤褐色を呈する。濃い緑粕がかかり、そ

の上に白い粕が垂れる。又、器表には細かな貫入が走る。（h)その他…江戸時代末から明治時

代初期の遺物と推定される。

3.1682番地検出の溝状遺構及び周辺の出土遺物

①溝状遺構の検出状況

a－111号溝状遺構

溝遺構である。西側の端部はラッパ状に広がり、匂配が急に緩やかになる。底面には水が流

れた時扶ったと思われる穴が所々にみられる。

溝の中の堆積物の中から近世の陶磁器（黒牟田焼と思われる黒褐色の鉄粕のかかったカメの

破片や波佐美焼と思われる染付けの碗等）を数点検出した。

当遺構は従来から畑の境界となっていたと思われる。「L」字状に屈曲した溝遺構の上に現

在の畑の畦（1683-1番地と1682番地の境界）が乗っている。

溝の底面（11の2～4号溝状遺構）が取り残されていることから、当遺構は数回掘り替えが

為されている（第83図参照）と推定される。

a－212号溝状遺構

11号溝状遺構の西側を南北に走る溝遺構である。第83図からわかるように、一度掘り替えが

為されている。また、南端部が11号溝状遺構によって切り取られている。

覆土及び出土遺物は11号溝状遺構に類似する。この点と遺構の検出位置及び形状から、当遺

構を拡充して新たに掘削した溝が11号溝状遺構であろうと推定される。

a－313号溝状遺構

南北に走る道路遺構である。断面は浅い皿状を呈する。覆土は黒色土である。路面は硬化し

ており、3枚の硬化面が見られる。3枚の硬化面（3本の道路）の中で、13の1号溝状遺構

（道路遺構）が最も新しく、13の3号溝状遺構（道路遺構）が古い遺構である。

13の4号溝状遺構は、13の2号。13の3号溝状遺構（道路遺構）を切る溝遺構（道路又は畑

の排水路）と推定される。
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13号溝状遺構からの出土遺物は、土師器・須恵器である。

13号溝状遺構の覆土・出土遺物及び遺構の走る方向から推定すると、29号溝状遺構又は28号

溝状遺構と一連の遺構と推定される。

a－414号溝状遺構

’3号溝状遺構の西側を南北に走る溝遺構（畑の排水路？）である。覆土中から近世の陶磁器

の破片が少量出土したので、江戸時代後期～明治時代初期の遺構と推定される。

a－515号溝状遺構

13号溝状遺構の中央部を切る遺構である。また、11の1号溝状遺構によって南北に二分され

ている。覆土の様子からすると近世の遺構と思われる。

溝遺構のように長く延びる遺構ではあるが、途中でぶつつりと切れているので単なる溝遺構

ではないと思われる。何かの貯蔵穴とも推定されるが詳らかではない。

②出土遺物

b－1第85図打越1682番地出土遺物(土師器・須恵器）

1（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…
どこ一一一L－旦盈、

、、

1682番地・一括（c)大きさ…口径及び器高一一

砂粒を含む㈹焼伽良好⑧調整けJゴ雪－1
不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…徽密・

デ調整を施す。（h)その他…底部の小片で1－当cⅢ

第85図打越1682番地出土遺物（土師器・須恵器）

構…1682番地・一括（c)大きさ…復元口径14.9cm・器高不明（d)色調…（外器面）黒色。（内

器面）鈍い黄褐色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

3（a)器種…土師器・器種不明（b)出土遺構…1682番地・一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

(h)その他…一部にススが付着する。何かの口縁部又は脚部と思われる。

4（a)器種…土師器・器種不明・口縁部（b)出土遺構…1682番地・一括（c)大きさ…口径及

び器高不明（d)色調…黄褐色（e)胎土…繊密・造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナ

デ調整を施す。（h)その他…壷又はカメの口縁部と思われる。
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4．1686－1番地検出の溝状遺構及び周辺の出土遺物

①溝状遺構の検出状況

a－116号溝状遺構

1686－1番地の西側の縁部（1684番地との境界）から遺構を検出した。発掘調査区域の関係

で極一部しか発掘出来なかったが、南北に走る近世の溝遺構であることを確認した。

覆土の様子及び検出位置から推定すると、11号溝状遺構及び26号溝状遺構と一連の遺構と思

われる。

a－217号溝状遺構

1686－1番地の南端部を東西に走る遺構である。底面は平らであることから、溝遺構とも道

路遺構とも判断しかねる。ただし、硬化面が明瞭でないことから、道路遺構である可能性は少

し弱い。覆土は黒色土であり、出土遺物は土師器・須恵器である。

②打越1686-1番地出土遺物

第86図打越1686-1番地出土遺物（土師器・須恵器）

1（a)器種…土師器・皿の底部（b)出土遺構…3号掘建柱建物遺構柱穴（II層下面）（c)大

きさ…口径及び器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…内外器面ともにナデ調整を施す。底面にはへう切りの跡が残る。（h)その他…赤色顔料を

化粧掛した可能生がある。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ口径12.4cm・器高3.1cm（d)色調

…赤燈色（e)胎土…繊密・直径1m程度の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面と

もにナデ調整を施す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛している。

＝

''′6

迫三三:fニニフ多ﾓ三幸ﾐ言
3

L----桂一』10cm

第86図打越1686-1番地出土遺物（土師器・須恵器）
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第V章歴史時代の遺構及び遺物

3（a)器種…須恵器・皿（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元底径7.3

cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともに

ナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片である。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明・高台径

7.4cm・高台内径6.2cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好

(9)調整…内外器面ともにナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片である。

5（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…16号土壌Nnl（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元高台径8.1cm・復元高台内径6.6cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊

密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにナデ調整を施す。（h)その他…底

部の破片である。

6（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径30.3cm・器高不明（d)色調…

鈍い樟色（e)胎土…繊密・砂粒や雲母等を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部

は横ナデ調整、胴部にはハケ調整を施す。（内器面）口縁部は丁寧な横ナデ調整、胴部はへう

調整の後に粗いナデ調整を施す。（h)その他…外器面に僅かにススが付着する。

5.1684番地出土の溝状遺構及び周辺の出土遺物

①溝状遺構の検出状況

a－118号溝状遺構

1684番地の中央部を南北に走る溝遺構である。6号住居状遺構の中央部を切る。出土遺物は

土師器・須恵器の細片である。覆土は黒褐色土であり、粘性及び締まりにかける。

遺構の幅0.6m・遺構検出面から底面までの深さ0.4m強を測る。

②1684番地出土の遺物

b－1第87図打越1684番地出土の墨書土器

1(a)器種…土師器・坪の蓋の摘み（b)出土遺構…1684

番地・I層一括（c)大きさ…直径2.7cm（d)色調…燈色

(e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施

す。（h)その他…摘みの上面に墨書あり。書名は明らか

でない。

b－2第88図打越1684番地出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…Pit-19（c）

大きさ…復元口径12.6cm・器高4.0cm（d)色調…鈍い燈

色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…横ナデ調整を施す。
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第87図打越1684番地出土の墨書土器
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2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…6号住居状遺構1V層一括（c)大きさ…復元口径13.2

cm・器高4.2cm（d)色調…口縁部付近は褐色がかった灰色・胴部から底部は灰白色（e)胎土…

繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

3（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…II層上面（c)大きさ…復元口径13.2cm・器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施

す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛する。

4（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…Pit-19（c)大きさ…復元口径13.5cm・器高3.5cm
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(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

(h)その他…赤色顔料を化粧掛する。底部にハケ状工具による調整痕が残る。

5（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…II層上面（c)大きさ…口径13.9cm・器高3.2cm（d）

色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)そ

の他…赤色顔料を化粧掛する。

6（a)器種…土師器・高台付坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・高

台径8.lcIn・高台内径7.2cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…橿色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…器表の磨滅が激しく、調整痕は不明である。横ナデ調整とへラ状工具

による研磨を施した可能性が強い。（h)その他…赤色顔料を化粧掛していた可能性がある。

7（a)器種…土師器・高台付坪・黒色土器（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器

高不明（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）黒色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）横ナデ調整を施す。（内器面）へラ状工具による研磨を施す。

8（a)器種…土師器・坪の蓋（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その

他…赤色顔料を化粧掛する。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…燈色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも横ナ

デ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…淡い燈色（e)胎土…徹密・直径1皿程の砂粒と黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…内外器面とも横ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

11（a)器種…土師器。カメ（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…淡い燈色（e)胎土…級密・黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも

横ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…Pit-6（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…燈色（e)胎土…繊密・微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部

から頚部には横ナデ調整を施す｡（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部にはへ

う削りの後ナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部の破片である。外器

面の胴部にはススが付着する。

13（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…I層Nn3（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…燈色（e)胎土…やや粗い。直径1m程の砂粒及び黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）口縁部から頚部には横ナデ調整を施す。（内器面）口縁部から頚部には横

方向のナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部の破片である。
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14（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…Pit-9（c)大きさ…復元口径25.6cm・器高不明

(d)色調…黄燈色（e)胎土…撤密・直径1m程の砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）口縁部から頚部は横ナデ調整を施す。胴部にはハケ状工具による調整を施す。

(内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部付近には粗いナデ調整を施す。胴部には

へう削りを施す。（h)その他…口縁部の1/5周を残す。

15（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…上層一括（c)大きさ…復元口径28.0cm・器高不明

(d)色調…（外器面）赤みを帯びた黒色から赤みを帯びた灰色。（内器面）鈍い燈色（e)胎土…

徹密・直径1m程の砂粒と黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁

部には横方向の粗いナデ調整を施す。胴部以下には櫛状の工具による調整を施す。（内器面）

口縁部には横方向の粗いナデ調整、胴部以下にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部の1/6

周を残す。

16（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径35.0cm・器高不明

(d)色調…（外器面）灰色がかった褐色。（内器面）淡い燈色（e)胎土…やや粗い。直径1m程

の砂粒と黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部には横ナデ調整

を施す。胴部にはハケ状工具による調整を施す。（内器面）口縁部にはハケ状工具による調整

の後、横方向のナデ調整を施す。所々に良く調整痕が残る。胴部にはへう削りを施す。（h)そ

の他…口縁部の1/4周を残す。

b－3第89図打越1684番地出土遺物（須恵器・瓦）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径10.6cm・器高3.7cm（d）

色調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

2（a)器種…須恵器・杯（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径13.0cm・器高3.5cm（d）

色調…（外器面）口縁部から胴部の中位にかけては灰白色・胴部の中位以下は褐色がかった灰

色．（内器面）灰白色（e)胎土…繊密・粒の大きな砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナ

デ調整を施す。

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径13.2cm・器高不明

(d)色調…灰白色（e)胎土…織密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調

整を施す。

4（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径13.4cm・器高不明

(d)色調…（外器面）灰色と黒色。（内器面）灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…外器面には焼きむらが見られる。

5（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元底径

7.1cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ

調整を施す。
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第89図打越1684番地出土遺物（須恵器・瓦）

6（a)器種…須恵器・杯（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径17.6cm・器高5.2cm

(d)色調…（外器面）黒色．（内器面）褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。（h)その他…外器面には焼きむらが見られる。

7（a)器種…須恵器・皿（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径14.5cm・器高1.4cm
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(d)色調…灰白色（e)胎土…徹密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施

す｡

8（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元底径

11.6cm（d)色調…灰色（e)胎土…撤密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調

整を施す。外器面に僅かにハケ調整の痕が残る。

9（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径9.0cm・高台内径8.4cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

10（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明．復

元高台径8.7cm・高台内径7.6cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・僅かに

砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

11（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明．復

元高台径7.0cm・高台内径5.6cm・高台の高さ0.3cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

12（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径8.6cm・高台内径7.2cm・高台の高さ0.3cm（d)色調…灰白色（e)胎土…撤密・砂粒を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

13（a)器種…須恵器・高台付杯（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径7.8cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナ

デ調整を施す。

14（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・高

台径7.4cm・高台内径5.6cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰色（e)胎土…撤密・小操及び白色

の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

15（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…Pit-4（c)大きさ…復元口径13.8cm・器高1.8

cm（d)色調…灰色（e)胎士…撤密・砂粒を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を

施す。ハケ状工具による調整の痕が僅かに見られる。（h)その他…整形が不良である。

16（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径15.0cm・器高不

明（d)色調…灰色（e)胎土…徹密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ

調整を施す。

17（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径14.8cm・器高不

明（d)色調…口縁部の外器面は褐色がかった灰色・それ以外は灰白色（e)胎土…撤密・僅かに

砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…器面の磨滅が激しい。ナデ調整を施すと考えられる。

18（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径16.7cm・器高不
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明（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナ

デ調整を施す。（h)その他…少し歪みがある。

19（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…復元口径18.0cm・器高不

明（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナ

デ調整を施す。（h)その他…少し歪みがある。

20（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

21（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…灰白色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

22（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整

を施す。

23（a)器種…須恵器・短頚壷（b)出土遺構…II層上面一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…撤密・砂粒をかなり多く含む。（f)焼成…良好(9)調整

…横ナデ調整を施す。

24（a)器種…須恵器・短頚壷（b)出土遺構…I層上面一括（c)大きさ…復元口径12.6cm・器

高不明（d)色調…（外器面）黒色。（内器面）灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…

良好(9)調整…ナデ調整を施す。

25（a)器種…瓦・丸瓦（b)出土遺構…6号住居状遺構I層一括（c)大きさ…長さ7.2cm・幅

9.5cm・厚さ1.5cm（d)色調…灰色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好

6.237番地検出の溝状遺構及び周辺の出土遺物

①溝状遺構の検出状況

a－119号溝状遺構

当遺構は、237番地の東側の農道に沿って南北に走る溝遺構である。遺構の南端部は「L」

字状に東側へ屈曲する。屈曲部は近世の溝遺構（22号。23号溝状遺構）によって切られている。

しかし、当遺構は20号溝状遺構（道路遺構）及び21号溝状遺構（溝遺構）を切っている。遺構

検出面から底面までの深さ0.1m・溝の幅0.4～0.8mを測る。覆土は黒褐色土であり、土師

器・須恵器の破片を含む。

a－220号溝状遺構

南北に走る道路遺構である。硬化面が19号溝状遺構と21号溝状遺構によって切られている。

硬化面の幅0.3～0.4m・残存する長さ約3mを測る。硬化した土の中に土師器の細片を含む。
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a－321号溝状遺構

28号土塘の東側を南北に走る溝遺構である。当遺構は20号溝状遺構（道路遺構）を切り、19

号。22号。23号溝状遺構によって切られている。

溝の幅1.8m・遺構検出面から底面までの深さ0.1mを測る。覆土は黒褐色土であり、炭素粒

を含み、粘性がある。

a－422号。23号溝状遺構

237番地の南端を東西に走る溝遺構である。22号溝状遺構と23号溝状遺構は並行して延びて

おり、23号溝状遺構が先行する遺構である。両遺構とも排水路と思われる遺構である。これ等

は掘り替えをして、規模を拡充したものと推定される。

溝の幅0.8～2.1m・遺構検出面から底面までの深さ0.2～0.5mを測る。覆土中から染付けの

碗（波佐美焼等）が出土する。

a－524号溝状遺構

弥生時代の住居杜（1号・2号住居杜）の西側を南北に走る溝状遺構である。溝遺構か、又

は、道路遺構か明らかでない。

遺構の断面は皿状を呈し、緩やかに中央部が窪む。遺構検出面から底面までの深さは0.1m

未満である。覆土は暗褐色土である。

遺構の年代は詳らかでない。

a－625号溝状遺構

24号溝状遺構の西側を南北に走る溝遺構と推定される。遺構の幅0.6m・遺構検出面から底

面までの深さ0.1～0.2mを測る。覆土は暗褐色土である。

遺構の年代は詳らかでない。

②出土遺物

b－1第90図打越237番地出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・高台付坪・黒色土器（b)出土遺構…22号溝状遺構II層（c)大きさ…口

径及び器高不明・高台径8.2cm・高台内径7.2cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…（外器面）鈍い

燈色。（内器面）黒色（e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施

す。（h)その他…口縁部を欠失する。

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構11層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・底径11.0cm（d)色調…横色（e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調

整を施す。底面にへう切りの痕が残る。（h)その他…立ち上がり部の破片である。赤色顔料を

化粧掛する。

3（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…燈色

(e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…立ち上が
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第90図打越237番地出土遺物（土師器）

り部の破片である。

4（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…灰色

がかった黄褐色（e)胎土…繊密・造岩鉱物を僅かに含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整

を施す。外器面に2本の凹線が廻る。（h)その他…口縁部の破片である。

5（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構II層（c)大きさ…復元口径12.0cm・器

高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径2m程の操を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横

ナデ調整を施す。（h)その他…下方にススが付着する。
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6（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…第1層一括（c)大きさ…復元口径12.8cm・器高3.9

cm（d)色調…燈色（e)胎士…繊密（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。（h)その他…

内外器面に赤色顔料を化粧掛する。しかし、見込み部には赤色顔料が見られないことから、こ

の部分には化粧掛がなされていなかった可能性がある。外器面の剥落が激しい。口縁部の1/2

周を欠失する。

7（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…23号溝状遺構II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

8（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…25号溝状遺構NO2（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ

調整を施す。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…22号溝状遺構I層一括（c)大きさ…復元口径19.6

cm・器高不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…織密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…口縁部には横ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…22号溝状遺構I層一括（c)大きさ…復元口径19.8

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・砂を僅かに含む。（f)焼成…良好(9)調整…口

縁部に横ナデ調整を施す。内器面の頚部付近にへう削りの痕が僅かに残る。（h)その他…口縁部

の破片である。

11（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径21.6cm・器高不明（d）

色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部に横

ナデ調整を施す。胴部にはハケ調整の後、ナデ調整を施す。（内器面）「V」字形の工具で削っ

ている。（h)その他…小片である。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…22号溝状遺構II層一括（c)大きさ…復元口径23.0

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）口縁部に横ナデ調整を施す。胴部にはハケ調整を施す。（内器面）口縁部に

は横ナデ調整を施す。胴部には削りを施す。（h)その他…外器面にススが付着する。赤色顔料

を化粧掛する。

13（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…燈

色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部に横ナデ調整を

施す。胴部には縦方向の大きなハケ調整の後、ナデ調整を施す。（内器面）口縁部にはナデ調

整を施す。頚部以下には粗いへラ削りを施す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛する。

14（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…23号溝状遺構II層一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を

施す。（h)その他…口縁部の破片である。
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15（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…22号溝状遺構II層（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

一部に、ハケ調整の後、ナデ調整を施した所が見られる。（h)その他…口縁部の破片である。

16（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径22.7cm・器高不明（d）

色調…鈍い橿色（e)胎土…繊密・砂粒及び黒色造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

(外器面）口縁部に横ナデ調整を施す◎胴部にはハケ調整の後、横ナデ調整を施す。（内器面）

口縁部に横ナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部の破片である。

17（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…25号溝状遺構NO2（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外

器面）ハケで横方向に調整した後、再び縦方向に調整している。（内器面）ナデ調整を施す。

(h)その他…口縁部の破片である。

18（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…鈍

い澄色（e)胎土…織密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ハケ

調整を施す。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

19（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…淡

い燈色（e)胎土…やや粗い。砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

ナデ調整を施す。（内器面）口縁部にナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他

…口縁部から胴部にかけての破片である。

b－2第91図打越237番地出土遺物（須恵器）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不明・

復元底形6.0cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…ナデ調整を施す。（h)その他…底部の破片である。

2（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構II層一括（c)大きさ…復元口径16.4

cm・器高2.5cm・復元底形13.0cm（d)色調…灰色（e)胎土…綴密・白色の砂を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構II層一括（c)大きさ…復元口径11.6

cm・器高不明（d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…徹密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

4（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構11層一括（c)大きさ…復元口径13.0

cm・器高不明（d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…横ナデ調整を施す。

5（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構11層（c)大きさ…復元口径7.2cm・器

高不明（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ
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第91図打越237番地出土遺物（須恵器）

調整を施す。

6（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…23号溝状遺構II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径8.0cm（d)色調…灰白色（e)胎土…織密・僅かに白色の砂粒を含む。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施す。底部にはハケによる調整が見られる。（内器

面）ナデ調整を施す。見込み部にはナデとハケによる調整が見られる。

7（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…22号溝状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…（外器面）黒褐色。（内器面）褐色がかった灰色（e)胎土…徹密・砂粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。（h)その他…外器面に自然粕がかかる。

8（a)器種…須恵器・坪・片口（b)出土遺構…Pit内（c)大きさ…口径11.8cm・器高3.4cm・

底径8.4cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・白色の微粒子を多く含む。（f)焼成…良好（9）

調整…内外器面とも丁寧なナデ調整を施す。底面はへう切りの後、ナデ調整を施す。（h)その

他…口縁部を歪ませて、片口になっている。少し焼き歪みがある。完形である。

9（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…青灰
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色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底面に

はへう切りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。

10（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…灰色

(e)胎土…織密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…

一部に自然粕がかかる。

11（a)器種…須恵器・皿（b)出土遺構…第1I層一括（c)大きさ…復元口径14.2cm・器高1.4

cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

底部にはへう切りの痕が残る。

12（a)器種…須恵器・皿又は坪（b)出土遺構…第1I層一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を

施す。

13（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…灰白色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

(h)その他…一部に自然紬がかかる。

14（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…22号溝状遺構II層一括（c)大きさ…口径及び

器高不明・復元底径8.6cm（d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

15（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…22号溝状遺構II層（c)大きさ…口径及び器高

不明・復元高台径9.2cm・高台内径8.2cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊

密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

16（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元高

台径9.8cm・高台内径9.0cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。

17（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元高

台径11.2cm・高台内径9.6cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良

好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。上部には縦方向のナデ調整も見える。

(内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他

…口縁部の1/4周を残す。

18（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…23号溝状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器

高不明（d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

ナデ調整を施す。（h)その他…自然紬がかかる。

19（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…23号溝状遺構I層一括（c)大きさ…復元口径

13.0cm・器高不明（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナ
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デ調整を施す。

20（a)器種…須恵器・坪の宝珠摘み付の蓋（b)出土遺構…23号溝状遺構I層一括（c)大きさ

…口径及び器高不明（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を

施す。

21（a)器種…須恵器・鉢（b)出土遺構…22号溝状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ

調整を施す。

22（a)器種…須恵器・鉢（b)出土遺構…22号溝状遺構I層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…（外器面）黒褐色。（内器面）褐色がかった灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施す。（h)その他…外器面に自然紬がかかる。

23（a)器種…須恵器・器種不明・把手（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…胴部にはタタキを施

す。把手の部分はナデ調整を施す。

24（a)器種…陶器・鉢（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径24.4cm・器高不明（d)色調

…暗い赤褐色（e)胎土…徹密・僅かに白い砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を

施す。（h)その他…摺鉢の可能性がある。胴部内面以外には褐色の紬をかける。

7.1687番地検出の溝状遺構及び周辺の出土遺物

①溝状遺構の検出状況

a－126号溝状遺構

1687番地と1686-1番地の境界付近を南北に走る溝遺構である。先に述べた11号溝状遺構と

一連の遺構と判断される溝遺構である。

遺構の幅0.7～1.0m･遺構検出面から底面までの深さ0.2～0.3m・底面の勾配5.4％を測る。

a－227号溝状遺構

1687番地の東側の境界に沿って南北に走る溝遺構である。当遺構は、26号溝状遺構と28号溝

状遺構によって切られている。

覆土は少し暗い褐色土であり、1号住居状遺構の覆土と類似する。また、遺構検出過程も双

方とも似ており、第1I層（黄褐色土と黒色土の混じった土層）の下から検出された。

遺構の存在は、試掘調査の時に確認されていた。しかし、遺物が多量に出土すること・試掘

溝に遺構のほんの一部が掛かり掘り込みがあることを確認したことから、竪穴式住居杜であろ

うと考えられていた。

遺構が存在する所の地形が、北の方から南の方へ緩やかに下がるため、溝の幅が北に行くに

－177－



第V章歴史時代の遺構及び遺物

羅削凶箇諒

o－－－－－－－－o－－－~－－－－－－－．－.～
、～

■●●●

3Ⅱ仰鯉弊潤避C冒主lQ迩廼樋
■●●■

～

●
■
｜

〉
や
。
Ｕ
一
園
困
紐
一

「
麹二■■==■T■■■凸■0●訂69

自画46.■4ｳpCbaq*ｳ
心い■*CFCC■44

0ｳ毎C■句0■■Cb?■69
1もbq凸●③●●Tb巳●●毎*

P,P.?0..'八
Igp4CqDqQ◇■pCp■も5
つ1DbbC③皿■CGPP*6_q
ICe●IDD4＊ｩI』4ｬ●*■

届曲鍵導鋼迩§

竺竺筆≦一ｴ豆三二
ー

■q■q■

●/琴

‐‐
○争ロ■

円

球
茸
凶
綱
鴨

｡■一一

誰
屋ａ

輩

華薄一華二二土二隻｡●‐

誰
傾
鵬
彦
三

罵鍵奏騨

［
ｅ
＊
鍵
鋼
奏
艇
叩
冨
ｌ
叩
謁
園
認
概

－ 室雲雲雲毒雲＝＝

）
。◎

I
◎。◎ 。' 、ツ

◎

-178-



第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

ｐ
○
口
０
。
‐
ｐ
ｐ
０
ｕ
■
Ⅱ
日
日
．
■
■
■
。
①

◎
、
。
◎
函
答
岬
牝
州
釧
洲
州
卿
Ⅷ
州

。◎
d◎

N◎

◎

。

須】須】

器

鰍
■
畷 ◎。。

》

ー須恵器
土師器・＝ B

－

鰍
睦

所
号
溝
状
遺
構

I’』須恵

-‘'1’

朝
》
蕊

の

／
，

I
I
ll

恵

第93図26号～30号溝状遺構その2

－179－



第V章歴史時代の遺構及び遺物

図につづ

イ
※この図中の27号

溝状遺構の遺物
出土状態の図は
図巾の図合によ
り上下に2分し
て並列に図示し

たものです。

調査区域外

0A

eO
pっ

蝋
書
卿
書 茄

号
溝
状
遺
構
（
近
世
の
溝
遺
構
）

茄
号
溝
状
遺
構
（
近
世
の
溝
遺
構
）

グ

ロロ

fll霞 一
Ｆ

一
Ｊ

F

一
Ｅ

鍵
醗

雲
句I
｡
一
Ｊ

◇一
Ｉ

ロ

ｂ

函
夕
つ

回
り
曲
吋
０
。

》
２

け

函

夕

0

．
①そ0

･I
C

|兎
BQ

．

②その2

調査区域外
第94図27号溝状遺構平面図

－180－



第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

AL＝32.8m

CL＝32.8m

‐－口へ

ー

－"テ､シーー 里坐ジ －＝－ノ

B
－

D
－

E
－L＝32.8m

F
－ -LL＝32.8m一旦一 上L＝32.8m－L

←シノ

雲亘ご画聖

0 1 2m
匡 一→

C
－ L＝33.5m

①第94図27号溝状遺構断面図

I：赤茶褐色粒土闇硬

質土闇

11：褐色上層、粒性を

若干及びる。カー

ボン及び焼土粒子

を若干含む

111：褐色土層、II隅よ

り暗い。若干の粒

性をおびる。カー

ボン粒子や焼土粒

子を含む

1V：褐色土層、粘性及
びしまりが強い。

第Ⅱ．ⅡI層より明

るい。

D
一

VI

I：黒色土

11：褐色土
111：黒色土

Ⅳ：褐色土、硬化の度合いは低
い。

V：明褐色土

VI：褐色土に小磯がまじる。近世

の潤週櫛の埋土。
豪29号潤状週構は平安時代の道路

遺櫛と推定される。

0 1 2m
ｰ－－一一一一一

②第92.93図28.29号溝状遺構断面図

0 1 2m
－ ヨ

③第71図1号掘建柱建物遺構付近の土層図

第95図27号～29号溝状遺構の断面図及び同遺構付近の土層断面図
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I：耕作土

11のl：黄褐色土、11の2よ

り褐色が強い。

11の2：黄褐色土

11の3：黄褐色土に黒色土が

まじる。第3層の遷
移層

IⅡのl：黒色土、阿蘇溶結凝

灰岩の1V闇？乾燥す

ると灰色となる。火

山灰と思われる。

ⅡIの2：黒色土に紫色の土が

まじる。また、小豆
大の操もまじる。第

Ⅳ層の遷移間。

1V：牒岩の風化した土、紫色

を呈し硬い土である。木

原山の母岩（白亜期の喋
岩）の風化した土。



第V章歴史時代の遺構及び遺物

従って狭くなる。

遺構検出面から底面までの深さ0.3～0.4m・幅0.8～1.4mを測る。底面の勾配は約5％であ

る。出土遺物は土師器・須恵器が多数出土した。第94図にも示すように、一ケ所に6枚もの坪

が重なった状態で出土した例もある。

これ等の出土遺物は、溝の中に単に投棄された物であるのか、あるいは、何かの目的の為に

溝の中に置かれた物であるのか、断定しがたい。しかし、これ等の遺物が完形に近い物が多い

点・一ケ所に重ねて置かれたような状態である点には注目しておく必要があろう。

a－328号溝状遺構

29号溝状遺構と27号溝状遺構の間を南北に走る溝遺構である。当遺構は先にも述べたように、

27号溝状遺構を切る遺構である。

覆土・出土遺物・溝の走る方向等を検討すると、11号溝状遺構に連なる溝遺構の一部と推定

される。

a－429号溝状遺構

道路遺構である。先にも述べたように、地形的に北の方が高くなっているために、検出した

道路遺構の幅は北に行くほど狭くなる。遺構の中央部は窪んでおり、流水の為に浸食されたと

推定される。遺構の最大幅5m・遺構検出面から路面までの深さ0.2mを測る。覆土・出土

遺物・遺構の延びる方向等を検討すると、13号溝状遺構（道路遺構）に連なる道路遺構と推定

される。

a－530号溝状遺構

29号溝状遺構に先行する遺構である。道路遺構の可能性が強い。

遺構の幅1.4m・遺構検出面から底面までの深さ5cm未満である。覆土は暗褐色土である。

出土遺物は土師器・須恵器である。

a－631号溝状遺構

1号及び2号掘建柱建物遺構の西側を南北に走る道路遺構である。

道路幅0.5～0.4m・遺構検出面から路面までの深さ0.2～0.3mを測る。路面はほぼ平坦であ

り、硬化はさほど進んでいない。覆土は黒褐色土である。覆土中からの出土遺物は土師器・須

恵器の小片である。

②出土遺物

b－1第96図27号溝状遺構出土遺物（土師器）その1

1（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nnl2（c)大きさ…復元口径13.0

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密であるが、軽い感じを受ける。白色の微粒子を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面とも磨滅しており調整は判り難い。恐らく、ロクロに

よるナデ調整を施していると思われる。
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第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

2（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO8（c)大きさ…口径不明・器高

不明・復元底径8.3cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密であるが、軽い感じを受ける。（f)焼成

…良好(9)調整…内外器面とも磨滅しており調整は判り難い。恐らく、ロクロによるナデ調整

を施していると思われる。（h)その他…内器面に褐色の付着物（有機物か？）が見られる。

3（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径15.2

cm・器高3.8cm・復元底径10.2cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密であるが、軽い感じを受ける。

造岩鉱物（黒色・白色)、砂粒や赤色の粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）幅

6m程度のへラ状工具によるナデ調整を施す。（内器面）ロクロを使用したナデ調整を施す。

(h)その他…全体の1/2周を残す。

4（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO22（c)大きさ…口径14.5cm・器

高4.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）

底面と立ち上がり部（屈曲部）にはへう削りの痕が見られる。特に、底面部の調整は粗い。基

本的にはロクロによる横方向のナデ調整を施すが、部分的に、底面から口縁部の方（縦方向）

ヘナデ調整を施した痕が見られる。（内器面）幅1.4cm間隔の横方向のロクロを使用したナデ調

整を施す。（h)その他…全体の1/2周を残す。

5（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径15.1

cm・器高4.9cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物と茶色の粒子を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）へラ状工具による横方向のナデ調整（幅6m）を施す。場所に

よっては条痕が残る。底面の中央にはへう切りの痕が残り、その周囲には縦横にナデによる調

整の痕跡が残る。（内器面）口縁部から屈曲部にかけて幅6，間隔の横方向のロクロを使用した

ナデ調整を施す。見込み部には指による横方向のナデ調整が施されている。（h)その他…底面

の端部に一ケ所黒斑が見られる。

6（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層一括（c)大きさ…復元口径15.5

cm・器高不明（d)色調…燈色から黄燈色（e)胎土…繊密・砂粒を少し含む。（f)焼成…良好

(9)調整…内外器面ともロクロを使用したナデ調整を施す。（h)その他…全体の1/3周を残す。

7（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構一括（c)大きさ…復元口径15.9cm・器

高4.6cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を少し含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）横方向のナデ調整を施す。底面はへう切りの後、指によるナデ調整を施す。（内器面）幅5

，間隔の横方向のロクロを使用したナデ調整を施す。

8（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nnl4（c)大きさ…復元口径17.6

cm・器高4.9cm（d)色調…澄色（e)胎土…繊密・黒色の造岩鉱物と茶色の粒子を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによる横方向のナデ調整を施す。（内器面）口縁部から

屈曲部にかけて幅6，間隔の横方向のロクロを使用したナデ調整を施す。ハケによる調整痕も
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第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

見られる。（h)その他…全体の2/3周が残る。

9（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nn3（c)大きさ…復元口径17.1

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・造岩鉱物（白色・黒色）を含む。（f)焼成…良

好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…全体の1/4周が残る。

10（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NU20（c)大きさ…復元口径16.8

cm・復元器高5.6cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロク

ロによるナデ調整を施す。底面にはへう切りの痕が残る。（内器面）ロクロによる整形痕をナ

デた跡が残る。

11（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構II層NO23（c)大きさ…復元口径14.4

cm・器高4.4cm（d)色調…赤褐色（e)胎土…良好（f)焼成…少し甘い(9)調整…上記10に類似

する。（h)その他…器面荒れが激しい。

12（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構II層Nn23（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…赤褐色（e)胎土…良好（f)焼成…少し甘い(9)調整…器面荒れが激しく調整痕不

明（h)その他…底部及び口唇部を欠く。

13（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO11（c)大きさ…復元口径15.0

cm・器高3.9cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径0.5～1.0cm程もある砂や操を含む。それ

らの粒子が器表から剥落した跡が見られる。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から立ち

上がり部（屈曲部）にかけてロクロによるナデ調整を施す。底面にはへう記号（図中の拓影参

照）が残る。（内器面）口縁部から立ち上がり部にかけてロクロによる横ナデを施す。底面に

もナデ調整を施す。

14（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nn22（c)大きさ…復元口径16.0

cm・器高6.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・砂粒を少々含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）ロクロによるナデ調整を施した後に、器面の研磨を行ったと思われる。（内器面）

ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…ローリングを受けたらしく、内外器面とも激しく

器面が荒れている。

15（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nnl4（c)大きさ…復元口径16.8

cm・器高6.5cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・気泡が少し見える。（f)焼成…良好(9)調整

…（外器面）ロクロによる横ナデ調整を施した後に、へラ状工具により器面の研磨（研磨痕の

幅4m）を行っている。手法はあまり丁寧ではない。（内器面）口縁部から胴部にかけて横ナ

デ調整を施す。底面には、指による横ナデを施す。（h)その他…内外器面とも所々器面が剥落

しており、アバタ状を呈する部分がある。

16（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I眉NnlO（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…織密。良く締まっている。（h)焼成…良好(9)調整…内外器面と
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も横ナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

17（a)器種…土師器・杯（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO17（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・硬質の白い微粒子を少量含む。（f)焼成…良好(9)調整…

内外器面ともロクロによる横ナデ調整を施す。底面にはへう切りの痕をナデた跡が見られる。

(h)その他…底部の破片である。

18（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO1（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・硬質の白い微粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外

器面ともロクロによる横ナデ調整を施す。（h)その他…高台部の破片である。

19（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO16（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…橿色（e)胎土…軟質。触れるとサラサラした感じがする。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）ロクロによる横ナデ調整を施す。高台部の付け根の部分はへう状工具によって

横方向の削りが施される。（内器面）ロクロによる横ナデ調整を施す。（h)その他…高台部の

破片である。

20（a)器種…土師器・皿（b)出土遺構…27号溝状遺構I層（c)大きさ…復元口径19.5cm・器

高不明（d)色調…黄燈色（e)胎土…徹密であるが、やや軟質の感を受ける。（f)焼成…良好

(9)調整…内外器面ともロクロによる横ナデ調整を施していたと思われる。器面が磨滅しており

調整痕の観察が困難である。

21（a)器種…土師器・皿（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO22（c)大きさ…復元口径20.2

cm・器高4.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密であるが、やや軟質の感を受ける。白い微粒子

を含む。触れるとサラサラした感じがする。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによ

る横ナデ調整を施した後、へラ状工具により研磨（幅2m）を施す。（内器面）ロクロによる横

ナデ調整を施す。口縁部にはへう磨き又はへラ削り状の痕が見られる。（h)その他…器面が磨

滅しており調整痕の観察が困難である。

22（a)器種…土師器・皿（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO22（c)大きさ…復元口径22.0

cm・器高2.4cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密であるが、やや軟質の感を受ける。直径5m程の

小操を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施した後、先細りのへラ状工

具により研磨を施しているので、光沢のある部分が見られる。（内器面）ロクロによる横ナデ

調整を施す。

23（a)器種…土師器･坪の蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Ⅲ14（c)大きさ…復元口径

22.5cm・器高2.8cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密であるが、やや軟質の感をうける。白色の

微粒子を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。

b－2第97図27号溝状遺構出土遺物（土師器）その2

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構NO3（c)大きさ…復元口径30.6cm。
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器高不明（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…やや粗い（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁

部には横方向のナデ調整が施されている。胴部にはへうによる丁寧な調整を施した後に、ナデ

調整を施す。一部にはへうによる調整痕が残る。（内器面）口縁部にはナデ調整を施す。胴部

には丁寧なへラ削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の約

1/6周を残す。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構一括（c)大きさ…復元口径31.3cm・

器高不明（d)色調…樟色（e)胎土…繊密・直径1～2mの砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）口縁部にナデ調整を施こす。胴部には櫛状工具による調整の後に、ナデ調整を

施す。一部には櫛状工具による調整痕が残る。（内器面）口縁部にナデ調整を施す。頚部から

胴部にかけては丁寧なへラ削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

外器面にはススが付着する。口縁部の約1/3周を残す。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO14（c)大きさ…復元口径34.3

cm・器高不明（d)色調…（外器面）淡い黄燈色。（内器面）淡い黄色（e)胎土…繊密・砂粒

（1～4m）と微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）縁部から頚部にか

けてはナデ調整が施されている。頚部以下は櫛状の工具による調整を行っている。（内器面）

口縁部にはナデ調整を施す。頚部以下はへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけ

ての破片である。口縁部の約1/2周を残す。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO5（c)大きさ…復元口径20.0

cm・器高不明（d)色調…澄色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部にはナデ調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h）

その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の約1/5周を残す。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO5（c)大きさ…復元口径27.6

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒（直径1m程）を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）横方向のナデ調整が施されている。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整

を施す。胴部にはへう削りの後に、横方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部から胴部に

かけての破片である。口縁部の約1/6周を残す。

6（a)器種…土師器・甑の把手（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO11（d)色調…淡い赤燈色

(e)胎土…繊密・砂粒と鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ及びへラによ

る調整を施す。（内器面）粗いナデ調整を施す。（h)その他…把手のみの破片である。

b－3第98図27号溝状遺構出土遺物（土師器）その3

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NM（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施

す。ハケによる調整痕が残る。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。胴部は上方へ
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向かってへラ削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構27号溝状遺構上面（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）丁寧に横ナデ調整を施す。

（内器面）幅の狭いへうで凹凸が少ないように丁寧に上方へ向かってへラ削りを施す。（h)そ

の他…口縁部から胴部にかけての破片である。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO5（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部に横ナデ調整

を施す。胴部にはハケ調整を施す。（内器面）口縁部に横ナデ調整を施す。胴部には丁寧にへ

う削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…樟色（e)胎土…繊密・微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）口縁部に横ナデ調整を施す。胴部にはハケ調整を施す。（内器面）口縁部に横ナデ調整を

施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構･･･27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…燈色（e)胎土…良好（f)焼成･･･良好(9)調整…（外器面）ハケ調整（ハケの幅

1.2cm・筋の数4本）を施した後、ナデ調整を施すと思われる。（内器面）口縁部にはハケ調整

の痕が残る。胴部にはへう削りを丁寧に施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片で

ある。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO1（c)大きさ…口径及び器高

不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密・砂粒や造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

（外器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部から胴部には、丁寧にへう調整（幅3m）を施

す。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部から胴部にはへう削りを上方に向かって丁

寧に施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径21.8

cm・器高不明（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部

から頚部には横ナデ調整を施す。胴部には、ハケ調整を施す。（内器面）口縁部には横ナデ調

整を施す。胴部にはへう削りを上方に向かって行う。（h)その他…口縁部から胴部にかけての

破片である。口縁部のl/4周を残す。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO8（c)大きさ…復元口径24.6

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒を多く含む。その他、もっと

大粒の砂粒や黒雲母を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から胴部にかけてナ

デ調整を施す。胴部には、ハケ調整による痕が僅かに残る。（内器面）口縁部には横ナデ調整

を施す。胴部には粗いへラ削りを上方に向かって行う。（h)その他…口縁部から胴部にかけて
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の破片である。

9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構･･･27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…復元口径26.0

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）整形が非常

に丁寧である。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。胴部は平滑になるようにへう削りを

行っている。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO1（c)大きさ…復元口径20.2

cm・器高不明（d)色調…（外器面）淡い燈色から鈍い赤褐色．（内器面）頚部付近は黒褐色、

他の部分は淡い黄橿色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒や造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）口縁部にナデ調整を施す。頚部以下には、へラによる研磨（幅2m）を施

す。化粧掛した後、研磨した可能性がある。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部以

下には丁寧にへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の

1/2周を残す。

11（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO5（c)大きさ…復元口径20.0

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径1～2m程の砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。胴部は丁寧に

へう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/5周を残す。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…復元口径21.6

cm・器高不明（d)色調…（外器面）燈色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）口縁部にナデ調整を施す。頚部以下には、ハケ調整（粗いハケ

目）を施す。（内器面）口縁部には横ナデ調整を施す。頚部付近にはへうによる調整が、胴部

にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/4周を

残す。

b－4第99図27号溝状遺構出土遺物（土師器)その4

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NqlO（c)大きさ…復元口径21.9

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・直径1～2mの砂粒や微細な鉱物粒を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナデ調整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調

整を施す。頚部以下にはへう削りを施した後、ナデ調整を行っている。（h)その他…口縁部か

ら胴部にかけての破片である。口縁部の4/5周を残す。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径24.8

cm・器高不明（d)色調…（外器面）灰色がかった黄褐色。（内器面）淡い黄燈色（e)胎土…繊

密・微細な砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部にかけて横ナデ

調整を施す。胴部にはハケ目調整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。胴

部はへう削りを丁寧に行っている。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁
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部の1/4周を残す。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構II層Nn23（c)大きさ…復元口径23.0

cm・器高不明（d)色調…赤褐色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ハケ調整

の痕をナデている。（内器面）口縁部は横方向のナデ調整を施す。胴部にはへう削りを凹凸が

少ないように丁寧に行っている。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径の長

径23.2cm・同短径18.6cm・器高不明（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）鈍い燈色（e)胎士

…綴密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部は横ナデ調整を施す。胴部には粗いハケ調

整を施す。（内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部から胴部にかけてへラ削りを

行った後に、頚部を軽くナデている。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口

縁部は楕円形である。口縁部の1/2周を残す。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nn4（c)大きさ…復元口径21.6

cm・器高不明（d)色調…（外器面）明るい赤みを帯びた灰色から燈色。（内器面）鈍い赤褐色

(e)胎土…織密・直径1～2m程の砂粒や微細な造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

(外器面）口縁部に横ナデ調整を施す。胴部には粗いハケ調整を施した後に、軽くナデている。

(内器面）口縁部には横方向のナデ調整を施す。頚部から胴部にかけてへラ削りを施す。（h)そ

の他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部のl/2周を残す。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO3（c)大きさ…復元口径23.6

cm・器高不明（d)色調…淡い黄燈色（e)胎土･･･繊密・直径1m程の砂粒や黒色造岩鉱物を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部に横ナデ調整を施す。胴部にはハケ調整を施

す。（内器面）口縁部に横方向のナデ調整を施す。胴部には丁寧なへラ削りを施す。（h)その

他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/5周を残す。

b－5第100図27号溝状遺構出土遺物（土師器)その5

1（a)器種…土師器・皿（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO5（c)大きさ…復元口径20.4

cm・器高3.6cm（d)色調…黄燈色（e)胎土…織密であるが少し気泡が見られる。やや軟質であ

る。白色と赤色の粒子を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を

施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。部分によっては、へラ状の工具によって軽く

研磨したと思われる。（h)その他…器面はかなり磨滅する。内器面にはススが付着した部分が

ある。

2（a)器種…土師器・盤の脚部（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…裾部径

14.4cm・残存高8.0cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密であるが、やや軟質である。白色の微粒

子を多くを含む。（f)焼成…良好。破れ口を見ると灰色を呈する部分がある。(9)調整…内外

器面ともに、ロクロによるナデ調整を施す。
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3（a)器種…土師器・蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO22（c)大きさ…口径14.4cm・器

高3.1cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・直径1m程の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

内外器面とも丁寧に研磨が施されている。しかし、一部にナデ調整の跡も見える。（h)その他

…口縁部の1/3周を欠失する。下記4の壷の蓋の可能性が強い。

4（a)器種…土師器・台付短頚壷（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nnl6（c)大きさ…復元口

径12.4cm・器高不明・壷部の高さ17.7cm（d)色調…（外器面）赤色。（内器面）鈍い燈色（e）

胎土…織密・直径1m程の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口唇部にナデ調

整を施す。それ以外は赤色顔料を化粧がけした後に研磨が施されており、下部になるにしたが

ってその手法が粗くなる。（内器面）口縁部から頚部にかけてナデ調整を施す。胴部以下はへ

う削りが施される。底部には指頭圧痕が見られる。（h)その他…底面には高台もしくは脚台が

あったが、欠失している。その剥離部分の凹凸を擦り切って再利用している。ほぼ完形に近い

が、口縁部の1/2周を欠失する。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…復元口径20.2

cm・器高17.7cm（d)色調…（外器面）赤色から暗い赤褐色。（内器面）赤褐色（e)胎土…繊

密・直径1～3mの砂粒や微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部

にナデ調整を施す。頚部にはハケ調整の後に、ナデ調整を施す。胴部以下にはハケ調整を丁寧

に施す。（内器面）口縁部にナデ調整を施す。頚部から胴部にかけてはへう調整を施す。底部

（見込み部）には指頭圧痕が見られる。（h)その他…外器面にはススが付着する部分がある。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径17.9

cm・器高不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…織密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。（内器面）口縁部に横方向のナデ調整を施す。胴部

にはへう削りが施されている。（h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の

1/3周を残す。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nn5（c)大きさ…復元口径20.2

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・微細な黒色造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。胴部にハケによる調整痕が僅かに残る。（内器

面）口縁部に横方向のナデ調整を施す。胴部にはへう削りが施されている。（h)その他…口縁

部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/3周を残す。

8（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO11（c)大きさ…復元口径18.7

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）横方向のナデ調整を施す。胴部にハケによる調整痕が残る。（内器面）口縁部に横方向の

ナデ調整を施す。胴部には粗いへラ削りが施されている。（h)その他…口縁部から胴部にかけ

ての破片である。口縁部の1/5周を残す。
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9（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO7（c)大きさ…復元口径17.0

cm・器高不明（d)色調…（外器面）燈色。（内器面）黒色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f）

焼成…良好(9)調整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。胴部にはハケ調整が丁寧に施され

る。（内器面）口縁部に横方向のナデ調整を施す。胴部には粗いへラ削りが施されている。

(h)その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/4周を残す。

10（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nq5（c)大きさ…復元口径20.0

cm・器高不明（d)色調…淡い燈色（e)胎土…織密・僅かに砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。（内器面）口縁部に横方向のナデ調整を施す。胴部

にはへう削りが施されていると思われる。（h)その他…口縁部の破片である。口縁部の1/6周

を残す。

11（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径20.0

cm・器高不明（d)色調…（外器面）鈍い赤褐色。（内器面）燈色（e)胎土…繊密・砂粒や黒色

の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。（内器

面）口縁部に横方向のナデ調整を施す。頚部から胴部には粗いへラ削りが施されている。（h）

その他…口縁部から胴部にかけての破片である。口縁部の1/4周を残す。

12（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構II層NO23（c)大きさ…復元口径21.2

cm・器高不明（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒や黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部に横方向のナデ調整を施す。頚部から

胴部にはへう削り（幅2cm）が施されている。削りは一ケ所を数度に分けて施す。（h)その他

…口縁部から胴部にかけての破片である。

b－6第101図打越1687番地出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・坪の蓋（b)出土遺構…11層一括（c)大きさ…口径16.2cm・器高2.4cm

(d)色調…淡い黄燈色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）へラ状工具によって

磨きをした後、赤色顔料を化粧掛けしている。（内器面）ナデ調整の後、赤色顔料を化粧掛け

している。

2（a)器種…土師器・黒色土器皿又は坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元底径8.2cm（d)色調…（外器面）鈍い黄燈色。（内器面）黒褐色（e)胎土…繊密・白

色の微粒子を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。

（内器面）研磨している。（h)その他…底部の小破片である。

3（a)器種…土師器・坪（b)出土遺構…Pit-11NO2（c)大きさ…復元口径15.8cm・器高3.3

cm（d)色調…燈色（e)胎土…徹密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロ

によるナデ調整を施す。底部にはへう削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。

見込みの部分には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…全体の1/2周を残す。赤色顔料と
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第101図打越1687番地出土遺物（土師器）

思われるものが付着する。

4（a)器種…土師器・脚付盤（b)出土遺構･･･一括（c)大きさ…復元口径10.0cm・器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…織密。硬い黒色の鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）底部から立ち上がり部にはへう削りを施す。口唇部付近にはへう磨きを施す。（内器面）

前面にへう磨きを施す。（h)その他…内外器面に黒色もしくは褐色の付着物が見られる。

5（a)器種…土師器・鉢（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径30.0cm・器高不明（d)色

調…赤褐色（e)胎土…良好。細長い黒色の造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器
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面）頚部より上方にはナデ調整を施す。他の部分にはハケ調整を施す。（内器面）頚部から口

唇部にかけてナデ調整を施す。他の部分にはへう削りを施す。（h)その他…内面の器面荒れが

激しい。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径29.0cm・器高不明（d）

色調…赤褐色（e)胎土…極めて良好（f)焼成…極めて良好(9)調整…（外器面）頚部より上方

にはナデ調整を施す。胴部にはハケ調整を施す。（内器面）頚部から口唇部にかけてナデ調整

を施す。胴部のへラ削りは幅1.5cm間隔（5本間隔？）で丁寧に行っている。（h)その他…口

縁部から頚部にかけての破片である。

7（a)器種…土師器・不明（b)出土遺構…29号溝状遺構（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒や造岩鉱物を多く含む。細かい気泡が多く見られる。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）指で強く押さえて粘土を引き延ば

した後、ナデ調整を施す。（h)その他…碑のような形であるがそうではない。カマドの破片の

一部とも考えられる。

b－7第102図27号溝状遺構出土遺物（須恵器）その6

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO8（c)大きさ…復元口径11.5

cm・器高3.6cm（d)色調…緑灰色（e)胎土…繊密。やや大粒の砂粒を含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底部にはへう削りを施す。（内器面）ロク

ロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の円周の約2/3周を残す。一部に緑色を帯びた

黒色の粕がかる。

2（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO13（c)大きさ…口径不明・底部

径8.6cm（d)色調…（外器面）青灰色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を多く

含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）底部にはへう切りの痕が残る。その他の部分には

ロクロによるナデ調整を施す。（内器面）不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…底部のみ

を残す。

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層恥14（c)大きさ…復元口径12.6

cm・器高4.6cm（d)色調…（外器面）灰色～暗いオリーブ色がかった灰色。（内器面）灰色

(e)胎土…織密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。底面には回

転へラ削りの痕跡が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…器全体の約

1/2周を残す。器面の内外に粕がかかる。特に、見込み部には一面に紬がかかる。器表の風化

が激しく、器表の剥落が見られる。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO22（c)大きさ…口径不

明・器高不明・高台径8.4cm・高台内径7.2cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰色（e)胎土…撤

密。白い粒（造岩鉱物？）を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナ
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デ調整を施す。高台の内面（底面）には回転へラ削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナ

デ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…高台部は完全に残る。

5（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…復元口径

14.0cm・器高5.8cm・復元高台径8.0cm・復元高台内径7.2cm・高台の高さ1.0cm（d)色調…灰色

(e)胎土…繊密・微細な白い粒（造岩鉱物？）を多く含む。細かい気泡が見られる。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）口縁部から高台部までロクロによるナデ調整を施す。その手法はや

や粗い。高台の内面（底面）には回転へラ削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整

を施す。見込み部にはナデ調整を一部に施した痕が残るのみである。（h)その他…高台部の約

1/2周と口縁部の一部を残す。

6（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NqlO（c)大きさ…復元口径

14.6cm・器高5.1cm・高台径9.8cm・高台内径9.2cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…（外器面）青

灰色、一部は暗い青灰色。（内器面）灰黄色、一部は暗い赤灰色（e)胎土…繊密・微細な鉱物

粒（黒雲母？）が僅かに見られる。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロによるナ

デ調整を施す。高台の内面（底面）には回転へラ削りの痕が残る。見込み部にはナデ調整を不

定方向に施す。（h)その他…高台部は完全に、口縁部は1/2周を残す。

7（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構･･･27号溝状遺構I層Nn21（c)大きさ…復元口径

14.4cm・器高4.4cm・復元高台径9.7cm・復元高台内径9.0cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…（外

器面）淡い黄色の部分と緑灰色の部分あり。（内器面）淡い黄色の部分と暗い青灰色の部分あ

り。（e)胎土…繊密。白い鉱物粒が多く見られる。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロク

ロによるやや粗いナデ調整が施されている。高台の内面（底面）には、へラによる調整が施さ

れている。（内器面）ロクロによるナデ調整が施されている。見込み部にはナデ調整が不定方

向に施されている。調整はあまり丁寧ではなく、器面が荒れている。（h)その他…全体の約1／

2周を残す。

8（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nn5（c)大きさ…復元口径

14.6cm・器高4.0cm・復元高台径9.9cm・復元高台内径9.2cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…（外

器面）灰色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密・直径1～2mの砂粒を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）ロクロによるナデ調整が施されている。高台の内面（底面）には、へラ削り

による調整が施されている。（内器面）ロクロによるナデ調整が施されている。見込み部には

ナデ調整が不定方向に施されている。（h)その他･･･全体の約1/2周を残す。外器面には口縁部

から高台部まで粕薬をかけたと見紛う程に自然紬が均等にかかる。器面荒れが激しい。

9（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO22（c)大きさ…口径17.0

cm・器高5.8cm・高台径11.5cm・高台内径10.6cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…（外器面）灰色

から灰白色。（内器面）淡い黄色（e)胎土…やや粗い。細かい気泡が多く見られる。（f)焼成

-199-



第V章歴史時代の遺構及び遺物

1

毒 ク

3

I

＝で 4

l■■

プ
0

第102図27号溝状遺構出土遺物（須恵器）その6

-200-

q％

一一

j潟職聯；

蝋

I

11

〃〃

一 戸寺

承

3

10cm
ｰ一一一一一一



第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

…やや甘い。(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台の内面（底面）には、

へラ削りによる調整を施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部にはナデ調整

を不定方向に施す。（h)その他…完形品である。

10（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…復元口径14.2

cm・器高不明（d)色調…（外器面）青灰色。（内器面）灰色（e)胎土…繊密。白い粒（造岩鉱

物？）を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）粗いナデ調整を施す。（内器面）ロ

クロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の約1/4周を残す。底部も欠失する。外器面

には自然粕がかかる。

11（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…復元口径

13.8cm・器高5.1cm・高台径9.2cm・高台内径8.0cm・高台の高さ0.8cm（d)色調…（外器面）灰

色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ

調整が施されている。高台の内面（底面）には、へラ削りによる調整が施されている。（内器

面）ロクロによるナデ調整が施されている。見込み部にはナデ調整が不定方向に施されてい

る。（h)その他…ほぼ完形に近く、口縁部の一部を欠失する。器形はかなり歪んでおり口縁は

片口となっている。

12（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NnlO（c)大きさ…復元口径

13.3cm・器高3.8cm（d)色調…（外器面）灰白色であり、一部は赤みを帯びた灰色。（内器

面）灰白色（e)胎土…繊密・直径1m程の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロ

クロによるナデ調整を施す。高台の内面（底面）には、へラ削りによる調整を施す。（内器

面）右廻りのロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。高台部を欠

失する。

13（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nql2（c)大きさ…復元口径

12.7cm・器高5.0cm・復元高台径8.2cm・復元高台内径7.2cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…灰色

(e)胎土…繊密。白い粒（造岩鉱物？）を僅かに含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロ

クロによるナデ調整を施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の

約1/4周を残す。

14（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…口径及び

器高不明・高台径7.2cm・高台内径6.6cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…（外器面）灰色がかっ

たオリーブ色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…

(外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台の内部（底面）には、不定方向のナデ調整を施

す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…底部の約1/2周を残す。外器面には

灰色がかったオリーブ色の自然粕がかかるが、高台部付近（畳付け及びその近く）は紬が剥落

する。
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15（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO8（c)大きさ…復元口径

13.8cm・器高5.2cm・高台径9.2cm・高台内径8.0cm・高台の高さ0.9cm（d)色調…（外器面）青

灰色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密・直径が1mに満たない小さな砂粒から3m程もある

やや大粒の砂粒まで含む。その他、白い造岩鉱物と思われる粒を多く含む。（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台の内部（底面）には、へラ削りによる

調整を施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。見込み部にはナデ調整を不定方向に施

す。（h)その他…高台は完形であり、口縁部の一部を残す。外器面には自然紬（オリーブ色が

かった黒色）がかかっていたと思われるが、風化により剥落している。粕が特に強くかかって

いたと思われる所は、口縁部から高台部である。

16（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…27号溝状遺構II層Nq23（c)大きさ…口径及び器高の

計測値記載省略（d)色調…（外器面）明青灰色．（内器面）明るいオリーブ色（e)胎土…撤

密・微細な白い造岩鉱物と思われる粒を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロク

ロによるナデ調整が施されている。（内器面）ロクロによるナデ調整が施されている。（h)そ

の他…外器面には自然紬（黒褐色）がかかっていたと思われるが、風化により剥落している。

b－8第103図27号溝状遺構出土遺物（須恵器・紡垂車・石器）その7

1（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構I層恥12（c)大きさ…復元口径

14.0cm・器高3.0cm（d)色調…（外器面）青灰色。（内器面）明るい青灰色（e)胎土…織密・

白色の粒子（造岩鉱物）を多く含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調

整を施す。上部は粗いへラ削りを行う。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。中央部（天

井部）には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周を残す。

2（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO2（c)大きさ…復元口径

14.4cm・器高3.7cm（d)色調…淡黄色（e)胎土…繊密（f)焼成…やや甘い(9)調整…（外器

面）ロクロによるナデ調整を施す。一部分にはこの後、縦横にナデ調整を施す。上部はへう削

りの後軽くナデ調整を施す。（内器面）口縁部付近にはロクロによるナデ調整を施す。その他

は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/3周を残す。

3（a)器種…須恵器・杯の蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…口径及び器

高不明（d)色調…（外器面）明るい灰黄色から黄灰色。（内器面）オリーブ色がかった灰色

(e)胎土…繊密・砂粒や微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともにロクロ

によるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

4（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nn22（c)大きさ…口径15．4

cm・器高2.3cm（d)色調…（外器面）暗い灰色から灰色。（内器面）暗いオリーブ色がかった

灰色（e)胎土…級密・微細な白色の粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロに

よるナデ調整を施す。上部はへう削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。一部
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には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…完形である。

5（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nn22（c)大きさ…復元口径

14.2cm・器高2.5cm（d)色調…（外器面）灰色がかったオリーブ色から暗い青灰色。（内器

面）オリーブ色がかった黄色（e)胎土…繊密・砂粒や白色の粒を含む。（f)焼成…良好(9)調

整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。中央部（頂部）にはへう削りを施した後に、粗

いへラ削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。中央部（天井部）には不定方向

のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/3周を欠失する。

6（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…27号溝状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…灰白色（e)胎土…徹密（f)焼成…やや甘い(9)調整…口縁部にロクロによるナデ

調整を施す。その他は不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の破片である。

7（a)器種…須恵器・盤（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元口径22.4

cm・器高不明（d)色調…（外器面）青灰色から暗い青灰色。（内器面）明るい青灰色（e)胎土

…繊密・微細な白色の粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部にロクロによる

ナデ調整を施す。底部にはへう削りによる調整を施した後に、粗いナデ調整を施す。所によっ

てはへう調整の痕が良く残る。（内器面）口縁部にロクロによるナデ調整を施す。中央部（見

込み部）には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の1/2周及び脚部を欠失する。

8（a)器種…須恵器・カメ（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…復元底径21.8

cm・器高不明（d)色調…（外器面）青灰色。（内器面）灰黄色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好

(9)調整…（外器面）平行タタキの痕が残る。底部にはへう削りによる調整を施した後に、粗い

ナデ調整を施した部分がある。（内器面）胴部には同心円文（青海波文）タタキを施す。立ち

上がり部（屈曲部）付近にはへう状工具によって横方向に少しナデを施す。底部（見込み部）

には指によるナデ調整を施す。そのため指頭圧痕が多く残る。（h)その他…底部の破片である。

9（a)器種…須恵器・甑の把手（b)出土遺構…27号溝状遺構上面一括（c)大きさ…口径及び

器高不明（｡)色調…灰色がかったオリーブ色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。細かい気泡を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）把手の部分にはナデ調整を施す。胴部には平行タタ

キを施す。（内器面）上方向にへう削りを施す。（h)その他…器形が土師器の甑と類似する。

10（a)器種…須恵器・不明（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO10（c)大きさ…口径及び器高

不明・復元底径11.5cm（d)色調…（外器面）オリーブ色がかった褐色。（内器面）暗い灰色

(e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）不明・ナデを施していると

思われる。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。中心部（見込み部）には不定方向のナデ

調整を施す。（h)その他…底部のみの破片である。内外器面とも自然紬がかかる。外器面の風

化が激しい。

11（a)器種…土師器質・紡垂車（b)出土遺構…27号溝状遺構I層Nql5（c)大きさ…長径6.0
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cm・短径5.1cm・厚さ1.9cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好（h)その他…土師器

の厚い部分を円板状に擦り減らして作成した物と思われる。

12（a)器種…安山岩・石包丁（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO17（c)大きさ…全長不明・

幅5.1cm・厚さ0.6cm（h)その他…刃部は研磨したように擦れている。

13（a)器種…片岩・敵石（b)出土遺構…27号溝状遺構I層NO22（c)大きさ･･･長さ13.9cm・幅

10.5cm・厚さ3.8cm（h)その他…裏面に自然面が残る。

14（a)器種…砂岩・敵石（b)出土遺構…27号溝状遺構II層一括（c)大きさ…直径不明・厚さ

1.9cm（h)その他…1/3周を欠失する。

15（a)器種…安山岩・敵石（b)出土遺構･･･27号溝状遺構I層叱1（c)大きさ…長径7.1cm・

短径6.3cm・厚さ2.9cm（h)その他･･･完形である。

b－9第104図29号溝状遺構出土遺物（須恵器・瓦）

1（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…29号溝状遺構NO18（c)大きさ…口径及び器高

不明・高台径9.0cm・高台内径6.8cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰青色（e)胎土…繊密（f）

焼成…良好(9)調整…（外器面）立ち上がり部（高台との付け根）は回転へラ削りを施す。高

台の内面（底部）にはへう削りの痕が残る。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)そ

の他…外器面には自然粕がかかる。

2（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…29号溝状遺構NO15（c)大きさ…復元口径13.0

cm・器高4.5cm・高台径7.8cm・高台内径7.2cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰青色（e)胎土…

繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）立ち上がり部（高台の直上部）は回転へラ削りによ

る整形の後、ナデによる調整を施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…

外器面には自然粕がかかる。高台部の中央部から畳付けにかけての部分は強く押さえて整形し

ているので内側へ少し屈曲する。

3（a)器種…須恵器・鉢？（b)出土遺構…29号溝状遺構NO2（c)大きさ…復元口径16.9cm・

器高不明（d)色調…灰青色（e)胎土…白色の砂粒を少し含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外

器面にナデ調整の痕が残る。

4（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…29号溝状遺構I層Nn2（c)大きさ…復元口径

16.2cm・器高1.4cm（d)色調…灰白色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…内外器面にナデ調整の痕が残る。（h)その他…全体の1/4周が残る。

5（a)器種…須恵器・高坪の脚（b)出土遺構…29号溝状遺構NO12（c)大きさ…裾部径14.6

cm・器高不明（d)色調…灰青色（e)胎土…徹密（f)焼成…良好(9)調整…内外器面にナデ調整

の痕が残る。（h)その他…内外器面に自然紬がかかる。特に、内面に強く紬がかかっている。

6（a)器種…布目瓦・平瓦（b)出土遺構…29号溝状遺構NO2（c)大きさ…厚さ1.2cm（h)そ

の他…小片である。二次焼成を受けている。
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7（a)器種…布目瓦・平瓦（b)出土遺構…29号溝状遺構（c)大きさ…厚さ2.2cm（h)その他

…厚ぼつたい感じである。平瓦にしてはカーブが少し急である。上端部の破片である。

8（a)器種…須恵器・短頚壷（b)出土遺構…29号溝状遺構恥5（c)大きさ…復元口径12.5

cm・器高不明（d)色調…灰青色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）胴部に平

行タタキの痕が残る。頚部にはナデ調整の痕が残る。（内器面）胴部には指の圧痕及び指によ

るナデ調整の痕が残る。ナデの方向は下方から上方へ引き上げて調整したと推定される。

b－10第105図打越1687番地出土遺物（須恵器）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…Pit-21（柱穴）（c)大きさ…復元口径12.0cm・器高

4.0cm・復元底径7.7cm（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密・微細な白い造岩鉱物と思われる粒を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整が施されている。底面には

へう削りを施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…全体の1/2周を残す。

2（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径・器高記載省略（d)色調…灰

色（e)胎土…繊密・微細な白い造岩鉱物と思われる粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外

器面）調整痕が側面には残存しない。底面には粗いナデ調整を施す。（内器面）ロクロによる

粗いナデ調整を施す。見込み部には不定方向のナデ調整を施す。
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第105図打越1687番地出土遺物（須恵器）

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・底径6.8

cm（d)色調…鈍い黄色（e)胎土…繊密（f)焼成…やや甘い(9)調整…内外器面とも不定方向の

ナデ調整を施す。（h)その他…1/2周を残す。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…灰白色（e)胎土…撤密（f)焼成…やや甘い(9)調整…（外器面）高台及び高台内部（底面）
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にはロクロによるナデ調整を施す。その他は不定方向のナデ調整を施す。（内器面）見込み部

には調整痕は観察出来ない。その他にはナデ調整の痕が見られる。

5（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…111層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径10.6cm・復元高台内径9.0cm・高台の高さ0.3cm（d)色調…（外器面）淡い黄色・見込

み部は燈色（内器面）燈色（e)胎土…徹密・微細な白い粒（造岩鉱物？）を含む。（f)焼成…

やや甘い(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…約1/2周を残す。

6（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径14.0cm・器高

4.0cm・高台径10.3cm・復元高台内径9.0cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…灰色がかったオリー

ブ色（e)胎土…繊密。白い粒（造岩鉱物？）を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口

縁部から高台部付近にかけてはロクロによるナデ調整を施す。底部にはへうによる調整を施す。

(内器面）ロクロによるナデ調整を施す。底部には不定方向のナデ調整を施す。（h)その他…口

縁部の1/4周・高台部の1/2周を残す。

7（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径16.6cm・器高5.0

cm・高台径11.3cm・復元高台内径9.8cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…（外器面）鈍い燈色・

（内器面）灰白色（e)胎土…撤密・微細な鉱物粒を多く含む。（f)焼成…やや甘い(9)調整…

（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。高台内部（底部）にはへう削りの痕が残る。（内器

面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の約1/5周を残す。

8（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…111層一括（c)大きさ…復元口径14.4cm・器高不明

(d)色調…灰色がかったオリーブ色（e)胎土…撤密・微細な白い粒（造岩鉱物？）を含む。（f）

焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部にロクロによるナデ調整を施す。下部は水引きによる

調整を殆ど施されていない。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の

1/4周を残す。

9（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径8.0cm・高台内径6.8cm・高台の高さ0.3cm（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成

…やや甘い(9)調整…（外器面）口縁部から高台部付近にかけてはロクロによるナデ調整を施

す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…底部の1/2周を残す。

10（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元高

台径9.6cm・復元口内径8.2cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…（外器面）淡い黄色から暗い灰

色。（内器面）灰白色（e)胎土…繊密（f)焼成…やや甘い(9)調整…（外器面）磨滅しており、

調整痕は不明である｡（内器面）ロクロによるナデ調整が施されている。（h)その他…底部の

1/2周を残す。

11（a)器種…須恵器・坪の蓋の摘み部（b)出土遺構…一括（c)大きさ…上端部の径2.5cm

(d)色調…灰白色（e)胎土…繊密。細かい砂粒を含む。（f)焼成…やや甘い(9)調整…ナデ調整
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を施す。（h)その他…摘みの部分のみ残す。上端部は凹形に窪む。

12（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調･･･

（外器面）燈色。（内器面）灰色がかった黄色（e)胎土…繊密・微細な鉱物粒を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）ロクロによるナデ調整を施す。その手法はかなり雑である。

（内器面）ロクロによるナデ調整と不定方向のナデ調整を施す。外器面よりも丁寧な調整であ

る。（h)その他…口縁部の一部を残す。

13（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径14.0cm・器高

2.0cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒と微細な白い粒（造岩鉱物？）を含む。（f)焼成

…良好(9)調整…（外器面）へラ調整の痕が残る。（内器面）口縁部にはロクロによるナデ調

整を施す。その他はナデ調整が部分的に見える。内外器面とも調整が粗い。（h)その他…全体

の約1/4周を残す。

14（a)器種…須恵器・壷の口縁部（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…（外器面）灰色。（内器面）灰色がかった黄色（e)胎土…繊密・微細な気泡が見られる。

(f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の一

部を残す。内器面には灰色の粕がかかる。

15（a)器種…須恵器・壷の口縁部（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…褐色がかった灰色（e)胎土…徹密・微細な白い粒（造岩鉱物）を含む。（f)焼成…良好（9）

調整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の一部を残す。

16（a)器種…須恵器・壷の口縁部（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色

調…（外器面）褐色がかった灰色。（内器面）鈍い燈色（e)胎土…織密（f)焼成…良好(9)調

整…内外器面ともロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の一部を残す。

17（a)器種…須恵器・器種不明（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…（外器面）暗い灰色・部位によってやや燈色を帯びる部分あり。（内器面）灰色・部位

によってやや燈色を帯びる部分あり。（e)胎士…繊密・微細な白い粒（造岩鉱物？）を含む。

(f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部はロクロによるナデ調整を施す。それより下部には

不定方向のナデ調整を施す。（内器面）ロクロによるナデ調整を施す。（h)その他…口縁部の

一部を残す。

18（a)器種…須恵器・器種不明（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…（外器面）暗い赤みを帯びた灰色。（内器面）赤みを帯びた灰色（e)胎土…撤密・砂粒

を含む。（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともロクロによるナデ調整が施されている。（h）

その他…口縁部の一部を残す。

19（a)器種…須恵器・器種不明（b)出土遺構…南側一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d）

色調…灰白色（e)胎土…徹密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…口縁部には内外器面と
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も横方向のナデ調整が施されている。胴部以下は、外器面に格子目のタタキ・内器面に同心円

文（青海波文）のタタキが施されている。（h)その他…口縁部及び胴部の一部を残す。

20（a)器種…布目瓦・平瓦（b)出土遺構…一括（c)大きさ…厚さ2.4cm（h)その他…二次焼

成を受けている。端部のほんの一部を残す。

b－11第106図打越1687番地出土遺物

1（a)器種…鉄器・模又は大型の釘？（b)出土遺構…

29号溝状遺構NO16（c)大きさ…長さ11.0cm・幅1.6～0.6

cm・頭部の幅2.1cm・厚さ0.3～0.7cm・重さ469（h)そ

の他…頭部は丸く、主体部は上部の幅が広く、厚さも厚

い。横断面は長方形又は台形状を呈する。頭部が丸いこ

とから釘のようであるが、長さに比較して幅が広すぎる

ように思われる。又、主体部の形から模と考えると、元

と末との厚さの差が少ないと考えられる。

2（a)器種…土師器・土垂（b)出土遺構…1687番地。

I

鯵
2

1
－

－鴫帽剛I旨
2（a)器種…土師器・土垂（b)出土遺構…1687番地。〃l

Pit-92（c)大きさ…現存する長さ6.0cm・径1.5cm（h）o

その他…箸のような丸い棒に粘土を巻きつけて、手で握第106図打越1687番地出土遺物
り絞めて整形したように思われる。

3（a)器種…黒曜石・マイクロブレード（b)出土遺構…1687番地・表面採集（c)大きさ…長

さ1.4cm・幅0.7cm・厚さ0.1cm以下（h)その他…側縁部に使用痕が見られる。

b－12第107図打越1687番地出土遺物

1（a)器種…磁器・青華文碗・くらわんか茶碗

篭漁鴬撰醐簿
⑥&土撫撫鯉鳥か霞溌孟

鶏
守
殿

膨

きさ…口径及び器高不明・復元高台径3.3cm（h）

その他…内外器面に網手文を染付ける。上紬は少

し青みを帯びる。貫入が僅かに見られる。畳付け
琴ぞ 05cmー弓三

の部分は少し尖りぎみである。第107図打越1687番地出土遺物（磁器）

3（a)器種…白磁・印華文皿（b)出土遺構…

1687番地・26号溝状遺構一括（c)大きさ…口径及び器高不明（h)その他…見込み部に唐草紋様

の印華を施す。素子は良質であり、白い。残存する高台の形から、長方形の少し歪になった形
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か、あるいは、華のような形状を呈すると推定される。

8.236番地出土遺物

②出土遺物

b－1第108図打越236番地出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・皿（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径19.5cm・器高2.0cm

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…横ナデ調整を施

す。（h)その他…赤色顔料を化粧掛けする。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…11層一括（c)大きさ…復元口径18.7cm・器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器

面）口縁部に丁寧なナデ調整を施す。頚部以下にはハケ状工具による粗い調整を施す。（内器

面）口縁部に丁寧なナデ調整を施す。頚部以下にはへう削りを施す。（h)その他…一部にスス

が付着する。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径19.2cm・器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…綴密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナデ

調整を施す。（内器面）口縁部に横ナデ調整を施す。頚部以下にはハケ状工具による粗い調整

の他に、へラ削りを施した部分が見られる。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径20.4cm・器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…綴密・砂粒及び造岩鉱物をかなり多く含む。（f)焼成…良好（9）

調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部以下は縦方向の

へラ削りを施す。（h)その他…外器面の一部にススが付着する。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径20.9cm・器高不明

(d)色調…鈍い燈色（e)胎土…徹密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外

器面）横ナデ調整を施す。（内器面）口縁部はナデ調整を施す。頚部以下は粗いナデ調整を施

す。

6（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径21.8cm・器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…徹密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部に横

ナデ調整を施す。胴部にはナデ調整の後、縦方向にハケ状工具による調整を施す。（内器面）

口縁部にナデ調整を施す。頚部以下にはへう削りを施す。

7（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径22.0cm・器高不明

(d)色調…燈色（e)胎土…繊密・砂粒及び造岩鉱物を僅かに含む。（f)焼成…良好(9)調整…横

ナデ調整を施す。
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第108図打越236番地出土遺物（土師器）

8（a)器種…土師器・甑の把手（b)出土遺構…II層一括（d)色調…黒褐色（e)胎土･･･繊密・

砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…胴部と把手の付け根の部分は指で強く押さえている。

ナデ調整を施す。内器面にはへう状工具による調整を施す。（h)その他…外器面のほぼ全面に

ススが付着する。

9（a)器種…土師器・甑の把手（b)出土遺構…II層一括（d)色調…鈍い燈色（e)胎土…織

密・砂粒及び造岩鉱物を含む。（f)焼成…良好(9)調整…胴部と把手の付け根の部分は指で強

く押さえている。ナデ調整を施す。

10（a)器種…土師器・器種不明・脚部（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不

明・復元裾部径9.2cm（d)色調…燈色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整

…ナデ調整を施す。（h)その他…一部にススが付着する。
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b－2第109図打越236番地出土遺物（須恵器・炉壁）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明．復元底径

8.0cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施

す。

2（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元底径

7.4cm（d)色調…灰色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施

す。

3（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復元底径

8.0cm（d)色調…灰白色（e)胎土…徹密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ

調整を施す。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ･･･口径及び器高不明・復

元高台径7.0cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…燈色（e)胎土…繊密・僅かに砂粒を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

5（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径6.6cm・高台の高さ0.1cm（d)色調…褐色がかった灰色（e)胎土…織密・白色の砂粒を

含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

6（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径11.3cm・高台内径11.0cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…（外器面）褐色がかった灰

色。（内器面）灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成...良好(9)調整…（外器面）ナデ

調整を施す。高台内面の付け根付近にはナデ調整の痕跡の他に、指頭圧痕がみられる。（内器

面）ナデ調整の他にへう状工具による調整を粗く施す。

7（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径10.0cm・高台内径8.6cm・高台の高さ0.3cm（d)色調…（外器面）黒色。（内器面）灰

色（e)胎土…繊密・白色の砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

8（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径6.6cm・高台内径5.4cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…燈色（e)胎土…撤密・砂粒を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

9（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構･･･II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径9.0cm・高台内径7.2cm・高台の高さ0.4cm（d)色調…（外器面）黒色。（内器面）灰

色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…外

器面には焼きむらが見える。

10（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…11層一括（c)大きさ…口径及び器高不明・復

元高台径9.4cm・高台内径8.2cm・高台の高さ0.6cm（d)色調…灰色（e)胎土…繊密・砂粒を含
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第109図打越236番地出土遺物（須恵器・炉壁）
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第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…調整用の工具の跡が僅かに残る。

11（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径11.2cm・器高不

明（d)色調…灰白色（e)胎土…繊密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

12（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…復元口径13.8cm・器高

2.9cm（d)色調…（外器面）褐色がかった灰色。（内器面）灰色（e)胎土…徹密・砂粒を含

む。（f)焼成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。

13（a)器種…須恵器・蓋（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…

（外器面）黒褐色。（内器面）オリーブ色がかった灰色（e)胎土…撤密・砂粒を含む。（f)焼

成…良好(9)調整…ナデ調整を施す。（h)その他…外器面にススが付着する。短頚壷の蓋の可

能性が考えられる。

14（a)器種…須恵器・カメ（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調

…オリーブ色がかった灰色（e)胎土…織密・砂粒を含む。（f)焼成…良好(9)調整…外器面に

は格子文タタキ・内器面には青海波文タタキを施す。（h)その他…外器面の一部にススが付着

する。カメの底部の破片である。

15（a)器種…炉壁？（b)出土遺構…II層一括（c)大きさ…長さ11.9cm・幅7.8cm・厚さ4.5cm

(d)色調…灰色（e)胎土…壁土に入れる植物の繊維(スサ)を含む。（f)焼成…強く焼けている。

（h)その他…上面が凹形に窪むことから、何か棒状の軸の回りに壁土のような物を押しつけた

状態が推定される。土の焼けた状態からは、非常に強く火を受けたことが推測される。このこ

とから、当遺物は炉又は窯の壁と推定される。第53図の6に類似する。

9．1686－2番地出土遺物

②打越1686-2番地出土遺物

b－1第110図打越1686-2番地出土遺物（土師器）

1（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径16.5cm・器高不明（d）

色調…澄色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…内外器面ともに器面荒れが激しく調整の

痕が明瞭でない。（h)その他…口縁部の1/5周を残す。

2（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構･･･一括（c)大きさ…復元口径21.9cm・器高不明（d）

色調…燈色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部に横ナデを施す。胴部

には縦方向にハケ調整を施し、その上をナデている。（内器面）口縁部に横ナデを施す。胴部

には縦方向にへう削りを施す。（h)その他…口縁部の破片である。

3（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径18.3cm・器高不明（d）

色調…燈色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）口縁部から頚部にかけては横

ナデを施す。胴部には縦方向に粗いハケ調整を施す。（内器面）口縁部には横方向に粗いハケ
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調整を施す。胴部にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部の破片である。

4（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…燈

色（e)胎土…良好（f)焼成…やや甘い(9)調整…器面荒れが激しく調整痕の観察が困難であ

る。（h)その他…口縁部の破片である。

5（a)器種…土師器・カメ（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…燈

色（e)胎土…綴密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）横ナデの痕が残る。（内器面）口縁部

にはナデ調整を施す。頚部以下にはへう削りを施す。（h)その他…口縁部の破片である。

6（a)器種…土師器・甑（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明（d)色調…樟色

(e)胎土…撤密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）把手の取り付け部は強く粘土を押しつけて

指でナデている。（内器面）へラ削りを施す。（h)その他…把手部のみの破片である。

7（a)器種…土師器・坪又は盤の脚部（b)出土遺構…一括（c)大きさ…口径及び器高不明

(d)色調…黄燈色（e)胎土…織密・直径3皿もあるような砂粒や微細な鉱物粒を含む。（f)焼成…

良好(9)調整…（外器面）横方向のナデ調整を施す。（内器面）粗いナデ調整を施す。（h)そ

の他…脚部の一部を残すのみである。
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第5節溝状遺構及びその周辺の出土遺物

b－2第111図打越1686-2番地出土遺物（須恵器）

1（a)器種…須恵器・坪（b)出土遺構…東端グリッドNn8（c)大きさ…復元口径16.4cm・器

高5.4cm（d)色調…青灰色（e)胎土…極めて良好（f)焼成…極めて良好(9)調整…（外器面）

ナデ調整を施す。底部にはへう切りの痕が見られる。（内器面）ナデ調整を施す。（h)その他

…外器面には薄く自然粕がかかる。

2（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径15.0cm・器高4.8

cm・高台径8.7cm・高台内径6.6cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…青灰色（e)胎土…良好（f)焼

成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。高台の付け根は丁寧に指で押さえてナデてい

る。（内器面）ナデ調整を施す。高台の内面にはへう切りの痕が残る。（h)その他…器壁は薄

く、整形・焼成が良好な良質の須恵器である。

3（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…第1I層NO1（c)大きさ…復元口径17.2cm・器

高5.0cm・高台径12.5cm・高台内径11.6cm・高台の高さ0.5cm（d)色調…灰白色（e)胎土…微細

な砂粒を含む。（f)焼成…やや甘い(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。（内器面）ナデ調

整を施す。高台の内面にはへう切りの痕が残る。（h)その他…口縁部の1/3周を欠失する。

4（a)器種…須恵器・高台付坪（b)出土遺構…東端グリッドNO7（c)大きさ…復元口径13.1

cm・器高3.5cm・高台径9.9cm・高台内径8.2cm・高台の高さ0.7cm（d)色調…淡い灰色（e)胎土

…良好（f)焼成…甘い(9)調整…（外器面）丁寧にナデ調整を施す。高台の付け根は丁寧に指

で押さえてナデている。（内器面）丁寧にナデ調整を施す。

5（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…一括（c)大きさ…復元口径15.8cm（d)色調…灰

色（e)胎土…良好・黒色の砂粒を含む。（f)焼成…不良(9)調整…内外器面とも器面の荒れが

激しく、調整痕の観察は困難である。
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6（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…東端グリッド第1層一括（c)大きさ…口径及び

器高不明（d)色調…青灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施

す。上部はへう削りを施す。（内器面）ナデ調整を施す。

7（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…第1I層NO1（c)大きさ…復元口径17.8cm・器高

3.2cm（d)色調…淡い灰色（e)胎土…繊密（f)焼成…不良(9)調整…内外器面とも器面の荒れ

が激しく、調整痕の観察は困難である。

8（a)器種…須恵器・坪の蓋（b)出土遺構…東端グリッドNn23（c)大きさ…口径及び器高不

明（d)色調…青灰色（e)胎土…良好（f)焼成…良好(9)調整…（外器面）ナデ調整を施す。上

部は粗くナデ調整を施す。（内器面）丁寧にナデ調整を施す。

器壁は厚ぽったくてぽってりとした感じを受ける。

－218－
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第1節縄文時代以前の遺構及び遺物について

第VI章まとめ

発掘調査によって検出した遺構及び遺物について、第Ⅲ章から第V章にかけて、遺構の推定

される年代に従って古い遺構の順に述べた。

各章に紗いて、遺構及び遺物についての事実報告に努めた。ここに章を改めて「まとめ」を

述べることは、各章に砂いて述べたことと重複する点が多いと思われる。しかし、第Ⅲ章から

第V章に紗いては事実報告に終始したので、本章に齢いては、事実報告以外に、発掘調査者が

調査中に感じた事・推定される事・発掘現場を訪問された多くの研究者からの御教示を受けて

改めて気がついた事等について取り交ぜて、ここに述べたい。

第1節縄文時代以前の遺構及び遺物について

打越遺跡の踏査記録に紗いても指摘されたように、発掘調査を実施した地域全面から黒色磨

研系の土器の小片を表面採集した。このことから、縄文時代の遺構がかなり多く検出されるで

あろうと期待したが、事実は期待に反していた。

検出した遺構は、第ⅡI章で述べたように、10号土壌・13号土墳・30号土塘・1号及び2号炉

祉である。縄文時代の遺構とも弥生時代の遺構とも断定し難いのが、11号土塘(風倒木痕)であ

る。26号土塘は縄文時代の遺構と推定されるが、遺物の上で決め手を欠く。

これ等の遺構の中で注目すべき遺構は、1号及び2号炉祉・30号土塘である。

1．縄文早期の遺構及び遺物

1号及び2号炉祉は石囲い炉であり、現地表下1.5mから検出した。遺構内からの出土遺物

は、撚糸文土器片である。遺構の切り込み面は、第II－b層の下面又は第II－b層の中間付近

(第13図参照）と思われる。第1I層は黄褐色土からなり、上下二層（a。b）に分かれる。打

越遺跡の南に広がる営尾台地の発掘調査の例に齢いても黄褐色土の層は上下二層に分かれる。

上層からは縄文後期～晩期の遺物（御領式土器～山の寺式土器）が出土し、下層からは縄文早

期～前期の遺物が出土する。この富尾台地の発掘調査例と打越遺跡検出の1号及び2号炉吐の

検出状態とは、合致すると思われる。

打越遺跡から出土した最古の遺物は、マイクロブレードである。しかし、これは表面採集の

遺物である。
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2．縄文後期～晩期の遺構及び遺物

当遺跡から出土した黒色磨研系の土器片の中で、羽状文（綾杉文）が施文された土器片を見

出すことが出来ない。このことから、出土した土器片は御領式以後の土器（羽状文を施文され

た土器を三万田式土器と考えるならば）と思われる。これ等の土器片の中で、口縁部にリボン

状の突起を持つ鉢の破片がある。このリボン状の突起を持つ土器片は、黒川式土器に比定され

る。これら黒色磨研系の土器片以外に突帯文土器が少量出土する。

上記の土器片について土器の形式を推定すると、当遺跡から出土する縄文土器は後期から晩

期の時期（御領式土器・黒川式土器・山の寺式土器）に比定される。

第22図に紹介した土偶は、236番地の表土排除作業中に耕作土(表土)中から検出した遺物で

ある。頭部及び左右の腕部を欠失する。残存する形は極度に胴長短足であるが、胸部・腹部・

肩部・智部の形状は実に写実的であり、妊婦の姿を良く現している。土偶の胎土と上に述べた

縄文後期から晩期にかけての黒色磨研系の土器片の胎土は、よく類似する。このことから、こ

の土偶は御領式～黒川式の土器に伴うと推定される。

土塘は、上にも記したように、10号土塘・13号土塘・30号土塘がある。この内の2基（10

号。13号)からは、黒色磨研系の土器が出土したことから、縄文後期から晩期頃の遺構と推定

される。30号土塘(第10図参照)は、楕円形の土塘(長径0.9m・短径0.7m・遺構検出面から底

面までの深さ0.3m)である。この土塘の中から、突帯文土器の深鉢（山の寺式土器）が何かに

蓋をするような形（臥せた状態）を推定される状態で出土した。この遺構の時代は縄文時代晩

期である。遺構の性格について墓塘とも貯蔵穴とも考えられるので、一概に明確な答えを得る

ことが出来ないでいる。

第2節弥生時代の遺構及び遺物について

当遺跡から検出した弥生時代の主な遺構は、第IV章で述べたように、1号～4号住居杜（竪

穴式住居杜）及び29号土塘である。これ等5基の遺構は237番地から検出した。遺構の切り合

いの状態から、1号住居杜→2号住居牡→29号土塘の順になる。また、3号住居牡と4号住居

吐も切り合っており、3号住居杜の方が先行する。

1．1号・2号住居杜及び29号土塘

1号住居杜は2号住居吐に切られており、東側の壁（長さ2.2m）が残るのみである。2号

住居杜は、ほぼ完全（南側の隅が近世の溝遺構で切り取られている｡）に発掘することが出来

た。2号住居牡の平面形は、ほぼ方形（一辺3m前後）である。
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2号住居杜の中央部を29号土塘が切っている。両遺構から多量の土器が出土した。しかも、

両遺構から出土したこれらの土器片の中で互いに接合する物がかなりある。このことから、2

号住居壮の廃絶後、さほど時間的に経過しない時期に29号土塘が造られ、その29号土塘も早い

時期に埋没したものと推定される。

2号住居吐と29号土壌から出土した土器は、第24～26図に紹介した。第25図に示すカメを見

ると判るように、脚部は非常に高く、夕タキによる整形の後ハケ状工具によって器面調整を施

している。また、第26図を見ると、小型の壷の形状は球形に近く、肩部の張りの部分が少し角

張っていることもわかる。

以上のことから考えると、2号住居杜と29号土塘の時期は弥生時代後期もかなり後の方と推

定される。極端な言い方をすれば、土師式前夜と言えるかもしれない。
じんない うとじよう

これらの遺構の時期と最も近い時期と思われる遺物は、陣内遺跡（阿蘇町）・宇土城跡（小
でまち かとうだひがしばる

西氏居城・宇土市）・出町遺跡（不知火町）・方保田東原遺跡（山鹿市）出土の遺物が思い起

こされる。

1号住居吐からの出土遺物の中にも脚台部の高いカメの底部が含まれていることから、一番

先行している遺構ではあるが、2号住居吐や29号土塘と時期的には大差がないと考えられる。

2．3号住居土止及び4号住居杜

3号住居杜の北側の壁を4号住居杜が切り取っているが、幸いにも四隅が残存することから

その平面形は明らかである。3号住居杜の平面形はほぼ方形であり、一辺の長さは4.3～45m

である。遺構検出面から床面までの深さは15～25cmであり、4号住居吐の床面より5cm程高

い。3号住居杜からの出土遺物は、土器・石包丁・鉄片等である。石包丁と鉄片は、床や壁面

に張り付いた状態で出土したことが注目される。

3号住居杜の土器は4号住居牡の土器と類似しており、両者の間に時間的隔たりはさほど無

いと推定される。石包丁（磨製・粘板岩製）は台形状を呈し、両端に「V」字状の切り込みを

有する。このような形状を呈する石包丁は、熊本県に齢いては出土例の極めて少ない遺物であ

り、今後の出土例の増加によってその実態が明らかになることを期待したい。鉄片の内、一点

は鉄針と推定される。他にも数点出土したが、酸化が強く進み個体数さえも明らかでない。鉄

器については、埋蔵文化財研究会第16回研究集会の研究発表資料の中に既に紹介している。

4号住居杜は3号住居杜より小型である。平面形は、他の住居吐と同様にほぼ方形であり、

各辺の長さは3.4～4.1m（各辺の長さが少しずつ異なる）である。出土遺物は、刀子と台石以

外は土器である。出土した土器は第31～37図に紹介するように、多数に上る。

第32．33図に示すカメを2号住居杜及び29号土塘から出土したカメ（第24．25図）と比較す

ると判るように、前者が後者よりも脚台の高さが少し低くがっちりとした感じを受ける。この
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点を重視するならば、4号住居杜が2号住居社及び29号土塘より先行すると考えられる。

第34．35図及び36図の1に壷を紹介した。第34図の壷の口縁部の内面には、四棟の家屋を思

わせるような三角形と柵を思わせるような小さな鋸歯状の紋様と1基の不明の紋様がへラ状の

工具によって描かれている。

第36図の1に紹介した壷の口縁は複合口縁であり、胴部は球形である。器面は目の細かいハ

ケ状の工具によって丁寧に調整を施されている。胎土は打越遺跡から出土したどの弥生土器と

も異なる。器形や胎土が他とは異質であることから、この壷は、熊本県南部一帯に分布する遺

物とは少し異なっている。恐らくは、九州北部に分布する土器に類似する物があるのではなか

ろうか。

第36図の2．3に高坪を紹介した。2は、弥生後期の遺跡から良く出土する遺物である。3

は、高坪の柱状部のみを残す。この柱状部の外面にタタキ（拓本参照）による整形痕が残る。

柱状部の内面にはナデ調整を施す。脚裾部の返りは急激であり、裾部の形状のみを重視すると

古墳時代の遺物との意見が多いと考えられる。調査者としては、この遺物をどのように評価し

てよいか思案したが、事実の報告として此処に掲示する。

第37図の1に脚付鉢を紹介した。これは、口縁が片口と成っており、脚部は極めて粗雑に整

形されている。この遺物の器形および整形の手法が類似した遺物としては、方保田東原遺跡の

出土遺物（山鹿市立博物館所蔵・同博物館学芸員中村幸史郎氏より御教示）がある。

3．遺構の時期及び関連遺跡

以上、1及び2に齢いて述べたように、3号・4号住居社と2号住居吐及び29号土塘を比較

すると前者の方が時間的にやや先行する（カメの脚部の高さを比較した場合）と思われる。
註1

弥生時代後期の遺跡の中で打越遺跡と非常に近い年代の遺跡は、上に記したように、陣内遣
註 2註3註4

跡（阿蘇町）・宇土城跡（小西氏居城・宇土市）・出町遺跡（不知火町）・方保田東原遺跡（山

鹿市）等がある。特に、宇土城跡（小西氏居城・宇土市）・出町遺跡（不知火町）は当遺跡と

互いに距離的に近い位置に所在するので遺物の充分な比較検討を要すると思われる。

第36図の1と第37図の1については、今後、充分なる検討をする必要がある。

第3節奈良時代・平安時代の遺構及び遺物について

第V章の冒頭にも述べたように、歴史時代の遺構と推定される遺構の大部分は奈良時代又は

平安時代の遺構である。それ以外の遺構は江戸時代末～明治時代初の遺構と現代の遺構である。

奈良時代・平安時代の遺構としては、カマドを持つ竪穴式住居社（5号・6号）・住居状遺

構（1号～7号）・掘建柱建物遺構（1号～4号、4号の遺構は明瞭な状態でない｡）・土塘(貯
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蔵穴・炭焼き窯？・性格不明）・溝状遺構（道路遺構・溝遺構）である。

1．遺構検出過程から推定される遺構の前後関係

1号住居状遺構及び1号掘建柱建物遺構の検出過程を説明した時に既に述べた事と重複する

が、当遺跡の出来る過程を知る上で重要と思われるので再度ここに記しておく事とする。

発掘調査した各畑の人為遺物を含む土層は、I層（耕作土）・II層（黄褐色土に黒色土が混

じった土層・土師器及び須恵器の包含層）。ⅡI層（褐色土・縄文土器の包含層）である。しか

し、遺構の覆土から見た土居は、A層（耕作土）。B層（黒色土）。C層（黄褐色土に黒色土が

混じった土居）。D層（褐色土居）。E層（黄褐色土居）である。

上に記した土層と遺構の覆土を対応させると、I層＝A層・II層＝C層・III層＝E層となる。

このことから、B層（黒色土）とD層（褐色土層）が欠落していることが判る。

土層の欠落の理由として、耕作による削平が先ず一番に考えられる。B層（黒色土）の消失

は、この理由が適合すると思われる。

次に、II層（黄褐色土に黒色土が混じった土居）の形成について考えると、土の色から、II

層はB層（黒色士）とE層（黄褐色土層）の撹乱によって生じたことが容易に推定される。し

かし、この撹乱はI層を形成した耕作による撹乱（中世～現代）ではないことは、II層に含ま

れる遺物（奈良時代～平安時代の須恵器及び土師器出土・中世～現代の遺物は検出されていな

い）から明らかである。

II層を切る遺構としては、6号住居祉・5号住居状遺構・3号掘建柱建物遺構・1号土壌・

15号土塘・29号溝状遺構等が挙げられる。ところで、II層の下から検出した遺構は、1号住居

状遺構・1号掘建柱建物遺構・2号掘建柱建物遺構・27号溝状遺構等がある。このII層を切る

遺構とその下から検出される遺構と言うことから、遺構の形成時期の前後関係を明らかにする

ことができる。

II層を切る遺構から出土する土師器の坪は比較的大型であり、黒色土器は出土しない。また、

土師器の糸切り皿も出土していない。これ等の事から、遺構の推定時期は平安時代前半と推定

される。そうすると、II層の下から検出される遺構は、奈良時代の可能性が強い。

II層を切る遺構とII層の下から検出される遺構を上述のように理解すると、II層の形成時期

（B層とE層を強く撹乱した時期）は奈良時代未～平安時代初めと推定される。

2．木炭を多量に出土する土墳

II層を切る遺構の例として上述した1号士塘・15号土塘の他に、235番地・1683-1番地から

主に出土した。第V章第4節に齢いて述べたように、遺構内から木炭や木灰が多量に出土する。

遺構周辺にも木炭や木灰が多量に散乱する。遺構の床が部分的に赤変している。遺構内出土の
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土器としては、土師器と須恵器の小片（器種不明）である。

上記のような遺構の検出状況から、発掘調査当初は火葬場の跡ではないかと考えた事もあっ

たが、祭祁的な遺物や遺構が何ら出土しない上に、遺構の床面や壁面の焼け方が少ないので当

を得ていないと思われる。

火葬場でないと仮定して多くの木炭が出土する遺構と考えた場合、一番妥当な遺構は炭焼き

窯の跡が考えられるであろう。遺構の形成時期を上記の1に示した平安時代前期と仮定すれば、

木炭は当時重要な産物であったと考えられる。

3．住居状遺構

第V章第2節に述べたように、住居状遺構と余り明瞭でない遺構名を付けた理由は、外形は

竪穴式住居状を呈するが内部に貯蔵を目的とすると思われる穴を持つ事から、住居状を呈して

いても住居ではない事を表現したい為である。本来ならば、貯蔵用家屋とでも言えるであろう。

235番地出土の2号～4号住居状遺構は、住居祉と考えると小型であり、あまりに細長い平

面形である事から遺構の深い部分のみが残存したと推定して住居状遺構と判断した。

上記2に述べたように、5号住居状遺構は11層を切る遺構であり、1号はII層の下から出土

する遺構である。このように、今回検出した住居状遺構は二つの時期に分かれる。

打越遺跡から検出した貯蔵施設と比較的に近い時期の遺構は、神水遺跡（熊本県文化財報告

第82集）出土の貯蔵穴が挙げられる。歴史時代の貯蔵穴について、神水遺跡の調査者（緒方

勉・熊本県文化課課付）は、『農業考古1982第二期～1983第二期」を引用して次のように述

べている。

5基の土塘、これについて貯蔵穴としての機能を与えることは、発見例が少ない

ことから多少ともためらいがないでもないが、中国を例にとれば時代こそ違え、

『我国古代地下儲糎之研究」などに類例を見ることが出来る。そのような意味を含

めて本稿では貯蔵穴として処理した。

『農業考古1982第二期～1983第二期』を緒方氏から紹介されて考えるに、同氏が上に言う

ように気候・風土・時代は異なるけれども、地下に多量の食料を貯蔵することが現に行われて

いた事実は貯蔵穴を考える上で良い参考となる。

以上の点から、住居状遺構については貯蔵用の家屋と判断した。

4．溝状遺構

溝状遺構とした遺構（31基)は道路遺構と溝遺構に分けられるが、中には両方の機能を兼ね

備えた遺構もあると思われる。

溝状遺構の中で代表的な遺構は、11号。27号。29号溝状遺構である。
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11号溝状遺構は、江戸時代後期～明治時代初期の溝遺構である。遺構内から、碗・皿等の陶

磁器が出土した。

27号溝状遺構は、1687番地と1686-1番地の境界付近から検出した。南北に走る道路遺構であ

り、多量の土師器・須恵器が出土した。土師器のカメの破片を多く含むことから、これ等の遺

物は投棄されたと推定される。上述したように、II層の下から検出される遺構である。

29号溝状遺構は、南北に走る道路遺構である。遺構の延びる方向から13号溝状遺構(道路遺

構)と一連の遺構の可能性が考えられる。上記2に述べたように、II層を切る遺構である。覆

土は、無論、黒色である。出土遺物は、須恵器・土師器・鉄器・布目瓦である。瓦が出土した

事から、遺跡の近くに瓦を持つ建物或いは瓦窯祉の存在が推定されるが、明らかではない。

第4節まとめ

第III章～第V章にかけての要約及び遺構から推定される事について、本章第1節～第3節に

かけて述べた。

打越遺跡の縄文時代の遺構は、早期と晩期の遺構が出土した。出土する土器片は、押型文土

器・撚糸文土器・御領式土器～黒川式土器・山の寺式土器等である。

弥生時代の遺構は、竪穴式住居杜と土壌である。遺構の時期は、後期末である。

歴史時代の遺構は、カマド付の竪穴式住居吐・住居状遺構・掘建柱建物遺構・土墳・溝状遺

構（道路遺構・溝遺構）である。これらは、II層を切る遺構とその下から出土する遺構の二つ

の時期に分けられる。遺構の時期は、奈良時代～平安時代前半と推定される。

歴史時代の遺構として上記の遺構以外に、江戸時代後期～明治時代初期と推定される溝遺構

を検出した。

清田純一「陣内遺跡」阿蘇町文化財調査報告第2集1982熊本県阿蘇町教育委員会

平山修一、高木恭二、木下洋介「宇土城跡（城山)」宇土市埋蔵文化財報告書第10集

1985熊本県宇土市教育委員会

浦田信智氏御教示による。昭和55年出町遺跡発掘調査

中村幸史郎・倉原謙治・坂本重義「方保田東原遺跡」1982熊本県山鹿市教育委員会

１
２
註
註

３
４
註
註
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八反田遺跡発掘調査報告

－下益城郡松橋町大字古保山字八反田一

1･はじめに

昭和58年度当初、熊本県耕地第一課から「営尾地区県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財調

査」について依頼があった。八反田遺跡は、先に述べた「古保山打越遺跡」と近い位置に存在

することから、当遺跡の発掘調査と並行して実施することにした。

調査の組織及び歴史的・地理的環境については、本書第I章を参照されたい。

2．遺跡の位置及び現状

八反田遺跡は、打越遺跡の東方約1mの位置に存在する。八反田遺跡の背面には、木原山

（雁回山）が隻える。この木原山の南斜面の傾斜が急に緩やかになった所に海の平の集落が広

がる。当遺跡は、海の平の集落から南方に人差し指を突き出したような幅の狭い微高地（附1

図のl参照、海抜40m未満）に存在する。微高地の広さは、幅約30m・長さ約70m・面積

2.000㎡程である。この微高地の三方（東・南・西）は水田である。水田までの比高差は2m

前後である。

当遺跡の現状は畑地であり、野菜・サツマイモ・麦・果樹等が栽培されていたとのことであ

る。しかし、遺跡発掘調査を開始した時点においては採土地となっており、発掘調査の成果は

ほとんど望めない状態であった。

発掘調査終了後、当遺跡の存在した微高地は削平されて水田となった。

3．発掘状況

①土層及び遺構検出状況

発掘調査は、残存する耕作土（採土から免れた部分）の表土（20～30cm）をバックフォーに

よって排除した後に開始した。

耕作土（第1層）の下には、黄褐色土居（第1I層・20～30cm）が存在した。この第1I層には、

縄文晩期の土器片を含んでいた。松橋町周辺の遺跡においては、この第1I層に黒色磨研系の土

器から押型文土器までの時期の土器片を含んでいる。しかし、当遺跡においては、黒色磨研系
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の土器片以外、縄文土器の出土は見られなかった。

第''層の下は、木原山の侵食によって流出して堆積したと推定される操層となっていた。

検出した遺構は、1号土塘と2号土塘の2基のみである。それ等の覆土の第，層は、，号土

塘では暗褐色土．2号土壌では黄褐色士である。覆土の様子から推定すると、2号土塘の方が

古いと推定される。

土塘を検出した位置は、1号は微高地の南端に近い方であり、2号は北側の現在の集落に近

い方である。

②1号土塘

平面形は楕円形であり、南北方向に長い。長径1.2m・短径0.9m、遺構検出面から底面まで

の深さ0.3mを測る。底面はほぼ平坦である。

覆土は3つの層に区分できる。’層は暗褐色土・’'層は黒色士．,,,層は暗褐色土からなる。

I層とII層の覆土中には焼土粒を含む。

覆土中からは遺物が出土しなかったが、周辺部から黒色磨研系の土器片（黒川式土器）を採

集した。遺構の性格は不詳である。

③2号土塘

平面形は草鮭状を呈し、東西に細長い。長さ3.9m・幅1.2m、遺構検出面から底面までの深

さ0.5mを測る。底面の横断面は「U」字形状を呈する。東西の両端の底はステップ状に浅く

なり、しかも、西側のステップ状の所に接して底が円形に深くなる。

覆土は2つの層に区分できる。’層は黄褐色土・’'層は暗黄褐色土からなる。遺構の底面直

上から操が6個出土する。

遺構の性格及び時期については不詳である。しかし、先に述べた，号土塘の覆土より土色が

明るいことから、縄文晩期よりも古い時期の遺構と推定される。遺構の性格は不詳ではあるが、

墓塘にしては大きいので、何かの貯蔵穴の可能性が高いと思われる。

4．まとめ

上記2においても述べたように、微高地上に形成された縄文時代の遺跡である。仮に、採土

地になっていなかったとしたら、遺跡の性格及び年代をもっと詳に出来たであろうと思われる。
はなたて

ところで、当遺構の南側を走る県道の南側（海の平のバス停の南側）に「花立遺跡」が存在

する。この花立遺跡（松橋町大字古保山字花立）周辺の圃場整備事業は終了している。その時、

遺跡の保存を考えて工事が行われた。この花立遺跡から出土する縄文晩期の土器片と当遺構の

1号土塘周辺から出土する黒色磨研系の土器片は類似する。

以上の結果から、八反田遺跡は縄文時代晩期の遺跡であろうと推定される。
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1.八反田遺跡位置図
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D
■■■■■■■■■■■■■■

A
－

B
一

I：暗褐色土層

粘性。しまりに富む

若干の焼土粒子が混

B入する。
－11：黒色土層

050cm
－

A
－

I：黄褐色土

粘性。しまりに欠ける。

II：暗黄褐色土

粘性。しまりに富む。

3.八反田2号土塘

多量の黒色土粒子を
ベースとし、多量の

カーボン粒子を含む。

若干のカーボン粒子を

含む。

粘性。しまりに欠け

る。

IⅡ：暗褐色土

粘性。しまりに富む。

若干の黄色土粒子がま

じる。

O
一 一

50cm 粘性。しまりI

若干の黄色土*
2.八反田1号土塘 じる。

附1の1図八反田遺跡の位置及び1号・2号土壌
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松橋町古保山字部田目所在の

板碑及び六地蔵報告

肥後考古学会会員坂口雅柳

1．古保山字部田目所在の板碑

所在地

建立年月日

形体

参考伝説

へため

熊本県下益城郡松橋町古保山(部田目）志垣寿男氏宅裏

干時永禄（1567）十天丁卯今月吉辰

板碑（自然石）安山岩

県文化課村井員輝氏の連絡により、昭和59年2月26日現場にて落合いの上採拓調

附2の1図板碑写真

査す。

この碑について取調べたるところ不明の

点が幾つかあり、この道の知人にも照会し

たが判然とせず。不明の点は今後更に調査

すること＞して一応取纏めること愛した。

1．この碑は地元では「馬頭観音」として

礼拝して居るとのことであるが、種子か

らすると胎蔵界大日如来を頭文字として

禅師の寿会碑としたものと考えて良いと

思うのである。

2．蓮座の下の「十」［j韓Uについて

「十」をクルスと見るか単なる飾と見

るか判然としない。開」を南の害図案

化と見るか、香炉の図案化と見るか判然

としない。

3．皆令離苦云々について

『法華経薬草噛品』中の「皆令離苦得安穏楽、世間之楽及浬渠楽」の文字を彫刻したもの
ネハンラク

である。浬梁楽＝三楽、五楽の一で生死の苦を離れて究寛安穏なるを浬渠楽と云う。尚参考

迄に附記す。

三楽＝1．天楽2．禅楽3．浬梁楽

五楽＝1．出家楽2．遠離楽3．寂静楽4．菩提楽5．浬渠楽

『織田悌教大辞典』
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星I

≦§幽泌

琴I餅

附2の2図板碑説明図

‘管瀬

ワノ率

4．逆修松陰盛公座元禅師

寿会

松陰盛公なる人物につ

いては今のところ不明に

つき今後の調査によるこ

と愛す。座元＝①首座、

第一座の署名、僧堂にお

けるその座の位置が首座

は一番枢要なところ（元

首）にあるのでいう。②

近世以後は立職仏という

一階程を経た僧の敬称と

なった。

『中村元焼教語大辞典』

座元禅師の還暦か古稀

などを祝って門弟等が

寄って逆修したものと思

われる。

5．大乗妙典630部について

この道に詳しい橿原市の堀義男氏は次のように述べて居られる。

大乗妙典（法華経のこと）66部の10倍と考えられ、630部は660部ではなかろうか、660部

なら10倍で66ヶ国納経の事となり、1ヶ国10部づ＞となります。普通は1ヶ国1部で66部な

のですが或は法華経八巻と観音賢経、無量義経、開結二巻を合せて10部と勘定したのかも知

れません。ですから660部なら話が合うのですが630部では解しかねます。普通は法華経八巻

を1部と考えます。

（更に660部か630部かを確かめて下さいとありますが採拓の結果は630部に誤りはありま

せん。）

6．干時永禄十天丁卯今月吉辰について（堀氏述）

吉辰は良き日吉日、今月は良き月と云う位で年号は入れても月日にはこだわらず書かない
レイゲツ

例が可なりあるようです。今月は令月の見誤りと云うこともあります。令月なら二月です。

(再確認今月である）

今月銘の例（石碑ではありませんが）
オイズル

（ｲ）石川県笈岳経塚出土経筒
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附2の3図板碑拓本
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永正十五天戊寅今月日十覚坊

(ﾛ）三重県仙宮神社銅板六角経筒

三十番神堂年今月吉日

例東京大悲願寺六角経筒

文珠坐像天正13年今月吉日

2．古保山字部田目所在の六地蔵

へため

所在地熊本県下益城郡松橋町古保山(部田目）志垣寿男氏宅裏山

建立年月日不詳（認室町時代後期）（1478-1573）

形体石瞳（重制）残存篭部のみ他未発見

参考伝説県文化課村井員輝氏の連絡により、昭和59年2月20日現場にて落合の上採拓調

査す。

石瞳重制の正体であれば現存する肥後の文明期のものと同様立派なものであるが現在は篭

部のみであるのでそれについて私見を述べること》す。

1．翁部は六画六面二重枠付中肉に線刻を加えた像容は一見して肥後の室町後期（文明期）

のものであることが判る。枠外上部に種子｢両」を各面に彫刻してある。

2．三昧耶形及暑図別記の通り。

3．現在は志垣寿男氏宅裏の竹林中にあって志垣寿男氏（現区長)及び渡辺勝美氏(前区長）の

お話では自分達の聞いているところでは直ぐ近の道端に建って居たと云うことであるが宝珠、

笠、中台、竿、基礎などは見たことがないとのことである。
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一

蕊：
①三味耶形の説明

③石瞳篭部写真

②石瞳篭部の説明図

④石瞳篭部写真

附2の4図石瞳篭部の説明図及び写真
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附2の5図六地蔵拓本
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写真図版



図版l打越遺跡・八反田遺跡の烏:的写真

君

1．打越遺跡

2．八反田遺跡（写真中の集落は海ノ平）
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図版31号・2号住居祉及び29号土壌
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図版43号・4号住居辻
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図版53号・4号住居祉及びその周辺の柱穴群
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1番地）図版66号住居杜 (打越1686-
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図版74号住居状遺構及び5号住居祉

や一

P

糞_雪蕊蕊
1．3号・4号住居状遺構 2．4号住居状遺構

電琴､：．痔.~毒
＝ﾛﾑ躯

捌
口

ﾉ

《
評
．

藷；
糾埠：

5．5号住居祉及び7号住居状遺構

閥1,b盈固鰹．

3．4号住居状遺構出土遺物

'誇露 ＝

岨

｢_亘』
《

勺

都型溌

6．5号住居祉完掘状態（南方より見る）

滋
1識

11

聯

4．4号住居状遺構完掘状態 7．5号住居祉の力マド



図版81号・6号住居状遺構
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1番地）図版95号住居状遺構 (打越1683-
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図版10土壌・7号住居状遺構
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図版111号～3号掘建柱建物遺構
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図版1227号溝状遺構（打越1687番地）

蕊

1．溝状遺構検出状況 2．27号溝状遺構と26号溝状遺構の
切り合い

～
＃

6．27号溝状遺構遺物出土状態 3．27号溝状遺構と26号溝状遺構の

切り合い

7．27号溝状遺構遺物出土状態 4．27号溝状遺構遺物出土状態

畷鐸蕊蕊難嘗

野夢"哩曇 毛f子

8．27号溝状遺構遺物出土状態 5．27号溝状遺構遺物出土状態



図版132号住居虻及び29号土壌出土遺物
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図版144号住居祉及び2号住居吐出土遺物 T一コ
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図版154号住居吐出土遺物
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図版164号住居吐出土遺物
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図版1727号溝状遺構出土遺物
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図版1827号溝状遺構出土遺物
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図版195号住居状遺構出土遺物
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図版205号住居状遺構出土遺物
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図版215号住居状遺構及び1683-1番地出土遺物
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図版226号住居状遺構及び1684番地出土遺物
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図版237号及び8号住居状遺構出土遺物（1～13,14～26）
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図版24235番地出土の土器及び'687番地出土の瓦
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図版25打越遣跡出土遺物
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図版264号住居吐・30号土壌及び一括資料
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編集後記

昭和58年7月～12月にかけて調査してから本報告を刊行するまでに、4年の歳月が過ぎてし

まいました。

発掘調査に際しては、松橋町の多くの方々に御世話になりました。工事関係の方々の御協力

に対して、心から感謝申し上げます。

発掘調査終了後、直ちに熊本県文化財収蔵庫に齢いて整理を開始しました。しかし、大変遺

物が多く、整理作業・執筆作業がなかなか捗りませんでした。この点、調査兼執筆者として心

ぐるしく思っています。

昭和60年4月13日河北毅氏は、不帰の人となられました。故人は、本報告の為に、弥生土

器及び鉄器の実測をされて居ました。本書第Ⅳ章弥生時代に掲載しました遺物実測図の多くは、

故人の努力の結晶であります。調査から報告まで完結したいという思いから、一人黙々と遺物

の実測に励んで居られた故人の姿が思い出されます。

本書の刊行に当たり、編集及び執筆の任に当たった者としては、故人の意志を充分に汲み

取って表現出来たか一抹の不安があります。

本報告が刊行された今、本書を故人の霊前に捧げ、これまでの御努力に感謝の意を表し、深

く御冥福を御祈り申しあげます。

熊本県文化財調査報告第93集

古保山打越遺跡

昭和62年12月28日

編集
薬↑〒
ノ日.｜J

印刷

熊本県教育委員会

〒862熊本市水前寺6丁目18番1号

白木印刷株式会社

〒862熊本市九品寺5丁目9－35
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 93 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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